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1. 調 査 ・ 検 討 経 緯  

伊 方 発 電 所 １ ～ ３ 号 炉 の 建 設 に 際 し て は ， 地 質 ， 地 盤 に 関 す る 詳

細 な 調 査 を 実 施 し ， 当 地 点 が 原 子 力 発 電 所 の 立 地 地 点 と し て 適 地 で

あ る こ と を 確 認 し て い る 。 さ ら に ， ３ 号 炉 運 転 開 始 後 に お い て も ，

自 主 保 安 活 動 と し て 地 質 に 関 す る 多 く の 調 査 を 行 っ て き た 。  

今 回 ， 地 質 に 関 し て ， 敷 地 か ら の 距 離 に 応 じ ， 既 往 文 献 の 調 査 ，

変 動 地 形 学 的 調 査 ， 地 表 地 質 調 査 ， 地 球 物 理 学 的 調 査 を 実 施 し た 。

特 に 敷 地 近 傍 に お い て は ， 敷 地 周 辺 よ り も 精 度 の 高 い 詳 細 な 検 討 を

実 施 し た 。  

 

1.1 敷 地 周 辺 の 調 査 ・ 検 討  

  敷 地 周 辺 の 地 質 お よ び 地 質 構 造 を 把 握 す る た め ， 陸 域 に つ い て

は ， 既 往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 地 表 地 質 調 査 ， 地 球 物 理 学 的 調 査

等 を 実 施 す る と と も に ， こ れ ま で に 実 施 し た 調 査 結 果 も 含 め て 地

質 ， 地 質 構 造 の 検 討 を 実 施 し た 。  

  ま た ， 海 域 に つ い て は ， 既 往 文 献 調 査 ， 海 底 地 形 調 査 ， 海 上 音

波 探 査 ， 地 球 物 理 学 的 調 査 等 を 実 施 す る と と も に ， 既 存 の 海 上 音

波 探 査 記 録 を 併 せ た 再 検 討 を 実 施 し ， こ れ ま で に 実 施 し た 調 査 結

果 も 含 め て 地 質 ， 地 質 構 造 の 検 討 を 実 施 し た 。  

 

1.2 敷 地 近 傍 の 調 査 ・ 検 討  

敷 地 近 傍 の 地 質 お よ び 地 質 構 造 を 把 握 す る た め ，敷 地 近 傍 に つ

い て ， 既 往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 地 表 地 質 調 査 ， 海 上 音 波 探 査 ，

地 球 物 理 学 的 調 査 を 実 施 し ， 地 質 ， 地 質 構 造 の 検 討 を 実 施 し た 。 

 

1.3 敷 地 の 調 査 ・ 検 討  

  敷 地 の 地 質 お よ び 地 質 構 造 を 把 握 す る た め ， 敷 地 に つ い て ， 既

往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 地 表 地 質 調 査 を 行 っ た 。 ま た ， こ れ ま で

に 実 施 し た 地 表 弾 性 波 探 査 ， ボ ー リ ン グ 調 査 ， 試 掘 坑 調 査 ， 掘 削

面 観 察 等 の 結 果 も 含 め て 地 質 ， 地 質 構 造 の 検 討 を 実 施 し た 。  
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2. 敷 地 周 辺 の 地 質 ・ 地 質 構 造  

2.1 調 査 ・ 検 討 内 容  

2.1.1 既 往 文 献 調 査  

敷 地 周 辺 の 地 質 図 と し て は ， 陸 域 に つ い て は ， 愛 媛 地 学 会 発

行 の 20 万 分 の １ 「 愛 媛 県 地 質 図 」 (1980) ( 1 )， 愛 媛 県 発 行 の ５

万 分 の １「 土 地 分 類 基 本 調 査 図 」(1972～ 1978)  ( 2 )～ ( 1 5 )，高 知 営

林 局 発 行 の 20 万 分 の １「 高 知 営 林 局 管 内 表 層 地 質 図 」(1977)  ( 1 6 )，

愛 媛 県 地 質 図 編 集 委 員 会 発 行 の 20 万 分 の １ 「 愛 媛 県 地 質 図 お

よ び 同 説 明 書 」 (1991)  ( 1 7 )， 四 国 地 方 土 木 地 質 図 編 纂 委 員 会 発

行 の 20 万 分 の １「 四 国 地 方 土 木 地 質 図 お よ び 同 解 説 書 」(1998)  

( 1 8 )等 が ，ま た ，海 域 に つ い て は ，国 土 地 理 院 発 行 の ２ 万 ５ 千 分

の １ 「 沿 岸 海 域 土 地 条 件 図 ， 郡 中
ぐんちゅう

・ 串
く し

」 (1992)  ( 1 9 )，「 沿 岸 海 域

土 地 条 件 図 ， 伊 予
い よ

長 浜
な が は ま

」 (2001)  ( 2 0 )， 地 質 調 査 所 発 行 の 20 万 分

の １ 「 豊 後
ぶ ん ご

水 道 南 方 海 底 地 質 図 お よ び 同 説 明 書 」 (1998)  ( 2 1 )等

が あ り ， こ れ ら 既 存 の 地 質 図 に よ り 敷 地 周 辺 の 地 質 の 概 要 を 把

握 し た 。  

敷 地 周 辺 の 地 質 構 造 に つ い て は ， 上 記 の 地 質 図 ， 地 質 調 査 所

発 行 の 50 万 分 の １ 「 活 構 造 図 ， 高 知 」 (1982)  ( 2 2 )， 活 断 層 研 究

会 編 の「 [新 編 ]日 本 の 活 断 層 」(1991)  ( 2 3 )，中 田・今 泉 編 の「 活

断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」 (2002)  ( 2 4 )， 地 質 調 査 所 発 行 の ２ 万

５ 千 分 の １ 「 中 央 構 造 線 活 断 層 系 (四 国 地 域 )ス ト リ ッ プ マ ッ プ

お よ び 同 説 明 書 」 (1993)  ( 2 5 )， 国 土 地 理 院 発 行 の ２ 万 ５ 千 分 の

１「 都 市 圏 活 断 層 図 」(1998～ 1999) ( 2 6 )～ ( 3 4 )，地 質 調 査 所 発 行 の

20 万 分 の １「 豊 後 水 道 南 方 表 層 堆 積 図 お よ び 同 説 明 書 」(1999)  

( 3 5 )，産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 調 査 総 合 セ ン タ ー 発 行 の 200 万 分

の １「 全 国 主 要 活 断 層 活 動 確 率 地 図 お よ び 同 説 明 書 」(2005) ( 3 6 )，

広 島 大 学 総 合 地 誌 研 究 資 料 セ ン タ ー 発 行 の １ 万 分 の １ 「 四 国 の

中 央 構 造 線 活 断 層 系 － 詳 細 断 層 線 分 布 図 と 資 料 － 」 (2000)  ( 3 7 )，

海 域 地 質 構 造 マ ッ プ ワ ー キ ン グ グ ル ー プ に よ る 200 万 分 の １

「 日 本 周 辺 海 域 の 第 四 紀 地 質 構 造 図 」(2001) ( 3 8 )，日 本 の 地 質『 四

国 地 方 』編 集 委 員 会 編 の「 日 本 の 地 質 ８ ，四 国 地 方 」(1991)  ( 3 9 )，

海 上 保 安 庁 水 路 部 発 行 の 10 万 分 の １ 「 海 底 地 質 構 造 図 ， 松 山

港 周 辺 」(1997)  ( 4 0 )，電 力 中 央 研 究 所 土 木 技 術 研 究 所 発 行 の「 電

力 中 央 研 究 所 報 告 」 (1975)  ( 4 1 )， 国 土 地 理 院 発 行 の 「 沿 岸 海 域

基 礎 調 査 報 告 書 (郡 中 地 区 )」 (1993)  ( 4 2 )，「 沿 岸 海 域 基 礎 調 査 報
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告 書 (伊 予 長 浜 地 区 )」 (2001)  ( 4 3 )， 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 調

査 総 合 セ ン タ ー 発 行 の 「 活 断 層 ・ 古 地 震 研 究 報 告 」 (2002)  ( 4 4 )

等 が あ り ， こ れ ら の 文 献 に よ り 敷 地 周 辺 の 地 質 構 造 の 概 要 を 把

握 し た 。  

敷 地 周 辺 の 地 質 層 序 に つ い て は ， 上 記 文 献 の ほ か ， 町 田 ・ 新

井 著 の「 新 編  火 山 灰 ア ト ラ ス［ 日 本 列 島 と そ の 周 辺 ］」(2003) 

( 4 5 )， 小 池 ・ 町 田 編 の 「 日 本 の 海 成 段 丘 ア ト ラ ス 」 (2001)  ( 4 6 )等

が あ り ， こ れ ら の 文 献 に よ り ， 敷 地 周 辺 の 地 質 層 序 の 概 要 を 把

握 し た 。  

敷 地 周 辺 の 地 球 物 理 学 的 デ ー タ に 関 す る 文 献 と し て は ， 重 力

異 常 に つ い て は ， 河 野 ・ 古 瀬 著 の 100 万 分 の １ 「 日 本 列 島 重 力

異 常 図 」 (1989)  ( 4 7 )， 山 本 ・ 志 知 編 の 「 日 本 列 島 重 力 ア ト ラ ス

－ 西 南 日 本 お よ び 中 央 日 本 － 」 (2004)  ( 4 8 )， 産 業 技 術 総 合 研 究

所 地 質 調 査 総 合 セ ン タ ー 発 行 の 「 日 本 重 力  CD-ROM 第 ２ 版 」

(2004)  ( 4 9 )お よ び 20 万 分 の １「 松 山 地 域 重 力 図（ ブ ー ゲ ー 異 常 ）」

(2008)  ( 5 0 )， Gravity Research Group in Southwest Japan の

「 Gravity Database of Southwest Japan (CD-ROM)」(2001) ( 5 1 )，

微 小 地 震 に つ い て は ， 気 象 庁 一 元 化 震 源 （ 2005） ( 5 2 )等 が あ り ，

こ れ ら の 文 献 に よ り ， 敷 地 周 辺 の 重 力 異 常 お よ び 微 小 地 震 分 布

の 概 要 を 把 握 し た 。  

 

2.1.2 広 域 地 質 構 造 調 査 ・ 検 討  

   (1) 陸 域  

敷 地 を 中 心 と す る 半 径 約 30km の 範 囲 お よ び そ の 周 辺 陸 域

に お い て ，地 形 ，地 質 ，地 質 構 造 ，重 力 異 常 等 に 関 す る 調 査・

検 討 を 実 施 し た 。  

地 形 に 関 し て は ，主 に 国 土 地 理 院 で 撮 影 さ れ た 縮 尺 ２ 万 分

の １ ，１ 万 分 の １ の 空 中 写 真 並 び に 同 院 発 行 の 縮 尺 ２ 万 ５ 千

分 の １ の 地 形 図 等 を 使 用 し て 空 中 写 真 判 読 等 の 変 動 地 形 に

着 目 し た 調 査・検 討 を 行 い ，既 往 文 献 調 査 結 果 と あ わ せ て 敷

地 周 辺 陸 域 の 段 丘 面 分 布 ，変 位 地 形・リ ニ ア メ ン ト の 分 布 等

を 検 討 し た 。空 中 写 真 に よ る 変 位 地 形・リ ニ ア メ ン ト の 判 読

に あ た っ て は ， 土 木 学 会 (1999) ( 5 3 )， 国 土 地 理 院 の 判 読 基 準

(1998) ( 5 4 ) お よ び 井 上 ほ か (2002) ( 5 5 ) に 示 さ れ て い る 判 読 基

準 を も と に 新 た な 判 読 基 準 を 作 成 し た 。変 位 地 形・リ ニ ア メ
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ン ト 判 読 基 準 を 第 2.1-1 表 に 示 す 。空 中 写 真 判 読 に よ っ て 変

位 地 形・リ ニ ア メ ン ト を 抽 出 し ，既 存 文 献 に 示 さ れ る 活 断 層

お よ び リ ニ ア メ ン ト と 併 せ て 変 位 地 形・リ ニ ア メ ン ト 分 布 図

を 作 成 し た 。  

地 質 ，地 質 構 造 に 関 し て は ，地 形 調 査 に 使 用 し た 空 中 写 真

お よ び 地 形 図 を 使 用 し て 地 表 地 質 調 査 等 の 調 査・検 討 を 実 施

し ，敷 地 周 辺 陸 域 の 段 丘 面 分 布 図 ，段 丘 面 高 度 図 ，地 質 図 お

よ び 地 質 断 面 図 を 作 成 し た 。  

地 球 物 理 学 的 デ ー タ に 関 し て は ，既 存 文 献 に 示 さ れ た 測 定

点 を 補 完 す る よ う に 108 地 点 で 重 力 測 定 を 実 施 し ，重 力 異 常

図 を 作 成 し た 。 測 定 に は ラ コ ス ト G 型 重 力 計 (G-579)を 使 用

し た 。  

ま た ， 半 径 約 30km 範 囲 周 辺 の 陸 域 に お い て ， 四 国 北 西 部

に お け る 中 央 構 造 線 断 層 帯 を 対 象 に ，地 表 地 質 調 査（ ボ ー リ

ン グ 調 査 ， ト レ ン チ 調 査 ）， 地 球 物 理 学 的 調 査 （ 反 射 法 地 震

探 査 ， 重 力 測 定 ） 等 を 実 施 し た 。  

 

(2) 海 域  

敷 地 を 中 心 と す る 半 径 約 30km の 範 囲 お よ び そ の 周 辺 海 域

に お い て ，地 形 ，地 質 ，地 質 構 造 に 関 す る 調 査・検 討 を 実 施

し た 。  

地 形 に 関 し て は ， 日 本 海 洋 デ ー タ セ ン タ ー の 「 500m メ ッ

シ ュ 水 深 デ ー タ 」(5 6 )，海 上 保 安 庁 発 行 の 12 万 ５ 千 分 の １ 海

図 「 伊 予 灘 及 付 近 」 (2003) ( 5 7 )を 参 照 す る と と も に 海 上 音 波

探 査 に 併 せ て 取 得 し た 音 響 測 深 デ ー タ を 用 い ，伊 予 灘 の 中 央

構 造 線 断 層 帯 分 布 域 に お い て は ，測 線 間 隔 250～ 300m，測 線

本 数 345 本 ，総 延 長 約 2,100km の 音 響 測 深 を 実 施 し て ，敷 地

周 辺 海 域 の 海 底 地 形 図 を 作 成 し た 。中 央 構 造 線 断 層 帯 分 布 域

に お け る 調 査 機 器 と し て は ，基 本 的 に デ ジ タ ル 方 式 精 密 音 響

測 深 器 PDR-1300 型 を ， 水 深 の 深 い 豊 予
ほ う よ

海 峡 (速 吸
は や す い

瀬 戸 )付 近

で は ア ナ ロ グ 測 深 器 PDR-104 型 を 使 用 し ， DGPS 方 式 に よ っ

て 船 位 を 決 定 し た 。  

地 質 ，地 質 構 造 に 関 し て は ，敷 地 を 中 心 と し て ，半 径 30km

範 囲 内 の 伊 予 灘 お よ び 宇 和 海
う わ か い

に お い て ４ km 間 隔 の 格 子 状 の

測 線 を 基 本 と し ，伊 予 灘 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 分 布 域 で は さ ら
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に 密 な 測 線 を 配 置 し て ， こ れ ま で に 海 上 音 波 探 査 (反 射 法 音

波 探 査 )を 実 施 し て い る 。 さ ら に ， ３ 号 炉 運 転 開 始 後 に も こ

れ を 補 完 す る よ う に 海 上 音 波 探 査 を 実 施 し た 。  

伊 予 灘 の 地 質 ，地 質 構 造 に 関 し て は ，産 業 技 術 総 合 研 究 所

(2002) ( 4 4 )，国 土 地 理 院 (1993 ( 4 2 )；2001 ( 4 3 )），大 学 研 究 グ ル ー

プ (1996 ( 5 8 )； 2000 ( 5 9 ) )に よ る 海 上 音 波 探 査 が 行 わ れ て お り ，

前 述 の 当 社 保 有 デ ー タ に こ れ ら を 追 加 し た 測 線 総 数 約 700

本 ，総 延 長 約 6,800km の 音 波 探 査 記 録 の 解 析・検 討 を 実 施 し

た 。使 用 し た 音 波 探 査 記 録 を 第 2.1-2 表 に 示 す 。こ れ ら の 調

査・検 討 結 果 に 基 づ い て ，敷 地 周 辺 海 域 の 海 底 地 質 図 ，海 底

地 質 断 面 図 を 作 成 し た 。  

地 球 物 理 学 的 デ ー タ に 関 し て は ，伊 予 灘 の 中 央 構 造 線 断 層

帯 分 布 域 に お い て ， 屈 折 法 地 震 探 査 を ４ 測 線 ， 延 長 約 57km

で 実 施 し た 。屈 折 法 地 震 探 査 の 仕 様 を 第 2.1-3 表 に 示 す 。ま

た ，伊 予 灘 の 重 力 異 常 を 把 握 す る た め ，ヘ リ コ プ タ ー に よ る

航 空 重 力 測 定 を ７ 測 線 ，延 長 約 470km で 実 施 し ，重 力 異 常 図

を 作 成 し た 。  

 

2.2 陸 域 の 調 査 ・ 検 討 結 果  

敷 地 を 中 心 と す る 半 径 30km の 範 囲 お よ び そ の 周 辺 陸 域 に お け

る 地 形 ， 地 質 お よ び 地 質 構 造 は ， 既 往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 地 表

地 質 調 査 ， 重 力 測 定 等 の 結 果 に よ る と 以 下 の と お り で あ る 。  

 

2.2.1 敷 地 周 辺 陸 域 の 地 形  

敷 地 は 四 国 の 北 西 端 に 細 長 く 突 出 し た 佐 田 岬
さ だ み さ き

半 島 の 付 け 根 付

近 に 位 置 し ， 瀬 戸 内 海 の 伊 予 灘 に 面 し て い る 。 敷 地 周 辺 陸 域 の

地 形 図 を 第 2.2-1 図 に 示 す 。  

敷 地 周 辺 の 地 形 に は ， 西 南 日 本 の 地 質 構 造 に 規 制 さ れ た 東 西

系 の 構 造 ， す な わ ち ， 松 山 平 野 か ら 伊 予 灘 を 経 て 別 府 湾 に 至 る

低 地 ， 明 神 山
みょうじんさん

か ら 佐 田 岬 半 島 を 経 て 佐 賀 関
さ が の せ き

半 島 へ 至 る 山 地 ，

内 子
う ち こ

町 か ら 八 幡 浜
や わ た は ま

市 を 経 て 臼 杵
う す き

市 へ 至 る 低 地 等 が 認 め ら れ る 。 

伊 予 灘 南 岸 に は 山 地 が 連 な っ て お り ， 東 か ら 西 へ 向 か っ て ，

明 神 山 (標 高 634m)， 牛
う し

ノ 峯
み ね

(標 高 896m)， 壷 神 山
つ ぼ が み や ま

 (標 高 971m)，

銅
ど う

が 鳴
な る

(標 高 767m)，さ ら に 西 方 で は 高 度 を 下 げ な が ら 佐 田 岬 半

島 西 端 へ 至 り ， 豊 予 海 峡 を 経 て 佐 賀 関 半 島 ま で 続 く 。  
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伊 予 灘 南 岸 の 山 地 の 南 に は ， 内 子 町 ～ 大 洲
お お ず

市 ～ 八 幡 浜 市 に 抜

け る 低 地 が 山 地 に 平 行 に 存 在 す る 。さ ら に ，こ の 低 地 の 南 に は ，

御 在 所 山
ご ざ い し ょ や ま

(標 高 669m)か ら 堂 所 山
ど う し ょ や ま

(標 高 593m)へ 山 地 が 東 西 に 延

び る 。  

敷 地 周 辺 に お け る 主 要 な 河 川 と し て は 重 信
し げ の ぶ

川 と 肱
ひ じ

川 が 存 在 す

る 。 重 信 川 は ， 松 山 市 南 方 を 流 下 し て 河 口 部 に 扇 状 地 性 の 広 い

沖 積 平 野 (松 山 平 野 )を 形 成 す る 。 肱 川 は ， 東 西 系 の 四 国 の 地 質

構 造 と は 直 交 す る 方 向 （ ほ ぼ 南 か ら 北 ） に 流 れ る 。 肱 川 の 河 口

部 で は 平 野 の 発 達 が 著 し く 悪 く ， む し ろ 中 流 部 ， 上 流 部 の 大 洲

市 ， 内 子 町 ， 西 予
せ い よ

市 野 村
の む ら

町 お よ び 同 宇 和 町 付 近 に 沖 積 低 地 ， 河

成 段 丘 を 伴 う 。 敷 地 周 辺 で は 海 成 段 丘 の 発 達 は 悪 く ， 沿 岸 部 に

局 所 的 に 点 在 す る 。  

 

2.2.2 敷 地 周 辺 陸 域 の 地 質  

敷 地 を 中 心 と す る 半 径 約 30km の 範 囲 お よ び そ の 周 辺 陸 域 の

地 質 図 を 第 2.2-2 図 に ， 地 質 層 序 を 第 2.2-1 表 に 示 す 。  

敷 地 周 辺 は ，中 央 構 造 線 に よ っ て 北 側 の 西 南 日 本 内 帯
な い た い

 (以 下 ，

「 内 帯 」 と 記 す 。 )と 南 側 の 西 南 日 本 外 帯
が い た い

 (以 下 ，「 外 帯 」 と 記

す 。 )と に 分 け ら れ る 。  

敷 地 周 辺 の 内 帯 は 領 家
り ょ う け

帯 に 属 し ， 高 温 低 圧 型 の 変 成 作 用 を 受

け た 領 家 変 成 岩 類 の ほ か ， 領 家 花 こ う 岩 類 ， 広 島 花 こ う 岩 類 お

よ び 和 泉
い ず み

層 群 が 分 布 す る 。  

一 方 ， 敷 地 周 辺 の 外 帯 の 地 質 は ， そ の 時 代 ・ 岩 相 等 に よ っ て

北 か ら 三 波 川
さ ん ば が わ

帯 ， 秩 父
ち ち ぶ

累 帯 (北 部 秩 父 帯 ， 中 部 秩 父 帯 ， 南 部 秩

父 帯 )お よ び 四 万 十
し ま ん と

帯 に 分 け ら れ る 。  

三 波 川 帯 と 北 部 秩 父 帯 の 区 分 は 必 ず し も 明 瞭 で は な く ， と も

に 低 温 高 圧 型 の 三 波 川 変 成 作 用 を 受 け て お り ， 変 成 度 は 北 か ら

南 へ 低 く な る (Murata，1982) ( 6 0 )。北 部 秩 父 帯 と 南 部 秩 父 帯 の 間

に は こ れ ら と 全 く 異 質 な 中 部 秩 父 帯 の 構 成 岩 類 が 分 布 す る 。 南

部 秩 父 帯 お よ び 四 万 十 帯 は 主 に 非 変 成 の 付 加 体 か ら な る 。  

こ れ ら 東 西 方 向 の 帯 状 構 造 を 呈 す る 地 層 を 被 覆 ・ 貫 入 し て

久 万
く ま

層 群 ， 石 鎚
い し づ ち

層 群 ， 段 丘 礫 層 ， 沖 積 層 等 が 分 布 す る 。  

 

 (1) 古 生 界 ～ 中 生 界  

    a. 領 家 変 成 岩 類  
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愛 媛 県 高 縄
た か な わ

半 島 を 中 心 と し た 地 域 お よ び 山 口 県 柳 井
や な い

市  

を 中 心 と し た 地 域 に 領 家 帯 に 属 す る 領 家 変 成 岩 類 が 分 布 す

る 。 本 岩 類 は ， 高 温 低 圧 型 の 変 成 岩 類 で あ り ， ホ ル ン フ ェ

ル ス ， 片 麻 岩 ， 角 閃 岩 ， 結 晶 質 石 灰 岩 等 か ら な る 。 ま た ，

花 こ う 岩 類 の 貫 入 を 受 け ， そ の 後 和 泉 層 群 に よ っ て 不 整 合

に 覆 わ れ ， さ ら に 石 鎚 層 群 の 貫 入 を 受 け て い る 。  

領 家 変 成 岩 類 は ， 高 縄 半 島 に お け る 放 散 虫 化 石 の 発 見 に

よ っ て 後 期 三 畳 紀 ～ ジ ュ ラ 紀 初 期 の 堆 積 物 を 含 む こ と が 明

ら か に さ れ て お り (鹿 島・増 井 ，1985) ( 6 1 )，源 岩 の 時 代 は 三

畳 紀 ～ 後 期 ジ ュ ラ 紀 と さ れ て い る (山 田 ・ 端 山 ， 1996) ( 6 2 )。

ま た ，変 成 作 用 の 時 代 は 白 亜 紀 中 頃 と さ れ て い る (小 松・清

水 ， 1996) ( 6 3 )。  

     

b. 領 家 花 こ う 岩 類 お よ び 広 島 花 こ う 岩 類  

領 家 帯 に 属 す る 花 こ う 岩 類 が 高 縄 半 島 か ら 山 口 県 東 部  

に か け て 広 く 分 布 す る 。 花 こ う 岩 類 は ， 主 に ト ー ナ ル 岩 ，

花 こ う 閃 緑 岩 か ら な る 領 家 花 こ う 岩 類 と 主 に 黒 雲 母 花 こ う

岩 か ら な る 広 島 花 こ う 岩 類 に 分 け ら れ る 。  

花 こ う 岩 類 は 領 家 変 成 岩 類 中 に 貫 入 ・ 固 結 し ， 半 深 成 岩

類 の 貫 入 を 受 け て い る 。 さ ら に ， 和 泉 層 群 に よ っ て 不 整 合

に 覆 わ れ ， 石 鎚 層 群 の 貫 入 を 受 け て い る 。 野 外 の 産 状 か ら

領 家 花 こ う 岩 類 ， 広 島 花 こ う 岩 類 の 順 に 貫 入 ・ 固 結 し た と

考 え ら れ る が ， い ず れ も 後 期 白 亜 紀 の ほ ぼ 同 一 時 期 に 同 一

の 起 源 物 質 か ら 形 成 さ れ た と 推 定 さ れ て い る (Kagami et 

al.， 1988) ( 6 4 )。  

     花 こ う 岩 類 に 貫 入 す る 半 深 成 岩 類 は 石 英 斑 岩 ～ 花 こ う 斑

岩 か ら な り ， 岩 脈 状 に 産 す る 。 脈 幅 は 数 m で ， ま れ に 10m

を 超 え る も の が 見 ら れ ， 貫 入 方 向 は 北 西 ～ 北 北 西 方 向 で あ

る 。 本 岩 類 は 高 縄 半 島 南 部 に お い て 和 泉 層 群 に よ り 不 整 合

に 覆 わ れ る 。 時 代 は 放 射 年 代 測 定 に よ っ て 後 期 白 亜 紀 と さ

れ て い る (田 崎 ほ か ， 1990) ( 6 5 )。  

 

c. 和 泉 層 群  

     領 家 帯 の 南 縁 部 に は 和 泉 層 群 が 中 央 構 造 線 を 南 限 と す る

狭 長 な 帯 状 の 分 布 を 示 す 。 敷 地 周 辺 で は 青
あ お

島
し ま

お よ び 松 山 平



 

 Ⅲ-8

野 周 辺 に 分 布 し ， 主 に 砂 岩 と 泥 岩 の 互 層 か ら な り ， 礫 岩 ，

凝 灰 岩 を 伴 う 。  

     本 層 群 は 領 家 変 成 岩 類 ， 花 こ う 岩 類 ， 半 深 成 岩 類 を 不 整

合 に 覆 い ， 久 万 層 群 に 不 整 合 に 覆 わ れ ， さ ら に 石 鎚 層 群 の

貫 入 を 受 け て い る 。 本 層 群 の 時 代 は 貝 化 石 の 産 出 (田 代 ，

1985) ( 6 6 )等 よ り 白 亜 紀 最 後 期 と さ れ ， 西 か ら 東 へ と そ の 堆

積 の 時 代 が 若 く な る 。  

な お ， 陸 上 で 見 ら れ る 和 泉 層 群 の 分 布 は 青 島 を 西 端 と す

る が ， 九 州 に は 和 泉 層 群 と 類 似 の 大 野 川
お お の が わ

層 群 が 分 布 す る 。  

     

d. 三 波 川 変 成 岩 類 (み か ぶ 緑 色 岩 類 を 含 む ) 

     外 帯 最 北 部 の 三 波 川 帯 に は 三 波 川 変 成 岩 類 が 中 央 構 造 線

を 北 限 と す る 帯 状 の 分 布 を 示 す 。 敷 地 周 辺 で は 松 山 市 南 方

か ら 佐 田 岬 半 島 西 端 ， さ ら に 豊 予 海 峡 の 高
た か

島
し ま

を 経 て 佐 賀 関

半 島 ま で 続 く 。 本 岩 類 は ， 主 に 泥 質 片 岩 ， 砂 質 片 岩 ， 塩 基

性 片 岩 ， 珪 質 片 岩 ， 石 灰 質 片 岩 か ら な る 。 低 温 高 圧 型 の 三

波 川 変 成 作 用 を 受 け て お り ，変 成 度 は 北 か ら 南 へ 低 く な る 。 

本 岩 類 は 久 万 層 群 に 不 整 合 に 覆 わ れ ， 石 鎚 層 群 の 貫 入 を

受 け て い る 。 源 岩 は 白 亜 紀 初 期 ま で に 形 成 さ れ た 付 加 コ ン

プ レ ッ ク ス で 前 期 白 亜 紀 に 変 成 作 用 の ピ ー ク が あ っ た と 推

定 さ れ て い る (Isozaki and Itaya, 1990) ( 6 7 )。  

み か ぶ 緑 色 岩 類 は 三 波 川 帯 南 縁 付 近 の 久 万
く ま

高 原
こ う げ ん

町 か ら 大

洲 市 を 経 て 八 幡 浜 市 に 至 る 地 域 に 断 続 的 に 分 布 し ， 主 に 片

状 玄 武 岩 質 凝 灰 岩 ， 変 斑 れ い 岩 ， 蛇 紋 岩 ， 角 閃 石 岩 等 か ら

な る 。 ま た ， 白 亜 紀 の 放 射 年 代 が 得 ら れ て い る (武 田 ほ か ，

1993) ( 6 8 )。  

     敷 地 は ， 佐 田 岬 半 島 か ら 久 万 高 原 町 に か け て 広 く 分 布 す

る 三 波 川 変 成 岩 類 中 の 塩 基 性 片 岩 を 基 盤 と し て い る 。  

     

e. 秩 父 累 帯 の 構 成 岩 類  

    (a) 北 部 秩 父 帯  

     久 万 高 原 町 か ら 大 洲 市 を 経 て 西 予 市 に 至 る 東 西 に 帯 状 の

地 域 に 千 枚 岩 ～ 粘 板 岩 ， 砂 岩 ， チ ャ ー ト ， 石 灰 岩 ， 塩 基 性

岩 等 が 分 布 す る 。 こ れ ら は 低 温 高 圧 型 の 三 波 川 変 成 作 用 を

受 け て お り ， 変 成 度 は 北 か ら 南 へ 低 く な る 。 そ の 主 要 部 分
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は 付 加 体 か ら な る と 考 え ら れ て お り ， 付 加 年 代 を 近 似 す る

陸 源 砕 屑 岩 の 年 代 は 前 期 ジ ュ ラ 紀 ～ 白 亜 紀 初 期 (松 岡 ほ か ，

1998) ( 6 9 )，変 成 年 代 は 白 亜 紀 と さ れ る (榊 原 ほ か ，1998) ( 7 0 )。 

     

(b) 中 部 秩 父 帯  

西 予 市 城 川
し ろ か わ

町 ～ 同 野 村 町 お よ び 西 予 市 三 瓶
み か め

町 ～ 大
お お

島
し ま

の  

地 域 に は 黒 瀬 川
く ろ せ が わ

構 造 帯 (市 川 ほ か ，1956) ( 7 1 )に 属 す る 寺 野
て ら の

変

成 岩 類 ，三 滝
み た き

火 成 岩 類 ,岡
お か

成
な る

層 群 と 呼 ば れ る レ ン ズ 状 岩 体 が

東 西 方 向 に 並 ん で 点 在 し ， 蛇 紋 岩 の 基 質 の 中 に こ れ ら が 混

在 す る 蛇 紋 岩 メ ラ ン ジ ェ 帯 と し て 狭 長 な 分 布 を 示 す 。ま た ，

黒 瀬 川 構 造 帯 に 隣 接 し て 主 に 砂 岩 ， 泥 岩 か ら な り ， 礫 岩 ，

石 灰 岩 等 を 伴 う 陸 源 堆 積 層 (宮 成
み や な ろ

層 群 ，土 居
ど い

層 群 ，川 内
こ う ち

ヶ 谷
た に

層 群 ，成 穂
な る ほ

層 ，嘉 義 尾
か ぎ お

層 群 )が 分 布 す る 。中 部 秩 父 帯 の 地 層

は 付 加 体 を 主 と す る 北 部 秩 父 帯 や 南 部 秩 父 帯 と は 全 く 異 質

の 大 陸 起 源 の 岩 層 を 示 し ， 黒 瀬 川 帯 と も 呼 ば れ る 。  

寺 野 変 成 岩 類 は 主 に ざ く ろ 石 黒 雲 母 片 麻 岩 ， 角 閃 岩 等 か

ら な り ，シ ル ル 紀 の 放 射 年 代 が 得 ら れ て い る (Yoshikura et 

al.， 1981)  ( 7 2 )。 三 滝 火 成 岩 類 は 主 に 圧 砕 作 用 を 受 け た ト

ー ナ ル 岩 ， 花 こ う 閃 緑 岩 か ら な り ， 寺 野 変 成 岩 類 を 捕 獲 岩

と し て 含 み ， そ の 起 源 は オ ル ド ビ ス 紀 と 推 定 さ れ て い る

(Hada et al.， 2000) ( 7 3 )。 岡 成 層 群 は 主 に 石 灰 岩 ， 酸 性 火

山 岩 類 か ら な り ， 三 葉 虫 化 石 (Kobayashi， 1988) ( 7 4 )の 産 出

等 か ら シ ル ル 紀 ～ デ ボ ン 紀 の 地 層 と 考 え ら れ る 。 ま た ， 宮

成 層 群 は 中 期 二 畳 紀 ， 土 居 層 群 は 後 期 二 畳 紀 ， 川 内 ヶ 谷 層

群 は 後 期 三 畳 紀 ， 成 穂 層 は 三 畳 紀 最 後 期 ～ ジ ュ ラ 紀 初 期 ，

嘉 義 尾 層 群 は 中 期 ジ ュ ラ 紀 の 地 層 と さ れ る (Hada et al.，

1992) ( 7 5 )。  

     

(c) 南 部 秩 父 帯  

西 予 市 城 川 町 ～ 同 三 瓶 町 に 至 る 東 西 に 帯 状 の 地 域 に ， 主

に チ ャ ー ト ， 砂 岩 お よ び 砂 岩 泥 岩 互 層 か ら な り ， 石 灰 岩 ，

塩 基 性 岩 等 を 伴 う 地 層 が 仏 像
ぶ つ ぞ う

構 造 線 を 南 限 と す る 分 布 を 示

す 。 そ の 主 要 部 分 は 付 加 体 か ら な る と 考 え ら れ て お り ， 付

加 年 代 を 近 似 す る 陸 源 砕 屑 岩 の 年 代 は 前 期 ジ ュ ラ 紀 ～ 白 亜

紀 初 期 と さ れ る (松 岡 ほ か ， 1998) ( 6 9 )。  
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f. 真 穴 層  

西 予 市 三 瓶 町 に は ， 真 穴
ま あ な

層 と 呼 ば れ る 時 代 未 詳 の 砂 岩 頁

岩 互 層 が 分 布 す る 。 真 穴 層 の 帰 属 に つ い て は ， 黒 瀬 川 帯 ，

み か ぶ 帯 ， 内 帯 に 起 源 を 求 め る 諸 説 が あ る (武 田 ほ か ，

1993) ( 6 8 )。  

     

g. 四 万 十 累 層 群  

四 万 十 累 層 群 は 白 亜 紀 以 降 の 付 加 体 で あ る と 考 え ら れ  

て い る 。 宇 和 島
う わ じ ま

市 周 辺 の 四 万 十 累 層 群 は 他 の 地 域 と は 異 な

り ，四 万 十 累 層 群 と し て は 例 外 的 に 層 相 変 化 に 富 み ，砂 岩・

頁 岩 の 互 層 に 礫 岩 の 厚 層 を 挟 ん で 部 分 的 に ア ン モ ナ イ ト ，

イ ノ セ ラ ム ス な ど の 大 型 化 石 を 多 産 す る 白 亜 紀 の 浅 海 成 層

で あ る (寺 岡・栗 本 ，1986) ( 7 6 )。本 層 群 は 仏 像 構 造 線 を 北 限

と す る 分 布 を 示 し ， 高 月 山
た か つ き や ま

花 こ う 岩 類 に よ る 貫 入 を 受 け て

い る 。  

 

   (2) 新 生 界  

    a. 久 万 層 群  

久 万 層 群 は 伊 予 市 南 方 の 犬 寄
い ぬ よ せ

峠 か ら 東 方 の 石 鎚 山
い し づ ち さ ん

に か け

て 中 央 構 造 線 を 跨 い で 分 布 し ， 主 に 礫 岩 ， 砂 岩 ， 泥 岩 か ら

な る 。 久 万 層 群 は ， 三 波 川 変 成 岩 類 ， 和 泉 層 群 を 不 整 合 に

覆 い ， 三 波 川 変 成 岩 類 ， 和 泉 層 群 ， 領 家 花 こ う 岩 類 に 由 来

す る 礫 岩 層 を 含 み ， 石 鎚 層 群 に 覆 わ れ る 。 久 万 層 群 は 海 成

の ひ わ だ 峠 層 と 淡 水 成 の ‘ 狭 義 ’ の 久 万 層 群 に 大 き く 区 分

さ れ ， フ ィ ッ シ ョ ン ト ラ ッ ク 年 代 測 定 お よ び 微 化 石 分 析 に

よ っ て ， 前 者 は 前 期 始 新 世 ， 後 者 は 前 期 ～ 中 期 中 新 世 と さ

れ る (成 田 ほ か ， 1999) ( 7 7 )。  

     

b. 石 鎚 層 群 (瀬 戸 内 火 山 岩 類 を 含 む ) 

     石 鎚 層 群 は 主 に 松 山 市 東 方 ～ 南 方 の 久 万 層 群 分 布 域 内 に

分 布 し ， そ の 相 当 層 が 領 家 帯 か ら 三 波 川 帯 に か け て 小 規 模

に 分 布 す る 。 こ れ ら は 安 山 岩 ～ 流 紋 岩 お よ び そ れ ら の 砕 屑

岩 よ り な り ， 久 万 層 群 を 不 整 合 に 覆 い ， 三 波 川 変 成 岩 類 ，

領 家 変 成 岩 類 ， 花 こ う 岩 類 ， 和 泉 層 群 中 に 貫 入 す る 。 本 層
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群 は 瀬 戸
せ と

内
う ち

火 山 岩 類 に 対 比 さ れ ， そ の 噴 出 時 代 は 放 射 年 代

測 定 に よ っ て 中 期 中 新 世 と さ れ て い る (巽 ほ か ， 1980) ( 7 8 )。 

     

c. 高 月 山 花 こ う 岩 類  

四 万 十 累 層 群 中 に 貫 入 す る 花 こ う 岩 類 が 宇 和 島 市 東 方  

の 高 月 山 付 近 に 分 布 し ， 周 辺 の 地 層 に 接 触 変 成 作 用 を 与 え

て い る 。 そ の 噴 出 時 代 は 放 射 年 代 測 定 に よ っ て 中 期 中 新 世

と さ れ て い る (Shibata and Nozawa， 1968) ( 7 9 )。  

     

d. 郡 中 層  

四 国 で は 第 二 瀬 戸 内 累 層 群 と 呼 ば れ る 後 期 鮮 新 世 ～ 前 期

更 新 世 の 湖 沼 ～ 河 川 成 の 堆 積 物 が 中 央 構 造 線 に 沿 っ て 分 布

し ， 伊 予 市 森
も り

付 近 の 海 岸 に は 第 二 瀬 戸 内 累 層 群 に 属 す る 郡

中 層 が 分 布 す る (水 野 ，1992) ( 8 0 )。本 層 は 礫 ，砂 ，シ ル ト お

よ び 粘 土 の 互 層 か ら な る 半 固 結 の 地 層 で あ る 。 構 成 礫 種 は

大 部 分 が 和 泉 層 群 起 源 で あ り ，三 波 川 変 成 岩 類 ，石 鎚 層 群 ，

花 こ う 岩 類 起 源 の も の も 含 む 。  

     

e. 八 倉 層  

八 倉
や く ら

層 は 伊 予 市 八 倉 付 近 の 山 稜 に 分 布 し ， 和 泉 層 群 を 不

整 合 に 覆 う 。 本 層 は 直 径 １ m に も 及 ぶ 巨 礫 か ら 細 礫 ま で が

混 在 す る 非 常 に 淘 汰 度 の 低 い 礫 層 を 主 体 と し ， 構 成 礫 種 は

大 部 分 が 石 鎚 層 群 起 源 で 和 泉 層 群 ， 花 こ う 岩 類 起 源 の も の

も 含 み ， 前 期 更 新 世 ～ 中 期 更 新 世 の 堆 積 物 と 考 え ら れ て い

る (高 橋 ほ か ， 1984) ( 8 1 )。  

     

f. 冨 士 山 層 ・ 内 子 層 ・ 大 洲 層  

肱 川 流 域 の 大 洲 盆 地 ， 内 子 盆 地 に は ， 河 川 ～ 扇 状 地 成 の

厚 い 砂 礫 層 を 主 体 と す る 前 期 更 新 世 ～ 中 期 更 新 世 の 堆 積 層

が 分 布 す る (山 下 ほ か ， 2006) ( 8 2 )。  

冨 士 山
と み す や ま

層 は 大 洲 盆 地 南 縁 の 冨 士 山 東 麓 の み に 分 布 し ， み

か ぶ 緑 色 岩 類 を 不 整 合 に 覆 い ，ピ ン ク 火 山 灰 層 (約 100 万 年

前 )を 挟 む 。内 子 層 は 冨 士 山 層 と 同 時 異 相 で 内 子 町 五 十 崎
い か ざ き

～

同 五 百 木
い よ き

ま で 南 北 に 細 長 い 分 布 を 示 す 。 大 洲 層 は 内 子 町

菖 蒲
し ょ う ぶ

～ 大 洲 市 喜 多
き た

山
や ま

～ 同 新 谷
に い や

ま で 矢 落
や お ち

川 に 沿 っ て 分 布 し ，
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内 子 層 を 被 覆 す る と 考 え ら れ ， 最 上 部 に 菖 蒲 火 山 灰 層 (約

60 万 年 前 )を 挟 む 。 火 山 灰 の 対 比 や 植 物 化 石 に 基 づ き ， 冨

士 山 層 ， 内 子 層 は 前 期 更 新 世 ， 大 洲 層 は 中 期 更 新 世 の 堆 積

物 と 推 定 さ れ て い る 。  

     

g. 段 丘 礫 層  

更 新 世 の 段 丘 礫 層 が 主 と し て 重 信 川 下 流 域 の 松 山 平 野 ，

肱 川 中 上 流 域 の 大 洲 盆 地 ， 内 子 盆 地 お よ び 野 村 盆 地 ， 瀬 戸

内 海 沿 岸 部 に 分 布 す る 。  

敷 地 周 辺 陸 域 の 河 成 段 丘 に つ い て は 熊 原 (1998) ( 8 3 )，「 日

本 の 海 成 段 丘 ア ト ラ ス 」(2001)  ( 4 6 )，山 下 ほ か (2006) ( 8 2 )等 ，

海 成 段 丘 に つ い て は 鹿 島 ほ か (1991) ( 8 4 ) ， 鹿 島 ほ か

(1993) ( 8 5 )等 の 報 告 が あ り ， 熊 原 (1998) ( 8 3 )と 「 日 本 の 海 成

段 丘 ア ト ラ ス 」 (2001)  ( 4 6 )の 段 丘 分 布 は 概 ね 同 様 で あ る 。

肱 川 流 域 お よ び 瀬 戸 内 海 沿 岸 部 の 段 丘 面 分 布 図 を 第 2.2-3

図 に 示 し ， 第 四 系 対 比 表 を 第 2.2-2 表 に 示 す 。 河 成 段 丘 は

主 に 肱 川 流 域 ， 海 成 段 丘 は 主 に 瀬 戸 内 海 沿 岸 部 に 点 在 し て

お り ， 大 き く は 高 位 段 丘 群 ， 中 位 段 丘 群 ， 低 位 段 丘 群 に 区

分 さ れ る 。 肱 川 沿 い の 段 丘 面 高 度 図 を 第 2.2-4 図 に ， 瀬 戸

内 海 沿 岸 の 段 丘 面 高 度 図 を 第 2.2-5 図 に 示 す 。 以 下 ， 半 径

30km 範 囲 の 段 丘 群 に つ い て 記 す 。  

     

(a) 高 位 段 丘 群  

高 位 段 丘 群 に は 河 成 段 丘 と 海 成 段 丘 が あ る 。  

河 成 の 高 位 段 丘 群 は ， Ｐ 面 ， HHf1～ HHf3 面 ， Hf1～ Hf3

面 の ７ 面 が 確 認 さ れ ， 現 河 床 か ら の 比 高 は ， 200～ 230m(Ｐ

面 )， 90～ 170m(HHf1 面 群 )， 100～ 120m(HHf2 面 )， 85～

100m(HHf3 面 )， 30～ 80m(Hf1 面 )， 15～ 70m(Hf2 面 )， 10～

60m(Hf3 面 )で あ る 。こ の う ち ，Ｐ 面 は 大 洲 層 の 分 布 と 対 応

す る 。  

河 成 の 高 位 段 丘 群 は ， 主 に 大 洲 盆 地 ～ 野 村 盆 地 の 肱 川 と

そ の 支 流 に 沿 っ て 分 布 し ， 山 腹 の 平 坦 な 尾 根 状 ， 開 析 さ れ

た 台 地 状 を 呈 す る 。 堆 積 物 は 風 化 礫 や く さ り 礫 か ら な り ，

赤 色 土 に 覆 わ れ る 。  

水 野 (1996) ( 8 6 )は 野 村 盆 地 の Hf1 面 に 対 比 さ れ る 段 丘 堆
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積 物 中 か ら Ng-1 火 山 灰 (約 30 万 年 前 )と 加 久 藤
か く と う

火 山 灰 (33

～ 34 万 年 前 )(町 田 ・ 新 井 ， 2003) ( 4 5 )を 報 告 し て い る 。 し

た が っ て ，Hf1 面 の 年 代 は 約 30 万 年 前 と 推 定 さ れ る 。さ ら

に 高 位 の 段 丘 面 の 年 代 に つ い て は ，浅 野 ほ か (1992) ( 8 7 )が 野

村 盆 地 の HHf1 面 群 に 対 比 さ れ る 段 丘 堆 積 物 中 の 火 山 灰 に

つ い て フ ィ ッ シ ョ ン・ト ラ ッ ク 年 代 を 測 定 し ，0.39±0.13Ma

の 年 代 を 報 告 し て い る 。  

海 成 の 高 位 段 丘 群 は ，HH 面 群 ，H1～ H3 面 が 確 認 さ れ ，標

高 は ， 140～ 250m (HH 面 群 )， 90～ 110m (H1 面 )， 約 80m (H2

面 )， 50～ 60m (H3 面 )で あ る 。 ま た ， 肱 川 沿 い の 大 洲 盆 地

に は H3 面 相 当 の 河 成 面 が み ら れ ， 標 高 は 45～ 50m で あ る 。 

H3 面 の 堆 積 物 は 伊 方 町 野 坂
の さ か

で 観 察 さ れ ，風 化 し た 亜 円 礫

か ら な る ． 海 成 の 高 位 段 丘 群 は 後 述 す る 下 末 吉
し も す え よ し

面 相 当 の Ｍ

面 よ り 高 位 に あ り ，開 析 度 ，標 高 ，堆 積 物 の 風 化 程 度 か ら ，

関 東 の 多 摩
た ま

面 群 に 相 当 す る 。  

     

(b) 中 位 段 丘 群  

中 位 段 丘 群 に は 河 成 段 丘 と 海 成 段 丘 が あ る 。  

河 成 の 中 位 段 丘 は ， Mf1,Mf2 面 が 確 認 さ れ ， 現 河 床 か ら

の 比 高 は 10～ 35m で あ る 。Mf1 面 は 主 に 野 村 盆 地 に 分 布 し ，

そ の ５ ～ 10m 下 位 に Mf2 面 が 分 布 す る 。 段 丘 面 は あ ま り 開

析 さ れ て お ら ず 台 地 状 を 呈 す る 。 堆 積 物 は Aso-4 火 山 灰

(8.5～ 9 万 年 前 )(町 田 ・ 新 井 ， 2003) ( 4 5 )や K-Tz 火 山 灰 (約

9.5 万 年 前 )(町 田 ・ 新 井 ， 2003) ( 4 5 )を 混 在 す る 黄 色 土 に 覆

わ れ た 比 較 的 新 鮮 な 礫 層 か ら な り ， 下 位 の 大 洲 層 あ る い は

内 子 層 を 不 整 合 に 覆 う 。  

海 成 の 中 位 段 丘 は ， Ｍ 面 が 確 認 さ れ ， 標 高 は 25～ 30m で

あ る 。 ま た ， 肱 川 沿 い の 大 洲 盆 地 下 流 部 に は Ｍ 面 相 当 の 河

成 面 が み ら れ ， 標 高 は 25～ 30m で あ る 。 Ｍ 面 は 佐 田 岬 半 島

の 瀬 戸 内 海 側 に 点 在 す る ほ か ， 宇 和 海 側 の 伊 方 町 小 中 浦
こ な か う ら

に

分 布 す る 。 段 丘 面 は あ ま り 開 析 さ れ て お ら ず ， 丸 み を 帯 び

た 台 地 状 を 呈 す る 。 伊 方 町 野 坂 ， 同 大 成
お お な る

で は Aso-4 火 山 灰

(8.5～ 9 万 年 前 )(町 田 ・ 新 井 ， 2003) ( 4 5 )を 混 在 す る 風 成 層

に 覆 わ れ る や や 風 化 し た 亜 円 礫 か ら な る 。 Ｍ 面 は 開 析 度 ，

標 高 ， 風 化 の 程 度 か ら ， 最 終 間 氷 期 (MIS5)に 形 成 さ れ た 段
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丘 面 と 判 断 さ れ ， 関 東 の 下 末 吉 面 に 相 当 す る 。  

     

(c) 低 位 段 丘 群  

低 位 段 丘 群 は ，河 成 の Lf1～ Lf3 面 ，Ａ 面 が 確 認 さ れ ，現

河 床 か ら の 比 高 は 25m 以 下 で あ る 。 低 位 段 丘 面 群 は ， 主 に

肱 川 流 域 の 内 子 盆 地 ， 野 村 盆 地 ， 宇 和 盆 地 の 東 縁 に 分 布 す

る ほ か ， 瀬 戸 内 海 沿 岸 部 の 八 幡 浜 市 保 内
ほ な い

町 磯 崎
い さ き

に も 分 布 す

る 。  

こ れ ら の 段 丘 面 は 開 析 さ れ て お ら ず ， 肱 川 沿 い の Lf2～

Lf3 面 は 大 洲 市 菅 田
す げ た

町 宇 津
う づ

付 近 で 沖 積 低 地 に 埋 没 す る 縦 断

勾 配 を も ち ，国 土 交 通 省 水 基 本 調 査 (8 8 )の ボ ー リ ン グ で 推 定

さ れ る 沖 積 層 基 底 へ 連 続 す る 。し た が っ て ，Lf2～ Lf3 面 は

最 終 氷 期 の 低 海 水 準 時 に 形 成 さ れ た と 推 定 さ れ ， 関 東 の

立 川
た ち か わ

面 群 に 相 当 す る 。 ま た ， 野 村 盆 地 に 分 布 す る Lf1 面 は

伊 予 市 双 海
ふ た み

町 高 野 川
こ う の か わ

に 分 布 す る 高 野 川 層 に 対 比 さ れ て お り

(鹿 島 ほ か ，1982) ( 8 9 )，関 東 の 武 蔵 野
む さ し の

面 に 相 当 す る 。Ａ 面 は

現 河 床 か ら 10m 以 下 の 比 高 し か な く ， 完 新 世 の 段 丘 と 考 え

ら れ る 。  

     

h. 沖 積 層  

敷 地 周 辺 の 主 要 な 海 岸 平 野 と し て は ， 重 信 川 下 流 域 の 松

山 平 野 ， 千 丈
せんじょう

川 下 流 域 の 八 幡 浜 平 野 ， 須 賀
す が

川 下 流 域 の 宇 和

島 平 野 が あ り ， そ の 他 の 狭 小 な 平 野 が 湾 奥 部 に 点 在 す る 。

内 陸 部 で は 肱 川 中 上 流 域 の 大 洲 盆 地 ， 内 子 盆 地 お よ び 宇 和

盆 地 や 四 万 十 川 上 流 域 の 鬼 北
き ほ く

町 に 比 較 的 広 い 沖 積 平 野 が 広

が る 。  

 

2.2.3 敷 地 周 辺 陸 域 の 地 質 構 造  

   (1) 概 要  

敷 地 周 辺 地 域 は 中 央 構 造 線 に よ っ て 内 帯 と 外 帯 に 区 分 さ れ ，

さ ら に 外 帯 は 仏 像 構 造 線 に よ っ て 三 波 川 帯 ， 秩 父 累 帯 と 四 万

十 帯 と に 区 分 さ れ る 。  

中 央 構 造 線 は 北 側 の 和 泉 層 群 と 南 側 の 三 波 川 変 成 岩 類 を 境

す る 敷 地 周 辺 で 最 も 重 要 な 断 層 で あ り ， 四 国 中 東 部 か ら 松 山

平 野 南 縁 を 東 西 に 通 過 し て 伊 予 市 双 海 町 上 灘
か み な だ

付 近 で 伊 予 灘 に
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入 る 。 中 央 構 造 線 は 白 亜 紀 中 頃 か ら 現 在 に 至 る 長 い 活 動 史 を

持 ち ， あ る と き は 逆 断 層 ， あ る と き は 横 ず れ 断 層 と し て 活 動

す る な ど ，活 動 様 式 を 変 遷 し て き て い る (市 川 ，1980) ( 9 0 )。第

四 紀 の 後 期 に は ， 右 横 ず れ の 卓 越 す る 長 大 な 活 断 層 と し て 知

ら れ ，中 央 構 造 線 断 層 帯 と 呼 ば れ る (堤・後 藤 ，2006) ( 9 1 )。以

下 ， 地 質 境 界 と し て の 中 央 構 造 線 と 区 別 し て ， 活 断 層 と し て

の 中 央 構 造 線 を 中 央 構 造 線 断 層 帯 と 呼 称 す る 。 中 央 構 造 線 断

層 帯 は ， 松 山 平 野 で 地 質 境 界 と し て の 中 央 構 造 線 の や や 北 側

を 通 過 し ， 伊 予 市 双 海 町 高 野 川 で 伊 予 灘 に 入 る (池 田 ほ か ，

2005) ( 9 2 )。  

佃 (1992) ( 9 3 )に よ る と ，中 央 構 造 線 断 層 帯 の 右 横 ず れ 運 動 は ，

南 海 ト ラ フ に お け る フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ー ト の 斜 め 沈 み 込 み に

起 因 す る と さ れ る 。 ま た ， Kamata and Kodama(1999) ( 9 4 )に よ

る と ， 敷 地 周 辺 は 中 央 構 造 線 断 層 帯 が 顕 著 な 右 横 ず れ 運 動 を

示 す 四 国 北 西 部 陸 域 と 多 数 の 正 断 層 群 が 分 布 す る 九 州 中 部 の

間 の 遷 移 域 に 位 置 す る 。Kinugasa(1990) ( 9 5 )に 示 さ れ る よ う に ，

活 断 層 フ ロ ン ト と 位 置 づ け ら れ る 中 央 構 造 線 の 南 側 (外 帯 )に

は 顕 著 な 活 断 層 が 分 布 し な い 。 敷 地 周 辺 で は ， 中 央 構 造 線 断

層 帯 が 地 殻 内 の 変 形 の 大 部 分 を 解 消 す る 役 割 を 果 た し て い る

と 考 え ら れ る 。  

    

(2) 敷 地 周 辺 の 変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト  

    「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )に よ れ ば ， 敷 地 周 辺 陸

域 に ４ 条 の 活 断 層 (あ る い は 活 断 層 の 疑 い の あ る リ ニ ア メ ン

ト )が 示 さ れ て い る 。そ の ４ 条 の 中 で 五 反 田
ご た ん だ

断 層 は「 活 断 層 で

あ る と 推 定 さ れ る も の (確 実 度 Ⅱ )」 と さ れ て お り ， そ の 他 の

３ 条 は い ず れ も 「 活 断 層 の 疑 い の あ る リ ニ ア メ ン ト (確 実 度

Ⅲ )」と さ れ て い る 。「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」(2002) ( 2 4 )

に お い て も ， 五 反 田 断 層 に 対 応 す る 位 置 に 推 定 活 断 層 が 示 さ

れ て い る が ，「［ 新 編 ］日 本 の 活 断 層 」(1991) ( 2 3 )に 示 さ れ た ３

条 の 「 活 断 層 の 疑 い の あ る リ ニ ア メ ン ト (確 実 度 Ⅲ )」 に 対 応

す る も の は 図 示 さ れ て い な い 。 一 方 ，「 活 構 造 図 ， 高 知 」

(1982) ( 2 2 )で は ，敷 地 周 辺 陸 域 に 活 断 層 あ る い は 推 定 活 断 層 は

図 示 さ れ て い な い 。  

今 回 ， 第 2.1-1 表 に 基 づ く 空 中 写 真 判 読 を 実 施 し て 作 成 し
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た 変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト の 分 布 を ， 既 存 文 献 に 示 さ れ る 活

断 層 お よ び リ ニ ア メ ン ト と 併 せ て 第 2.2-6 図 に 示 す と と も に ，

地 形 調 査 結 果 一 覧 を 第 2.2-3 表 に 示 す 。  

変 位 地 形・リ ニ ア メ ン ト は ，五 反 田 断 層 が 長 さ 約 ２ km の リ

ニ ア メ ン ト (Ｃ )と し て 判 読 さ れ る 。「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」

(1991) ( 2 3 )に 示 さ れ た 「 活 断 層 の 疑 い の あ る リ ニ ア メ ン ト (確

実 度 Ⅲ )」の 分 布 域 に は ，八 幡 浜 リ ニ ア メ ン ト (長 さ 約 4.8km)

お よ び 菅 田 リ ニ ア メ ン ト (長 さ 約 2.2km)が リ ニ ア メ ン ト (Ｄ )

と し て 判 読 さ れ る 。一 方 ，「［ 新 編 ］日 本 の 活 断 層 」(1991) ( 2 3 )  

で 「 活 断 層 の 疑 い の あ る リ ニ ア メ ン ト (確 実 度 Ⅲ )」 と さ れ た

残 り の １ 条 は 変 位 地 形・リ ニ ア メ ン ト と し て 判 読 さ れ な い が ，

評 価 上 ， こ れ を 宮 内
み や う ち

リ ニ ア メ ン ト と 呼 称 す る 。  

な お ， 五 反 田 断 層 ， 八 幡 浜 リ ニ ア メ ン ト ， 菅 田 リ ニ ア メ ン

ト は ， い ず れ も 北 東 － 南 西 ～ 東 北 東 － 西 南 西 走 向 で あ り ， 西

南 日 本 の 東 西 系 の 地 質 構 造 と 調 和 的 で あ る が ， 宮 内 リ ニ ア メ

ン ト は ， 東 西 系 の 地 質 構 造 と は 直 交 す る 北 西 － 南 東 ～ 北 北 西

－ 南 南 東 走 向 を 示 す 。 瀬 戸 内 海 沿 岸 部 に 北 東 － 南 西 ～ 東 北 東

－ 西 南 西 方 向 に 点 在 す る 海 成 段 丘 に は 急 な 高 度 差 が み ら れ な

い こ と か ら ， 宮 内 リ ニ ア メ ン ト の よ う な 走 向 の 活 断 層 の 存 在

は 想 定 し 難 い (第 2.2-5 図 )。 さ ら に ， 肱 川 沿 い に 発 達 す る 河

成 段 丘 に 急 な 高 度 差 が み ら れ な い こ と か ら ， 菅 田 リ ニ ア メ ン

ト の よ う な 肱 川 と 直 交 す る 走 向 の 活 断 層 の 存 在 も 想 定 し 難 い  

(第 2.2-4 図 )。  

ま た ， 敷 地 周 辺 陸 域 に お い て ， 変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト と

重 力 異 常 お よ び 微 小 地 震 分 布 の 関 連 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た

結 果 を 以 下 に 示 す 。  

重 力 異 常 に 関 し て は ， 既 存 文 献 に 示 さ れ た 測 定 点 を 補 完 す

る よ う に 重 力 測 定 を 実 施 し ，「 日 本 重 力 CD-ROM 第 ２ 版 」(2004)  

( 4 9 ) ，「 Gravity Database of Southwest Japan (CD-ROM) 」

(2001) ( 5 1 ) ， 愛 媛 大 学 保 有 の デ ー タ と 併 せ て 仮 定 密 度

2.67g/cm 3 で 敷 地 周 辺 の ブ ー ゲ ー 異 常 図 を 作 成 し た 。 敷 地 周

辺 の 重 力 測 点 を 第 2.2-7 図 に ， ブ ー ゲ ー 異 常 図 を 第 2.2-8 図

に 示 す 。 重 力 異 常 と 地 質 ， 地 質 構 造 と の 対 応 関 係 を 見 る と ，

ま ず 中 央 構 造 線 断 層 帯 に 沿 う 北 東 － 南 西 方 向 の 負 の 重 力 異 常

帯 （ 重 力 異 常 急 変 帯 ） が 顕 著 で あ る 。 こ の 負 の 重 力 異 常 帯 に
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つ い て は 大 野 ほ か (1994) ( 9 6 )に よ っ て 既 に 指 摘 さ れ て い る 。正

の 重 力 異 常 帯 は 八 幡 浜 市 保 内 町 ～ 佐 田 岬 半 島 西 端 ， 大 洲 市 ～

八 幡 浜 市 南 方 に 見 ら れ ， 高 密 度 の 塩 基 性 片 岩 あ る い は み か ぶ

緑 色 岩 類 の 分 布 と 対 応 し て い る 。 五 反 田 断 層 ， 菅 田 リ ニ ア メ

ン ト は 高 密 度 の 岩 体 の 分 布 を 反 映 し た 重 力 異 常 の 急 変 と や や

調 和 的 で あ る が ， 前 記 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 を 示 唆 す る よ う な

性 質 の も の で は な い 。 ま た ， 他 の リ ニ ア メ ン ト で は 重 力 急 変

部 と の 対 応 は 認 め ら れ な い 。  

微 小 地 震 に 関 し て は ，気 象 庁 一 元 化 震 源（ 2005）( 5 2 )に よ る

2002 年 か ら 2004 年 に 敷 地 周 辺 で 発 生 し た Ｍ ５ 未 満 ，深 さ 30km

以 浅 の 地 震 の 震 央 分 布 を 第 2.2-9 図 に 示 す 。 変 位 地 形 ・ リ ニ

ア メ ン ト と の 関 連 が 考 え ら れ る よ う な 微 小 地 震 の 配 列 は 認 め

ら れ な い 。  

     

a. 五 反 田 断 層  

    (a) 文 献 調 査 結 果  

「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )は ， 南 側 が 高 い 山 地

の 高 度 不 連 続 お よ び 尾 根 ， 谷 の 右 屈 曲 と い っ た 地 形 の 特 徴

か ら ， 八 幡 浜 市 五 反 田 か ら 同 合 田
ご う だ

に 至 る 約 3.5km 間 に ， 東

北 東 － 西 南 西 走 向 の「 活 断 層 で あ る と 推 定 さ れ る も の (確 実

度 Ⅱ )」を 示 し て い る 。ま た ，「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」

(2002)  ( 2 4 )も 同 位 置 の 約 ２ km 間 に 推 定 活 断 層 を 図 示 し て い

る 。 一 方 ，「 活 構 造 図 ， 高 知 」 (1982) ( 2 2 )は 同 位 置 に 活 断 層

あ る い は 推 定 活 断 層 を 図 示 し て い な い 。  

鹿 島 ・ 常 磐 井 (1972) ( 9 7 )， 石 本 (1973) ( 9 8 )な ど に よ る と ，

五 反 田 断 層 付 近 に ほ ぼ 並 行 し て 北 側 に 泥 質 片 岩 が ， 南 側 に

角 閃 石 岩 が 分 布 す る と さ れ ， 前 者 は 泥 質 片 岩 と 角 閃 石 岩 が

整 合 関 係 に あ る と し ， 後 者 は 断 層 関 係 に あ る と 推 定 し て い

る 。  

     

(b) 地 形 調 査 結 果  

変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト 分 布 図 を 第 2.2-10 図 に 示 す 。  

八 幡 浜 市 五 反 田 か ら 合 田 に 至 る 長 さ 約 ２ km 間 に 北 東 －

南 西 ～ 東 北 東 － 西 南 西 走 向 の リ ニ ア メ ン ト (Ｃ )が 判 読 さ れ

る 。 五 反 田 ～ 合 田 で は ， 南 側 の や や 急 な 山 地 と 北 側 の 定 高
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性 の あ る 尾 根 と の 地 形 境 界 を な し ， 河 谷 や 尾 根 に や や 系 統

的 な 右 屈 曲 が 認 め ら れ る 。 屈 曲 は 鮮 明 で あ る が 断 続 的 で ，

水 系 の 規 模 と 屈 曲 量 に 相 関 は 認 め ら れ な い 。同 区 間 が「 [新

編 ]日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )に 示 さ れ た 「 活 断 層 で あ る と

推 定 さ れ る も の (確 実 度 Ⅱ )」，「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」

(2002)  ( 2 4 )に 示 さ れ た 推 定 活 断 層 に 対 応 す る 。  

     

(c) 地 質 調 査 結 果  

地 質 図 を 第 2.2-11 図 に ， 地 質 断 面 図 を 第 2.2-12 図 に 示

す 。 ま た ， 合 田 東 方 (Loc.G1)の ル ー ト マ ッ プ を 第 2.2-13

図 に ， 詳 細 ス ケ ッ チ 図 を 第 2.2-14 図 に 示 す 。  

地 表 地 質 調 査 に よ る と ， リ ニ ア メ ン ト 周 辺 に は ， 泥 質 片

岩 ， 塩 基 性 片 岩 ， 砂 質 片 岩 お よ び 珪 質 片 岩 か ら な る 三 波 川

変 成 岩 類 と 蛇 紋 岩 を 伴 っ た 角 閃 石 岩 が 分 布 す る 。 ３ 号 炉 申

請 時 に は ， 榎
えのき

峠
とうげ

南 方 (Loc.8-1)に お い て ， 塩 基 性 片 岩 と 泥

質 片 岩 と を 境 す る 断 層 を 確 認 し て い る 。  

し か し ，「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」 (2002)  ( 2 4 )に お い

て 谷 の 右 屈 曲 が 示 さ れ て い る 合 田 東 方 (Loc.G1)で は ， リ ニ

ア メ ン ト 位 置 に 分 布 す る 泥 質 片 岩 に 断 層 あ る い は 破 砕 部 は

認 め ら れ な い 。 ま た ， リ ニ ア メ ン ト は 泥 質 片 岩 と 塩 基 性 片

岩 と の 境 界 ， 砂 質 片 岩 と 泥 質 片 岩 と の 境 界 付 近 に 位 置 し て

い る 。  

さ ら に ， リ ニ ア メ ン ト 西 方 延 長 部 の 宇 和 海 に お け る 音 波

探 査 記 録 (YU-1G)に よ る と ，少 な く と も 後 期 更 新 世 以 降 の 堆

積 層 に 断 層 変 位 は 認 め ら れ な い (第 2.2-15 図 )。  

     

(d) 評 価  

地 表 地 質 調 査 結 果 に よ る と ， 五 反 田 か ら 合 田 付 近 を 通 過

す る リ ニ ア メ ン ト 周 辺 の 三 波 川 変 成 岩 類 中 に は 部 分 的 に 断

層 が 認 め ら れ る 。 し か し ， 合 田 東 方 (Loc.G1)で は ， リ ニ ア

メ ン ト 位 置 に 分 布 す る 泥 質 片 岩 に 断 層 あ る い は 破 砕 部 は 認

め ら れ な い 。 リ ニ ア メ ン ト は 岩 層 の 境 界 付 近 に あ た り ， リ

ニ ア メ ン ト の 西 方 延 長 海 域 で 実 施 し た 音 波 探 査 に お い て ，

堆 積 層 に 断 層 変 位 は 認 め ら れ な い 。  

以 上 の こ と か ら ， リ ニ ア メ ン ト は 後 期 更 新 世 以 降 の 断 層
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運 動 を 反 映 し た も の で は な く ， 岩 質 の 差 を 反 映 し た 浸 食 地

形 で あ る と 推 定 さ れ る が ， 地 形 と し て 認 め ら れ る リ ニ ア メ

ン ト の 分 布 域 に 後 期 更 新 世 以 降 の 活 動 性 評 価 に 適 し た 堆 積

層 あ る い は 地 形 面 が 存 在 せ ず ， 活 断 層 で あ る 可 能 性 を 確 実

に は 否 定 で き な い の で ， 推 定 活 断 層 と し て 評 価 す る 。  

     

b. 宮 内 リ ニ ア メ ン ト  

    (a) 文 献 調 査 結 果  

「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )は ， 八 幡 浜 市 保 内 町

宮 内 付 近 の 約 1.7km 間 に ， 北 西 － 南 東 走 向 の 「 活 断 層 の 疑

い の あ る リ ニ ア メ ン ト (確 実 度 Ⅲ )」 を 示 し て い る 。 一 方 ，

「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」(2002) ( 2 4 )お よ び「 活 構 造 図 ，

高 知 」(1982) ( 2 2 )は 同 位 置 に 活 断 層 あ る い は 推 定 活 断 層 を 図

示 し て い な い 。  

     

(b) 地 形 調 査 結 果  

変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト 分 布 図 を 第 2.2-16 図 に 示 す 。  

「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )に 示 さ れ た リ ニ ア メ

ン ト 位 置 に は ， や や 直 線 的 な 谷 と 鞍 部 が み ら れ る も の の ，

連 続 性 が 悪 く ， 山 地 高 度 に 系 統 的 な 高 度 差 も 認 め ら れ ず ，

第 2.1-1 表 の 判 読 基 準 に 基 づ く 変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト は

判 読 さ れ な い 。 第 2.2-16 図 に は 「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」

(1991) ( 2 3 )に 示 さ れ た リ ニ ア メ ン ト を 参 考 に ，や や 直 線 的 な

谷 と 鞍 部 の 配 列 を リ ニ ア メ ン ト と し て 示 す 。  

     

(c) 地 表 地 質 調 査 結 果  

地 質 図 お よ び 地 質 断 面 図 を 第 2.2-17 図 に 示 す 。 ま た ，  

宮 内 付 近 (Loc.M1)の ル ー ト マ ッ プ を 第 2.2-18 図 に 示 す 。  

本 リ ニ ア メ ン ト 周 辺 に は ， 珪 質 片 岩 お よ び 塩 基 性 片 岩 が

分 布 す る 。珪 質 片 岩 は 東 北 東 － 西 南 西 走 向 に 連 続 し て お り ，

同 方 向 の 緩 や か な 褶 曲 構 造 が 認 め ら れ る 。  

リ ニ ア メ ン ト 位 置 の 宮 内 付 近 (Loc.M1)に は 塩 基 性 片 岩  

が 分 布 し て お り ， 断 層 あ る い は 破 砕 部 は 認 め ら れ な い 。 ま

た ， 当 地 域 で リ ニ ア メ ン ト を 横 断 し て 東 北 東 － 西 南 西 走 向

に 連 続 す る 地 層 の 分 布 に 大 き な 食 い 違 い は 認 め ら れ な い 。  
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(d) 評 価  

地 表 地 質 調 査 結 果 に よ る と ， リ ニ ア メ ン ト 位 置 に 断 層 あ

る い は 破 砕 部 は 認 め ら れ ず ， 地 層 の 分 布 に 大 き な 食 い 違 い

は 認 め ら れ な い 。  

以 上 の こ と か ら ， 本 リ ニ ア メ ン ト に 対 応 す る 断 層 は 存 在

し な い も の と 判 断 さ れ る 。  

     

c. 八 幡 浜 リ ニ ア メ ン ト  

    (a) 文 献 調 査 結 果  

「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )は ， 鞍 掛 山
く ら か け や ま

西 方 か ら

八 幡 浜 市 向 灘
むかいなだ

に 至 る 約 ４ km 間 に ，北 東 － 南 西 走 向 の「 活 断

層 の 疑 い の あ る リ ニ ア メ ン ト (確 実 度 Ⅲ )」 を 示 し て い る 。

一 方 ，「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」 (2002) ( 2 4 )お よ び 「 活

構 造 図 ，高 知 」(1982) ( 2 2 )は 同 位 置 に 活 断 層 あ る い は 推 定 活

断 層 を 図 示 し て い な い 。  

原 ほ か (1977) ( 9 9 )は 本 リ ニ ア メ ン ト 近 傍 に 三 波 川 帯 と 三

波 川 南 縁 帯 を 境 す る 東 北 東 － 西 南 西 走 向 の 八 幡 浜 断 層 を 示

し て お り ， 当 地 域 で 北 側 の 塩 基 性 片 岩 と 南 側 の 泥 質 片 岩 が

接 す る 。  

     

(b) 地 形 調 査 結 果  

変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト 分 布 図 を 第 2.2-19 図 に 示 す 。  

八 幡 浜 市 高 野 地
た か の じ

～ 同 大 平
お お ひ ら

， 鞍 掛 山 南 東 ～ 高 野 地 ， 高 野 地

～ 愛 宕 山
あ た ご や ま

ト ン ネ ル に リ ニ ア メ ン ト (Ｄ )が 判 読 さ れ ， 北 東 －

南 西 ～ 東 北 東 － 西 南 西 走 向 で 全 体 と し て の 長 さ は 約 4.8km

で あ る 。  

リ ニ ア メ ン ト は 山 地 内 の 不 鮮 明 な 鞍 部 ， 尾 根 の 局 所 的 な

右 屈 曲 ， 直 線 状 谷 ， 遷 緩 線 ， 急 斜 面 ・ 崖 の 配 列 と し て 長 い

区 間 で 認 め ら れ ， 山 地 高 度 に 一 様 な 高 度 差 は み ら れ な い 。  

大 平 か ら 高 野 地 に 至 る リ ニ ア メ ン ト が 「［ 新 編 ］ 日 本 の  

活 断 層 」 (1991)  ( 2 3 )に 示 さ れ た リ ニ ア メ ン ト に 対 応 す る 。

な お ，「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991)  ( 2 3 )に 示 さ れ た リ ニ

ア メ ン ト の 西 端 は 向 灘 ま で 示 さ れ て い る が ， 大 平 か ら 向 灘

間 の 山 麓 線 に は 凹 凸 が あ り ， 山 地 高 度 に 一 様 な 高 度 差 も み
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ら れ な い こ と か ら ， 第 2.1-1 表 の 判 読 基 準 に 基 づ く 変 位 地

形 ・ リ ニ ア メ ン ト は 判 読 さ れ な い 。  

 

 (c) 地 表 地 質 調 査 結 果  

地 質 図 を 第 2.2-20 図 に ， 地 質 断 面 図 を 第 2.2-21 図 に 示

す 。 ま た ， 八 幡 浜 市 古 谷
こ や

付 近 (Loc.Y1， Y2)の ル ー ト マ ッ プ

を 第 2.2-22 図 に 示 し ，Loc.Y1 の 露 頭 状 況 図 を 第 2.2-23 図

に ， Loc.Y2 の 露 頭 状 況 図 を 第 2.2-24 図 に 示 す 。  

本 リ ニ ア メ ン ト 周 辺 に は ， 泥 質 片 岩 お よ び 塩 基 性 片 岩 が

広 く 分 布 し ， 高 野 地 南 西 か ら 八 幡 浜 市 街 地 に か け て は 蛇 紋

岩 が 塩 基 性 片 岩 と と も に 帯 状 の 分 布 を 示 す 。 ま た ， 泥 質 片

岩 お よ び 塩 基 性 片 岩 の 地 質 構 造 は 全 体 と し て 北 東 － 南 西 走

向 で ， 片 理 面 は 30～ 70 度 で 北 傾 斜 の 傾 向 を 示 す 。  

リ ニ ア メ ン ト 東 部 の 古 谷 付 近 (Loc.Y1， Y2)に は 泥 質 片 岩

が 連 続 分 布 し て お り ，断 層 あ る い は 破 砕 部 は 認 め ら れ な い 。 

な お ， 鹿 島 ・ 高 橋 (1983) ( 1 0 0 )は 南 予 用 水 農 業 水 利 事 業 隧

道 の 地 質 観 察 を 行 い ， 地 質 分 布 ， 断 層 分 布 を 報 告 し ， そ の

結 果 に 基 づ い た 地 質 断 面 図 を 作 成 し て い る (第 2.2-21 図

上 )。鹿 島・高 橋 (1983) ( 1 0 0 )は ，本 地 表 地 質 調 査 に よ る 結 果

(第 2.2-21 図 下 )と 同 様 ，当 地 域 に お い て 北 緩 傾 斜 の 同 斜 構

造 を 示 し て お り ， 従 来 ， 八 幡 浜 断 層 (原 ほ か ， 1977) ( 9 9 )が

想 定 さ れ て い た 塩 基 性 片 岩 と 泥 質 片 岩 と の 境 界 は 整 合 関 係

に あ る と し て い る 。 ま た ， リ ニ ア メ ン ト 位 置 に 対 応 す る 断

層 は 示 さ れ て い な い 。  

     

(d) 評 価  

地 表 地 質 調 査 結 果 に よ る と ， リ ニ ア メ ン ト 位 置 に 断 層 あ

る い は 破 砕 部 は 認 め ら れ ず ， リ ニ ア メ ン ト を 横 断 す る 隧 道

の 地 質 観 察 結 果 に お い て も リ ニ ア メ ン ト に 対 応 す る 断 層 は

認 め ら れ な い 。  

以 上 の こ と か ら ， 本 リ ニ ア メ ン ト に 対 応 す る 断 層 は 存 在

し な い も の と 判 断 さ れ る 。 な お ， リ ニ ア メ ン ト は 岩 質 境 界

等 に 起 因 す る 差 別 浸 食 に よ る も の と 推 定 さ れ る 。  

     

d. 菅 田 リ ニ ア メ ン ト  
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    (a) 文 献 調 査 結 果  

「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )は ， 内 子 町 山 鳥 坂
や ま と り さ か

か

ら 大 洲 市 菅 田 町 に 至 る 約 15km 間 に ，東 北 東 － 西 南 西 走 向 の

「 活 断 層 の 疑 い の あ る リ ニ ア メ ン ト (確 実 度 Ⅲ )」 を 示 し て

い る 。 一 方 ，「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」 (2002) ( 2 4 )お よ

び「 活 構 造 図 ，高 知 」(1982) ( 2 2 )は 同 位 置 に 活 断 層 あ る い は

推 定 活 断 層 を 図 示 し て い な い 。  

愛 媛 県 地 質 図 (1991) ( 1 7 )な ど に よ り ，本 リ ニ ア メ ン ト に ほ

ぼ 対 応 し て 北 部 秩 父 帯 と み か ぶ 緑 色 岩 類 と を 境 す る 東 北 東

－ 西 南 西 走 向 の 断 層 が 示 さ れ て い る 。  

    

 (b) 地 形 調 査 結 果  

変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト 分 布 図 を 第 2.2-25 図 に 示 す 。  

菅 田 町 下 村 島
し も む ら し ま

付 近 に ， 東 北 東 － 西 南 西 走 向 に 長 さ 約

2.2km の リ ニ ア メ ン ト (Ｄ )が 判 読 さ れ る 。 本 リ ニ ア メ ン ト

は や や 鮮 明 な 鞍 部 ， 遷 緩 線 ， 直 線 状 谷 か ら な る が 短 く ， 不

明 瞭 な が ら も 山 地 高 度 に 北 側 上 が り の 高 度 差 が 認 め ら れ る 。 

な お ，「［ 新 編 ］日 本 の 活 断 層 」(1991) ( 2 3 )で は ，さ ら に 東

方 に も リ ニ ア メ ン ト が 示 さ れ て い る 。 し か し ， こ の 東 方 延

長 部 で は 菅 田 町 宇 津 で 肱 川 の 右 岸 に 比 高 600ｍ 程 度 の 広 尾

根 が 張 り 出 し て お り ， 第 2.1-1 表 の 判 読 基 準 に 基 づ く 変 位

地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト は 判 読 さ れ な い 。  

 

(c) 地 表 地 質 調 査 結 果  

地 質 図 お よ び 地 質 断 面 図 を 第 2.2-26 図 に 示 す 。 ま た ，  

下 村 島 東 方 (Loc.S1)の ル ー ト マ ッ プ を 第 2.2-27 図 に ，露 頭

状 況 図 を 第 2.2-28 図 に 示 す 。  

本 リ ニ ア メ ン ト 周 辺 に は ， 泥 質 岩 (粘 板 岩 ～ 泥 質 片 岩 )，

珪 質 岩 (チ ャ ー ト ～ 珪 質 片 岩 )， 塩 基 性 岩 が 分 布 す る 。 地 層

分 布 は 全 体 と し て 東 北 東 － 西 南 西 走 向 で あ り ， 片 理 面 は 東

北 東 － 西 南 西 走 向 で 30～ 80 度 南 傾 斜 の も の と 西 北 西 － 東

南 東 走 向 で 30～ 80 度 北 傾 斜 の も の が 混 在 す る 。  

下 村 島 南 方 (Loc.S1)で は 北 側 に 塩 基 性 岩 が ， 南 側 に 泥 質

岩 が 分 布 し て い る が ， 両 者 の 境 界 部 に 断 層 あ る い は 破 砕 部

は 認 め ら れ な い 。 ま た ， リ ニ ア メ ン ト 東 部 は 珪 質 岩 の 南 縁



 

 Ⅲ-23

に ほ ぼ 沿 っ て い る 。  

     

(d) 評 価  

地 表 地 質 調 査 結 果 に よ る と ， 本 リ ニ ア メ ン ト 位 置 に 断 層

あ る い は 破 砕 部 は 認 め ら れ ず ， リ ニ ア メ ン ト は 岩 質 境 界 に

ほ ぼ 対 応 し て い る 。  

以 上 の こ と か ら ， 本 リ ニ ア メ ン ト は 岩 質 境 界 を 反 映 し た

浸 食 地 形 で あ る と 判 断 さ れ る 。  

 

2.3 海 域 の 調 査 ・ 検 討 結 果  

敷 地 は 四 国 の 北 西 端 に 細 長 く 突 出 し た 佐 田 岬 半 島 の 付 け 根 付 近

に 位 置 し て お り ， 敷 地 周 辺 の 海 域 は ， 佐 田 岬 半 島 に よ っ て 北 側 の

伊 予 灘 と 南 側 の 宇 和 海 に 二 分 さ れ て い る 。 伊 予 灘 は 瀬 戸 内 海 の 西

部 に 位 置 す る 広 い 内 海 で あ り ， 豊 予 海 峡 で 宇 和 海 と 接 す る 。 敷 地

は 佐 田 岬 半 島 の 北 岸 に 位 置 し ， 瀬 戸 内 海 の 伊 予 灘 に 面 す る 。  

敷 地 を 中 心 と す る 半 径 30km の 範 囲 お よ び そ の 周 辺 海 域 に お け

る 地 形 ， 地 質 お よ び 地 質 構 造 は ， 文 献 調 査 ， 音 響 測 深 ， 海 上 音 波

探 査 (反 射 法 音 波 探 査 )， 屈 折 法 地 震 探 査 等 の 結 果 に よ る と 以 下 の

と お り で あ る 。  

 

2.3.1 敷 地 周 辺 海 域 の 海 底 地 形  

伊 予 灘 の 音 響 測 深 測 線 図 を 第 2.3-１ 図 に ，敷 地 周 辺 海 域 の 海

底 地 形 図 を 第 2.3-2 図 に ， 伊 予 灘 の 海 底 地 形 図 を 第 2.3-3 図 に

示 す 。 当 海 域 で は ， 大 局 的 に は ， 水 深 10～ 60m の 伊 予 灘 東 部 か

ら 西 へ 向 か っ て 次 第 に 水 深 を 増 し ， 豊 予 海 峡 を 経 て 宇 和 海 に は

水 深 70m 超 の 海 域 が 広 が る 。  

伊 予 灘 と 宇 和 海 は ， 四 国 側 の 佐 田 岬 半 島 と 九 州 側 の 佐 賀 関 半

島 に 挟 ま れ た 幅 約 13km の 豊 予 海 峡 で 接 す る 。 豊 予 海 峡 に お け

る 潮 流 の 最 大 流 速 は ５ kn 近 く に 達 し (海 上 保 安 庁 ， 1996) ( 1 0 1 )，

そ の 浸 食 作 用 が 起 伏 の 著 し い 海 底 地 形 (海 釜 ， 水 成 デ ュ ー ン ，

砂 堆 ， 海 底 谷 )を 形 成 し て い る 。  

豊 予 海 峡 の 双 子 型 の 海 釜 は ，伊 予 灘 側 の 北 釜 が 水 深 460m，宇

和 海 側 の 南 釜 が 水 深 365m と 周 囲 の 大 陸 棚 面 か ら そ れ ぞ れ 約

360m， 約 260m も 落 ち 込 む 世 界 最 大 級 の 海 釜 で あ る (八 島 ，

1994) ( 1 0 2 )。海 釜 の 周 辺 に は ，水 成 デ ュ ー ン や 砂 堆 と い っ た 砂 質



 

 Ⅲ-24

の 堆 積 物 が 多 数 分 布 し て お り ，波 状 の 海 底 地 形 が 広 が る 。ま た ，

佐 田 岬 半 島 に 沿 っ て ， 北 岸 で は 八 幡 浜 市 保 内 町 沿 岸 部 ～ 半 島 西

端 部 ， 南 岸 で は 半 島 西 端 部 に お い て ， 比 高 10～ 数 十 m， 幅 １ km

～ 数 km の 細 長 い 海 底 谷 が み ら れ る 。  

敷 地 前 面 海 域 で あ る 伊 予 灘 は ， 陸 域 に 分 布 す る 中 央 構 造 線 断

層 帯 の 西 方 延 長 に 位 置 す る 。 以 下 ， 伊 予 灘 の 海 底 地 形 の 特 徴 に

つ い て 東 か ら 順 に 記 す 。  

東 方 か ら 重 信 川 が 流 れ 込 む 伊 予 市 双 海 町 上 灘 沖 ～ 大 洲 市 長 浜

町 沖 に は ， 水 深 10～ 60m の 平 坦 な 海 底 面 が 広 が り ， 沿 岸 部 か ら

北 西 に 向 か っ て 緩 や か に 深 さ を 増 す 。 肱 川 が 流 れ 込 む 長 浜 町 沖

に は ， 周 辺 海 域 よ り も 浅 い 水 深 15～ 50m の 海 底 面 の 高 ま り が ，

東 西 方 向 に 約 10km， 沖 合 方 向 に 約 15km の 規 模 で ， 北 北 西 － 南

南 東 に や や 細 長 く 広 範 囲 に 広 が る 。 八 幡 浜 市 保 内 町 沖 ～ 伊 方 町

瀬 戸
せ と

沖 に は ， 水 深 55～ 70m の ほ ぼ 平 坦 な 海 底 面 が 広 が り ， 沿 岸

部 か ら 沖 合 い に 向 か っ て 極 め て 緩 や か に 深 さ を 増 す 。 伊 方 町

三 崎
み さ き

沖 ～ 豊 予 海 峡 北 方 に は ， 大 局 的 に は 水 深 70～ 100m の 海 底

面 が 広 が る が ， 強 い 潮 流 に よ り 海 釜 ， 水 成 デ ュ ー ン ， 砂 堆 ， 海

底 谷 が 発 達 し ， 非 常 に 起 伏 に 富 ん だ 海 底 地 形 を 示 す 。  

伊 予 灘 に は ， 上 灘 沖 か ら 長 浜 町 沖 を 経 て 三 崎 沖 ま で 細 長 い 凹

み が 北 東 － 南 西 方 向 に 直 線 状 に 配 列 す る 。 ま た ， 瀬 戸 沖 で は ，

同 じ く 北 東 － 南 西 方 向 に 長 軸 を も つ 細 長 い 高 ま り が 凹 み と 交

互 に 配 列 す る 。  

 

2.3.2 敷 地 周 辺 海 域 の 地 質 層 序  

検 討 に 使 用 し た 敷 地 周 辺 海 域 に お け る 海 上 音 波 探 査 の 測 線 図

を 第 2.3-4 図 に 示 す 。 敷 地 周 辺 海 域 で は ， 伊 予 灘 海 底 の 地 質 に

つ い て ， 電 力 中 央 研 究 所 (1975) ( 4 1 )， 国 土 地 理 院 (1993) ( 4 2 )， 国

土 地 理 院 (2001) ( 4 3 )， 産 業 技 術 総 合 研 究 所 (2002) ( 4 4 )に よ る 検 討

が 行 わ れ ， 概 ね 同 様 の 地 質 区 分 が 示 さ れ て い る 。 敷 地 周 辺 海 域

の 地 質 区 分 は ， 前 記 の 文 献 を 参 考 に 音 波 探 査 記 録 に 見 ら れ る 反

射 パ タ ー ン の 特 徴 に よ っ て 海 底 下 の 地 層 を ４ 層 に 分 類 し ， 陸 上

の 地 質 と の 対 応 を 検 討 し て ， 上 位 の 地 層 か ら Ａ 層 ， Ｄ 層 ， Ｔ 層

お よ び Ｂ 層 と し た 。 各 音 源 の 代 表 的 な 音 波 探 査 記 録 を 第 2.3-5

図 に ， 反 射 パ タ ー ン の 特 徴 お よ び こ れ に 基 づ く 層 序 区 分 を 第

2.3-1 表 に ， 陸 上 の 地 層 と の 対 比 を 第 2.3-2 表 に 示 す 。  
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Ａ 層 は ，現 在 堆 積 が 進 行 中 の 海 底 面 下 最 上 位 の 堆 積 層 で あ る 。

地 層 は 全 体 と し て ほ ぼ 水 平 な 層 理 を 示 し ， 下 位 の Ｄ 層 を 不 整 合

に 覆 う 。 Ａ 層 は 沿 岸 部 や 豊 予 海 峡 周 辺 で 分 布 を 欠 く ほ か ， 大 洲

市 長 浜 町 沖 で は 広 範 囲 の 海 底 で 極 薄 い 。 本 層 の 厚 さ は 一 般 に

20m 以 下 で あ る が ， 伊 予 灘 の 地 溝 内 で は 厚 く 堆 積 し て お り ， 伊

予 市 双 海 町 串 沖 で は 厚 さ 約 40m に 達 す る 。 伊 予 灘 東 部 の 比 較 的

水 深 の 浅 い 海 域 の Ａ 層 基 底 付 近 に お い て 約 １ 万 １ 千 年 前 の 海

進 時 の 堆 積 物 が 確 認 さ れ て い る (大 塚 ほ か ，2001 ( 1 0 3 )；大 塚 ほ か ，

2002 ( 1 0 4 ) )。一 方 ，宇 和 海 側 で は ，八 幡 浜 市 保 内 町 川 之 石
か わ の い し

港 の 埋

立 地 に お い て ボ ー リ ン グ を 実 施 し ， 沖 積 層 基 底 の 深 度 (標 高 約

-30m)が 近 傍 の 音 波 探 査 記 録 に み ら れ る Ａ 層 基 底 と 概 ね 一 致 す

る こ と ， 沖 積 層 基 底 の 年 代 が 約 １ 万 年 前 で あ る こ と を 確 認 し た

(第 2.3-6 図 )。 し た が っ て ， 本 層 は 沖 積 層 相 当 層 (上 部 更 新 統

～ 完 新 統 )と 評 価 さ れ る 。  

Ｄ 層 は ， 全 体 と し て ほ ぼ 水 平 な 層 理 を 示 す が ， 伊 予 灘 で は 部

分 的 に 極 め て 緩 や か な 褶 曲 を 伴 い ， 下 位 の Ｔ 層 を 不 整 合 に 覆 う 。

本 層 は 島 の 周 辺 部 ， 長 浜 町 沖 ， 豊 予 海 峡 周 辺 な ど で 分 布 を 欠 く

ほ か は Ａ 層 の 下 位 に 広 く 分 布 す る 。 本 層 の 厚 さ は 一 般 に 20～

100m で 伊 予 灘 で は 地 溝 内 に 厚 く 堆 積 す る 傾 向 が あ る 。Ｄ 層 上 面

の 深 度 は  10～ 100m あ る い は そ れ 以 深 に あ っ て ， 後 期 更 新 世 の

海 退 期 の 陸 化 に 伴 い 浸 食 作 用 を 受 け て い る 。 伊 予 灘 の Ｄ 層 上 面

等 深 線 図 に よ る と ， 上 灘 沖 か ら 三 崎 沖 ま で 続 く 凹 凸 の 直 線 的 配

列 が 海 底 面 よ り も 明 瞭 で あ る (第 2.3-7 図 )。 ま た ， Ｄ 層 内 部 に

は 幾 つ か の 不 整 合 面 が 認 め ら れ ， 不 整 合 面 が 広 域 的 に 認 め ら れ

る 宇 和 海 で は ， 本 層 を Ｄ １ ～ Ｄ ４ の ４ 層 に 区 分 し た 。 ３ 号 炉 申

請 時 に は ， 伊 予 灘 に お け る ピ ス ト ン コ ア リ ン グ に よ っ て こ の 浸

食 面 を 構 成 す る Ｄ 層 最 上 部 か ら 姶 良 Tn 火 山 灰 (約 26,000～

29,000 年 前 )(町 田 ・ 新 井 ， 2003) ( 4 5 )が 採 取 さ れ て い る 。 一 方 ，

宇 和 海 側 で は ， Ｄ 層 内 部 に 更 新 世 の 海 退 を 示 唆 す る プ ロ グ ラ デ

ー シ ョ ン パ タ ー ン が 認 め ら れ る 。 本 層 は ， 陸 上 部 に お け る 段 丘

礫 層 や 八 倉 層 (高 橋 ほ か ， 1984  ( 8 1 ) )に 対 比 さ れ ， 更 新 統 相 当 層

と 推 定 さ れ る 。  

Ｔ 層 は ， 島 の 周 辺 部 ， 豊 予 海 峡 周 辺 な ど 一 部 の 海 域 を 除 い て

広 く 分 布 し て い る 。 伊 予 灘 に お い て ， 本 層 は 一 般 に 極 め て 緩 や

か に 傾 斜 す る 層 理 を 示 す が ，佐 田 岬 半 島 北 方 約 ５ ～ ８ km 間 で は
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半 島 と 平 行 な 褶 曲 軸 を 有 す る 明 瞭 な 褶 曲 構 造 を 形 成 し て い る 。

伊 予 灘 の Ｔ 層 上 面 等 深 線 図 に よ る と ， 上 灘 沖 か ら 三 崎 沖 ま で 続

く 凹 凸 の 直 線 的 配 列 が ， 上 位 の 面 と ほ ぼ 同 じ 場 所 に 位 置 し ， か

つ ， 凹 凸 が よ り 顕 著 で あ る (第 2.3-8 図 )。 ま た ， 伊 予 灘 東 部 に

お け る Ｔ 層 上 面 の 高 ま り か ら ， 本 層 を 伊 予 市 森 付 近 の 海 岸 に 分

布 す る 郡 中 層 (水 野 ，1992) ( 8 0 )に 対 比 で き る 。本 層 は ，半 固 結 の

上 部 鮮 新 統 ～ 下 部 更 新 統 の 伊 予 灘 層 (緒 方 ， 1975) ( 4 1 )と 対 応 し ，

第 二 瀬 戸 内 累 層 群 相 当 層 と 推 定 さ れ る 。  

Ｂ 層 は ， Ｔ 層 の 下 部 に 分 布 す る 音 響 基 盤 層 で あ り ， ほ と ん ど

内 部 構 造 を 示 さ な い 。 本 層 は ほ ぼ 全 域 に 最 下 層 と し て 分 布 す る

と 推 定 さ れ る 。 沿 岸 部 ， 島 の 周 辺 部 ， 豊 予 海 峡 周 辺 で 分 布 が 認

め ら れ ， 一 部 で は 海 底 に 露 出 す る 。 分 布 域 に よ っ て ， 陸 域 の 和

泉 層 群 ， 領 家 花 こ う 岩 類 ， 三 波 川 変 成 岩 類 ， 秩 父 累 帯 の 構 成 岩

類 ， 四 万 十 累 層 群 ， 瀬 戸 内 火 山 岩 類 と 対 比 さ れ る 。  

 

2.3.3 敷 地 周 辺 海 域 の 地 質 構 造  

敷 地 周 辺 海 域 の 海 底 地 質 図 を 第 2.3-9 図 に 示 す 。  

   (1) 敷 地 前 面 海 域 (伊 予 灘 )の 地 質 構 造  

    a. 断 層 分 布  

敷 地 前 面 海 域 に は ， 四 国 陸 域 に 分 布 す る 中 央 構 造 線 断 層

帯 の 最 西 端 で あ る 高 野 川 沖 か ら 南 西 方 向 に 細 長 く 幅 を 持 っ

て 雁 行 配 列 す る 一 連 の 断 層 群 が 認 め ら れ る （ 第 2.3-9 図 ）。

特 に そ の 北 縁 を 構 成 す る 断 層 が 直 線 的 に 追 跡 さ れ ， 豊 予 海

峡 北 方 へ 至 る 。  

北 縁 の 断 層 の 多 く が 南 落 ち で あ り ， 南 側 に 北 落 ち 断 層 を

伴 い な が ら ， 伊 予 市 双 海 町 串 沖 で 約 ３ km， 伊 方 町 伊 方 越
い か た ご し

沖

で 約 １ km，伊 方 町 三 崎 沖 で 約 ４ km 右 屈 曲 す る 。こ れ ら の 右

屈 曲 で は 西 向 き の 分 岐 と 東 向 き の 分 岐 が 向 き 合 っ て お り ，

三 崎 沖 の 右 屈 曲 は そ の 東 方 に も 西 向 き の 分 岐 を 伴 う 。 一 方

で ， 部 分 的 に 北 縁 が 北 落 ち 断 層 の 区 間 で は ， 南 側 に 南 落 ち

断 層 を 伴 い な が ら 左 方 向 へ や や 屈 曲 す る 。  

こ の よ う に ， 敷 地 前 面 海 域 に は 中 央 構 造 線 断 層 帯 に 属 す

る 断 層 群 が 分 布 す る 。  

     

b. 浅 部 地 下 構 造  
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伊 予 灘 に お け る 海 底 地 質 断 面 の 位 置 図 を 第 2.3-10 図 に ，

海 底 地 質 断 面 図 を 第 2.3-11 図 に 示 す 。  

前 述 の よ う に ， 敷 地 前 面 海 域 で は 北 縁 の 南 落 ち 断 層 が 南

側 に 北 落 ち 断 層 を 伴 う 断 層 分 布 形 態 が 一 般 に 見 ら れ る 。 伊

方 越 沖 の 右 屈 曲 部 （ 伊 方 発 電 所 前 面 ） を 横 断 す る 海 底 地 質

断 面 に よ る と ， こ れ ら の 断 層 間 に は 地 溝 が 形 成 さ れ ， そ の

南 側 の 地 層 が 副 次 的 な 断 層 を 伴 い な が ら 北 へ 傾 動 し て い る

(第 2.3-11(3)図 )。 同 じ く 伊 方 越 沖 の 右 屈 曲 部 を 横 断 す る

保 内 沖 の 海 底 地 質 断 面 (第 2.3-11(2)図 )に お い て も 断 層 間

に 地 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 断 面 に お い て ， 断 層 分

布 域 の 南 北 で Ｄ 層 上 面 に 顕 著 な 標 高 差 は 認 め ら れ ず ， 横 ず

れ の 断 層 運 動 が 推 定 さ れ る 。  

伊 予 市 双 海 町 串 沖 の 右 屈 曲 部 を 横 断 す る 海 底 地 質 断 面

(第 2.3-11(1)図 )で は ， 北 部 の 南 落 ち 断 層 群 と 南 部 の 北 落

ち 断 層 群 に 挟 ま れ た 幅 広 い 地 層 が 沈 降 し て い る 。 ま た ， 伊

方 町 三 崎 沖 の 右 屈 曲 部 を 横 断 す る 海 底 地 質 断 面 ( 第

2.3-11(5)図 )で は ， 北 縁 の 南 落 ち 断 層 と 南 縁 の 北 落 ち 断 層

に 挟 ま れ た 幅 広 い 地 層 が 大 き く 下 に 撓 み な が ら 沈 降 し て い

る 。 こ れ ら の 断 面 に お い て も ， 断 層 分 布 域 の 南 北 で Ｄ 層 上

面 に 顕 著 な 標 高 差 は 認 め ら れ な い 。  

以 上 の よ う な 右 屈 曲 部 に お け る 地 溝 あ る い は 幅 広 い 沈 降

域 の 形 成 は 右 横 ず れ 断 層 に 見 ら れ る 特 徴 を 示 す も の と 考 え

ら れ ， 敷 地 前 面 海 域 に 分 布 す る 中 央 構 造 線 断 層 帯 が 陸 域 と

同 様 に 右 横 ず れ 断 層 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  

瀬 戸 沖 の よ う に ， 部 分 的 に 北 縁 が 北 落 ち 断 層 と な る 区 間

の 海 底 地 質 断 面 (第 2.3-11(4)図 )で は ， Ｔ 層 の 背 斜 構 造 が

認 め ら れ ， そ の 頂 部 は 浸 食 を 受 け て 平 坦 で Ａ 層 お よ び Ｄ 層

を 欠 如 し て い る 。 こ の 背 斜 構 造 は 平 面 的 に 断 層 の 走 向 方 向

に 長 軸 を も つ 高 ま り と し て 確 認 さ れ ， 断 層 バ ル ジ と 評 価 さ

れ る 。  

断 層 バ ル ジ は 八 幡 浜 市 保 内 町 喜 木 津
き き つ

沖 に １ 箇 所 ， 伊 方 町

瀬 戸 沖 に ２ 箇 所 見 ら れ ， 伊 予 灘 に は 断 層 バ ル ジ と 地 溝 が 交

互 に 配 列 す る (第 2.3-8 図 ，第 2.3-9 図 )。模 型 実 験 (砂 箱 実

験 )で 底 盤 に 一 様 な 横 ず れ 変 位 を 与 え る と 被 覆 層 表 面 に 同

様 の 凹 凸 の 変 形 が 繰 り 返 し 生 じ る こ と が 報 告 さ れ て お り
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(上 田 ・ 谷 ， 1999) ( 1 0 5 )， 海 底 地 形 に 現 れ た 変 動 地 形 の 観 点

か ら も ， 敷 地 前 面 海 域 に 分 布 す る 断 層 群 が 横 ず れ 断 層 で あ

る こ と が 示 唆 さ れ る 。  

こ れ ら の 断 層 群 は い ず れ も 後 期 更 新 世 以 降 の 地 層 に 変 位

を 与 え て お り ， 活 断 層 と 評 価 さ れ る 。 ま た ， 敷 地 前 面 海 域

に 分 布 す る 中 央 構 造 線 断 層 帯 は ， 右 横 ず れ 断 層 と 考 え ら れ

る 。 な お ， 中 央 構 造 線 断 層 帯 以 北 で は 各 層 が 非 常 に 緩 や か

に 傾 斜 す る 層 理 を 示 す （ 第 2.3-11(1)～ (6)図 ）。  

     

c. 深 部 地 下 構 造  

伊 予 灘 に 分 布 す る 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 深 部 地 下 構 造 を 把

握 す る た め に 実 施 し た 深 部 地 下 探 査 (エ ア ガ ン 海 上 音 波 探

査 お よ び 屈 折 法 地 震 探 査 )の 測 線 図 を 第 2.3-12 図 に 示 す 。  

    

 (a) エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査  

エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査 に よ る 反 射 断 面 図 を 第 2.3-13 図

に 示 す 。保 内 町 沖 ～ 瀬 戸 沖 に か け て の ３ 断 面（ 第 2.3-13(2)

～ (4)図 ）に お い て は ，南 端 付 近 の 地 下 深 部 に は 佐 田 岬 半 島

に 広 く 分 布 す る 三 波 川 変 成 岩 類 の 存 在 が 推 定 さ れ ， そ の 上

面 は 北 へ 傾 斜 す る 。 一 方 ， 北 端 付 近 の 地 下 深 部 に は 領 家 花

こ う 岩 類 の 存 在 が 推 定 さ れ ， そ の 上 面 は 緩 く 南 へ 傾 斜 し て

い る 。 両 者 が 会 合 す る 地 点 に お い て 両 岩 類 の 上 面 は 最 も 深

く な る 。 和 泉 層 群 は こ の 窪 地 の 上 に 分 布 し ， さ ら に 堆 積 層

(新 第 三 紀 ～ 第 四 紀 の 堆 積 物 )が こ れ ら を 厚 く 覆 っ て い る 。  

海 底 で は 平 面 的 に 幅 を 持 っ て 雁 行 配 列 す る 活 断 層 は ， 地

下 深 部 で は い ず れ も 三 波 川 変 成 岩 類 と 領 家 花 こ う 岩 類 の 会

合 地 点 へ 収 斂 す る 。 こ の よ う な 構 造 は 大 野 ほ か (1997) ( 1 0 6 )

で 示 さ れ た も の と 整 合 的 で あ る 。ま た ，三 波 川 変 成 岩 類 は ，

そ の 上 面 が 領 家 花 こ う 岩 類 と の 会 合 地 点 か ら さ ら に 北 へ 傾

斜 し て 連 続 す る よ う に 見 え ， 地 質 境 界 断 層 と し て の 中 央 構

造 線 が 北 傾 斜 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  

伊 予 市 双 海 町 串 沖 (第 2.3-13(1)図 )お よ び 伊 方 町 三 崎 沖

(第 2.3-13(5)図 )の ３ ～ ４ km の 右 屈 曲 部 で は ， 大 規 模 な 盆

地 状 構 造 が 認 め ら れ る 。 串 沖 で は 南 落 ち の 断 層 に よ っ て 和

泉 層 群 に 大 き な 落 差 が 推 定 さ れ ， 断 面 位 置 よ り も 南 方 の 佐
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田 岬 半 島 沿 岸 部 に か け て ハ ー フ グ ラ ー ベ ン 状 の 盆 地 が 形 成

さ れ て い る 。 一 方 ， 三 崎 沖 で は 南 北 の 断 層 に 挟 ま れ た 幅 約

５ km に 亘 る 堆 積 層 が 向 斜 状 に 大 き く 下 方 へ 撓 ん で い る 。  

     

(b) 屈 折 法 地 震 探 査  

屈 折 法 地 震 探 査 に よ っ て 得 ら れ た 速 度 断 面 図 を 第

2.3-14 図 に 示 す 。こ れ ら の 図 に よ る と ，エ ア ガ ン 海 上 音 波

探 査 と 調 和 的 な 結 果 が 得 ら れ て い る 。 5.5km/s を 示 す 三 波

川 変 成 岩 類 ， 4.7km/s を 示 す 領 家 花 こ う 岩 類 ， さ ら に は そ

の 会 合 部 付 近 に 3.7km/s を 示 す 和 泉 層 群 が 存 在 し ， そ の 上

部 を 1.5～ 2.4km/s を 示 す 堆 積 層 が 厚 く 覆 う 。三 波 川 変 成 岩

類 と 領 家 花 こ う 岩 類 の 会 合 部 の 深 度 は 約 ２ ～ 2.5km で あ る 。

こ の よ う な 速 度 構 造 は 大 野 ほ か (1997) ( 1 0 6 )に 示 さ れ た 構 造

と 整 合 的 で あ る 。  

    

(2) 宇 和 海 の 地 質 構 造  

    a. 断 層 分 布  

宇 和 海 に は ， 三 瓶 港 南 方 か ら 北 東 － 南 西 走 向 で 大 崎 鼻
おおさきのはな

北

岸 を 通 過 し ，宇 和 島 市 日 振
ひ ぶ り

島
し ま

北 方 沖 合 い 約 ８ km ま で ，部 分

的 に は わ ず か に 左 屈 曲 し な が ら も 直 線 状 に 断 続 す る F-21

断 層 が 分 布 し （ 第 2.3-9 図 ）， 全 般 に 南 落 ち で あ る 。  

 

b. 浅 部 地 下 構 造  

宇 和 海 に お け る 海 底 地 質 断 面 の 位 置 図 を 第 2.3-15 図 に ，

海 底 地 質 断 面 図 を 第 2.3-16 図 に 示 す 。  

宇 和 海 の 堆 積 層 (Ａ 層 ， Ｄ 層 ， Ｔ 層 )は ， 全 般 に 極 め て 水

平 な 層 理 を 示 し ， 凹 凸 の 著 し い 基 盤 岩 (Ｂ 層 )を 覆 っ て い る

(第 2.3-16(1)図 ～ 第 2.3-16(10)図 )。 ま た ， Ｄ １ ～ Ｄ ３ 層

の 各 々 に 堆 積 が 沖 側 へ 前 進 す る プ ロ グ ラ デ ー シ ョ ン パ タ ー

ン が 明 瞭 に 認 め ら れ る 。  

Ｄ １ 層 の プ ロ グ ラ デ ー シ ョ ン は 主 に 三 崎 南 方 沖 に 分 布 し ，

深 度 は 55～ 70m で あ る (第 2.3-16(4)図 )。 Ｄ ２ 層 の プ ロ グ

ラ デ ー シ ョ ン は 主 に 佐 島
さ し ま

周 辺 ， 大 島
お お し ま

南 東 沖 や 日 振 島 北 西 沖

に 分 布 し ， 深 度 は 分 布 域 に よ っ て 55～ 70m あ る い は 90～

100m で あ る (第 2.3-16(1)図 ，第 2.3-16(4)図 ，第 2.3-16(8)
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図 お よ び 第 2.3-16(10)図 )。 Ｄ ３ 層 の プ ロ グ ラ デ ー シ ョ ン

は 主 に 黒 島
く ろ し ま

～ 佐 島 周 辺 に 分 布 し ， 深 度 は 全 般 に 55～ 70m で

あ る (第 2.3-16(1)図 )。 こ の よ う な Ｄ 層 内 の プ ロ グ ラ デ ー

シ ョ ン は 更 新 世 の 海 退 に 伴 っ て 形 成 さ れ た も の と 推 定 さ れ

る 。 し た が っ て ， Ｄ １ 層 は 最 終 間 氷 期 か ら 最 終 氷 期 に 形 成

さ れ た 後 期 更 新 世 の 地 層 で あ り ， こ れ よ り 下 位 の Ｄ ２ ～ Ｄ

４ 層 は 中 期 更 新 世 以 前 の 地 層 と 考 え ら れ る 。  

F-21 断 層 の 東 端 部 に 位 置 す る 三 瓶 港 南 方 で は ，Ｄ １ 層 内

に 南 落 ち 変 位 を わ ず か に 与 え る 高 角 度 の 断 層 が 認 め ら れ る

も の の (第 2.3-16(7)図 )， そ の 東 側 で は 断 層 が 認 め ら れ な

い (第 2.3-16(6)図 )。 ま た ， 東 方 延 長 陸 域 に も 「 活 断 層 詳

細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」(2002) ( 2 4 )等 の 既 存 文 献 に よ る 活 断 層 の

指 摘 は な く ， 第 2.1-1 表 に 基 づ く 空 中 写 真 判 読 に よ っ て も

変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト は 判 読 さ れ な い 。 大 崎 鼻 西 方 沖 で

は ， Ｄ １ 層 以 下 に 南 落 ち 変 位 を 与 え る 高 角 度 の 断 層 が 認 め

ら れ る も の の ，Ｂ 層 の 落 差 は 15m 程 度 で あ る (第 2.3-16(3)

図 )。 F-21 断 層 の 西 端 部 で は ， Ｄ ２ 層 最 下 部 以 下 に 微 小 な

撓 み を 与 え る 高 角 度 の 断 層 が み ら れ る も の の ， こ れ よ り 上

位 の 地 層 に は 変 形 が 認 め ら れ な い (第 2.3-16(9)図 )。  

以 上 よ り ，F-21 断 層 に は ，三 瓶 港 南 方 か ら 日 振 島 北 方 沖

合 い 約 ８ km に 至 る 約 18km の 区 間 で 後 期 更 新 世 以 降 の 活 動

が 認 め ら れ る 。 全 般 に 南 落 ち 変 位 が 優 勢 で ， 直 線 的 な 断 層

分 布 ， さ ら に は 断 層 の 走 向 と 広 域 応 力 場 の 関 係 か ら 横 ず れ

の 卓 越 す る 断 層 運 動 が 推 定 さ れ る 。  

 

c. 深 部 地 下 構 造  

宇 和 海 の 深 部 地 下 構 造 を 把 握 す る た め に 実 施 し た 深 部 地

下 探 査 (エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査 )の 測 線 図 を 第 2.3-17 図 に

示 す 。  

宇 和 海 で は 基 盤 岩 の 深 度 が 全 般 に 浅 い (第 2.3-18(1)図

～ 第 2.3-18(3)図 )。基 盤 岩 は 凹 凸 が 著 し い が ，こ れ を 覆 う

堆 積 層 に よ っ て 海 底 面 は 概 ね 平 坦 と な っ て い る 。  

F-21 断 層 に つ い て ，基 盤 岩 内 部 の 情 報 は 得 ら れ な か っ た

も の の ， 堆 積 層 に 南 落 ち の 変 位 を 与 え る 高 角 の 断 層 と し て

認 め ら れ る こ と か ら ， 基 盤 岩 内 部 で も 高 角 度 と 推 定 さ れ る
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(第 2.3-18(2)図 )。  

 

2.4 四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 総 合 評 価  

半 径 30km 以 遠 を 含 め た 敷 地 周 辺 の 活 断 層 分 布 を 第 2.4-1 図 に  

示 す 。 四 国 北 西 部 で は 中 央 構 造 線 断 層 帯 は 新 居 浜 市 か ら 伊 予 市 を

経 て 西 の 伊 予 灘 を 北 東 － 南 西 走 向 で 通 過 し ， 豊 予 海 峡 北 方 で 別 府

湾 － 日 出 生
ひ じ う

断 層 帯 (地 震 調 査 委 員 会 ， 2005) ( 1 0 7 )に 属 す る 別 府 湾 活

断 層 系 (島 崎 ほ か ， 2000) ( 1 0 8 )と 会 合 す る 。  

地 震 調 査 委 員 会 (2003) ( 1 0 9 )に よ る と ， 中 央 構 造 線 断 層 帯 は ， 近

畿 地 方 の 金 剛
こ ん ご う

山 地 の 東 縁 か ら ， 和 泉 山 脈 の 南 縁 ， 淡 路 島
あ わ じ し ま

南 部 の 海

域 を 経 て ， 四 国 北 部 を 東 西 に 横 断 し ， 伊 予 灘 に 達 す る 長 大 な 断 層

帯 と し て 示 さ れ て い る (第 2.4-2 図 )。 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 全 体 と

し て の 長 さ は 約 360km で ， 右 横 ず れ を 主 体 と す る 。 地 震 調 査 委 員

会 (2003) ( 1 0 9 )は ， 第 2.4-2 図 に 示 す よ う に 中 央 構 造 線 断 層 帯 を ①

金 剛 山 地 東 縁 － 和 泉 山 脈 南 縁 (長 さ 約 66～ 74km)， ② 紀 淡
き た ん

海 峡 －

鳴 門
な る と

海 峡 (長 さ 約 43～ 51km)，③ 讃 岐
さ ぬ き

山 脈 南 縁 － 石 鎚 山 脈 北 縁 東 部

(約 130km)， ④ 石 鎚 山 脈 北 縁 (約 30km)， ⑤ 石 鎚 山 脈 北 縁 西 部 － 伊

予 灘 (約 130km)の ５ つ の 区 間 に 区 分 し ， こ れ ら ５ つ の 区 間 が 個 別

に 活 動 す る 可 能 性 ， 複 数 の 区 間 が 同 時 に 活 動 す る 可 能 性 ， こ れ ら

５ つ の 区 間 と は 異 な る 範 囲 が 活 動 す る 可 能 性 ， さ ら に は 断 層 帯 全

体 が 同 時 に 活 動 す る 可 能 性 も 否 定 で き な い と 評 価 し た 。  

岡 田 (2006) ( 1 1 0 )に よ る と ， 四 国 に お け る 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 最

新 活 動 時 期 は 1596 年 慶 長 伏 見
け い ち ょ う ふ し み

地 震 時 で あ り ，各 断 層 が 短 期 間 に 連

鎖 的 に 別 々 の 地 震 を 発 生 し ， 各 地 区 (断 層 )で 異 な る 地 震 を 引 き 起

こ し た 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る 。個 々 の 地 震 規 模 や 活 動 区 (セ グ メ

ン ト )と の 関 係 な ど の 詳 細 は 今 後 の 重 要 な 課 題 と さ れ て お り ，以 下

で は ， 敷 地 周 辺 を 含 む 四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 (第 2.4-3

図 )に つ い て ， 各 種 調 査 結 果 を 考 慮 し た 総 合 的 な 評 価 を 行 う 。  

 

2.4.1 各 断 層 の 性 状  

四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 調 査 結 果 を 第 2.4-1 表 に 示

す 。 以 下 ， 各 断 層 に つ い て 記 す 。  

   (1) 川 上 － 小 松 断 層 (北 方 断 層 を 含 む ) 

川 上
か わ か み

－ 小 松
こ ま つ

断 層 は ， 東 北 東 － 西 南 西 走 向 で 西 条
さいじょう

市 下 島 山
し も し ま や ま

～

同 小 松
こ ま つ

町 小 松 の 道 前
ど う ぜ ん

平 野 を 通 過 し ， さ ら に 西 南 西 へ 連 続 し て
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山 地 を 越 え ， 松 山 平 野 東 部 の 東 温
と う お ん

市 川 内
か わ う ち

へ 至 る 全 長 約 36km

の 活 断 層 で あ る (中 田・今 泉 編 ，2002) ( 2 4 )。下 島 山 ～ 小 松 で は

沖 積 面 上 に 南 側 低 下 の 低 断 層 崖 と し て 南 方 約 ２ km に 位 置 す

る 岡 村
お か む ら

断 層 と 並 走 し て 直 線 状 に 延 び ， 小 松 付 近 に は 岡 村 断 層

と の 間 に 東 西 走 向 の 分 岐 断 層 が 多 数 見 ら れ る 。 小 松 町 ～ 西 条

市 丹 原
た ん ば ら

町 で は 石 鎚 山 脈 の 北 麓 沿 い に 北 落 ち の 断 層 と し て 直 線

状 に 延 び る 。 さ ら に 南 西 で は 高 縄 山 地 南 麓 を 三 波 川 帯 と 領 家

帯 の 地 質 境 界 に 沿 っ て 約 ２ km 左 屈 曲 (桜 樹
さ く ら ぎ

屈 曲 )し て 松 山 平

野 東 端 部 に 至 る 。 川 上 － 小 松 断 層 は 松 山 平 野 東 端 部 で ２ 方 向

へ 分 岐 し ， 河 谷 を 系 統 的 に 右 横 ず れ さ せ て い る 。 さ ら に 西 方

の 東 温 市 川 内 付 近 で は 北 方
き た が た

断 層 と 呼 ば れ ， 段 丘 面 お よ び 扇 状

地 面 上 に み ら れ る 南 側 低 下 の 低 断 層 崖 が 明 瞭 で あ る 。  

ト レ ン チ 調 査 結 果 か ら ， 川 上 － 小 松 断 層 の 最 新 活 動 時 期 は

９ 世 紀 以 降 ， １ つ 前 の 活 動 時 期 は １ ～ ８ 世 紀 ， ２ つ 前 の 活 動

時 期 は 4,900 年 前 ～ ３ 世 紀 と さ れ て お り ， 平 均 活 動 間 隔 は 約

1,000 ～ 1,400 年 と 求 め ら れ て い る ( 地 震 調 査 委 員 会 ，

2003) ( 1 0 9 )。  

１ 回 当 た り の 横 ず れ 変 位 量 は 約 ４ m と さ れ て お り (堤・後 藤 ，

2006) ( 9 1 )， 地 震 調 査 委 員 会 (2003) ( 1 0 9 )の 平 均 活 動 間 隔 に 基 づ

き 試 算 す る と ， 横 ず れ 変 位 速 度 は 2.8～ 4mm/yr と 見 積 も ら れ

る 。  

    

(2) 重 信 断 層  

重 信
し げ の ぶ

断 層 は 東 北 東 － 西 南 西 走 向 で 松 山 平 野 東 部 の 東 温 市  

重 信 ～ 松 山 市 高 井 町
た か い ま ち

に 連 続 す る 全 長 約 ６ km の 活 断 層 で あ り ，

沖 積 面 を 南 落 ち に 変 位 さ せ る 直 線 的 な 低 断 層 崖 が 見 ら れ る

(中 田・今 泉 編 ，2002) ( 2 4 )。重 信 断 層 東 端 と 川 上 － 小 松 断 層 (北

方 断 層 )の 西 端 の 間 ，重 信 断 層 西 端 と 伊 予 断 層 東 端 の 間 は 断 層

不 連 続 部 (ギ ャ ッ プ )と な っ て い る が ， 当 該 区 間 に は 活 断 層 詳

細 デ ジ タ ル マ ッ プ (2002) ( 2 4 )に よ っ て 部 分 的 に 推 定 活 断 層 が

示 さ れ て い る 。 当 該 区 間 で は 厚 い 堆 積 層 に よ っ て 変 位 地 形 が

不 明 瞭 と な っ て い る 可 能 性 が 高 い 。  

ト レ ン チ 調 査 結 果 か ら ，重 信 断 層 の 最 新 活 動 時 期 は 11 世 紀

以 降 と さ れ ， 6,200 年 前 ～ 最 新 活 動 時 期 に 少 な く と も １ 回 の

活 動 が あ っ た 可 能 性 が あ る と 評 価 さ れ て い る (地 震 調 査 委 員
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会 ， 2003) ( 1 0 9 )。 ま た ， 平 均 活 動 間 隔 は 愛 媛 県 (2000) ( 1 1 1 )に よ

っ て 3,500～ 4,000 年 と 推 定 さ れ て い る が ，活 動 の 見 落 と し の

可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る (吉 岡 ほ か ， 2005) ( 3 6 )。  

１ 回 当 た り の 横 ず れ 変 位 量 は 約 2.5m と さ れ て お り (堤 ・ 後

藤 ， 2006) ( 9 1 )， 愛 媛 県 (2000) ( 1 1 1 )の 平 均 活 動 間 隔 に 基 づ き 試

算 す る と ，横 ず れ 変 位 速 度 は 0.6～ 0.7mm/yr と 見 積 も ら れ る 。 

重 信 断 層 を 横 断 す る 反 射 法 地 震 探 査 に よ る と 和 泉 層 群 に 約

400m 超 の 標 高 差 が あ り ，東 西 に 位 置 す る 川 上 － 小 松 断 層 と 伊

予 断 層 の 運 動 に よ っ て ， プ ル ア パ ー ト ベ ー ズ ン を 伴 っ た 引 張

性 右 オ ー バ ー ス テ ッ プ 構 造 が 形 成 さ れ て い る (池 田 ほ か ，

2003 ( 1 1 2 )； 大 野 ほ か ， 2005 ( 1 1 3 ) )。  

    

(3) 伊 予 断 層 (米 湊 断 層 ，本 郡 断 層 ，伊 予 セ グ メ ン ト を 含 む ) 

伊 予 断 層 は 北 東 － 南 西 走 向 で ， 伊 予 市 八 倉 ～ 同 双 海 町 高 野

川 に 連 続 す る 全 長 約 14km の 活 断 層 で あ り ，谷 上 山
た が み さ ん

～ 明 神 山 に

至 る 山 地 の 北 麓 を 通 過 す る (中 田・今 泉 編 ，2002) ( 2 4 )。河 川 あ

る い は 谷 の 系 統 的 右 屈 曲 が 明 瞭 で あ る が 縦 ず れ 変 位 の 向 き

(落 ち 方 向 )は 区 間 ご と で 異 な り ， 東 部 で 北 西 落 ち ， 西 部 で 南

東 落 ち で あ る 。 ま た ， 北 東 端 で は ３ 方 向 に 分 岐 し て い る 。  

米 湊
こ み な と

断 層 は ， 伊 予 断 層 の 約 1.5km 北 西 の 伊 予 市 米 湊 に 見 ら

れ る 全 長 約 ３ km の 活 断 層 で あ り ，北 東 － 南 西 走 向 で 北 西 下 り

の 撓 曲 崖 と し て 確 認 さ れ る (中 田・今 泉 編 ，2002) ( 2 4 )。本 郡
ほ ん ぐ

断

層 は ， 伊 予 市 本 郡 に 南 東 側 低 下 の 逆 向 き 低 崖 と し て 認 め ら れ

(岡 田 ほ か ，1998) ( 2 6 )，米 湊 断 層 と 伊 予 断 層 の 間 で こ れ ら と 並

行 し て 北 東 － 南 西 走 向 に 約 800m に わ た り 追 跡 さ れ る 。こ れ ら

の 断 層 は 地 下 深 部 で 主 断 層 で あ る 伊 予 断 層 に 収 斂 す る (池 田

ほ か ， 2005) ( 9 2 )。  

伊 予 灘 東 端 部 の 高 野 川 ～ 伊 予 市 双 海 町 下 灘
し も な だ

沖 に は ， 七 山 ほ

か (2002)  ( 4 4 )に よ っ て 伊 予 セ グ メ ン ト と 呼 称 さ れ た 北 東 － 南

西 方 向 に 雁 行 配 列 す る 断 層 群 が 全 長 約 ９ km に 亘 っ て 連 な る 。

南 落 ち 断 層 群 と 北 落 ち 断 層 群 に 挟 ま れ た 地 溝 が 形 成 さ れ て お

り ，横 ず れ 断 層 に 特 徴 的 な“ 引 き ず り 込 み 構 造 ”が み ら れ る (小

川 ほ か ，1992) ( 1 1 4 )。伊 予 セ グ メ ン ト を 構 成 す る 断 層 の 多 く は

直 線 性 が 高 く ， 現 海 底 面 に も 変 位 を 与 え て い る (七 山 ほ か ，

2002)  ( 4 4 )。 伊 予 セ グ メ ン ト は ， 陸 域 の 伊 予 断 層 へ 連 続 す る こ
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と が 示 さ れ て い る の で (池 田 ほ か ，2005) ( 9 2 )，こ れ ら を 総 称 し

て 伊 予 断 層 と し て 扱 う 。  

伊 予 断 層 に つ い て は ， ト レ ン チ 調 査 結 果 か ら ， 過 去 １ 万 年

間 に 14 世 紀 以 降 ，約 2,000～ 3,500 年 前 頃 ，3,500～ 7,000 年

前 お よ び 7,000 年 前 以 前 と い っ た 時 期 に ４ 回 の 断 層 活 動 が 推

定 さ れ て お り (池 田 ほ か ，2005) ( 9 2 )，こ れ に 基 づ い て 平 均 活 動

間 隔 は 2,500 年 程 度 と 見 積 も ら れ る 。  

伊 予 断 層 に お け る １ 回 当 た り の 横 ず れ 変 位 量 は 約 ２ m と さ

れ て お り (堤・後 藤 ，2006) ( 9 1 )，前 記 の 平 均 活 動 間 隔 に 基 づ き

試 算 す る と ，横 ず れ 変 位 速 度 は 0.8mm/yr と 見 積 も ら れ る 。ま

た ， 後 藤 (1996) ( 1 1 5 )は 河 谷 の 屈 曲 量 と 段 丘 面 の 年 代 か ら 横 ず

れ 変 位 速 度 と し て 1.3～ 1.6mm/yr を 示 し て い る 。 な お ， 伊 予

市 双 海 町 上 灘 沖 で は 海 上 音 波 探 査 と 海 底 ボ ー リ ン グ を 併 用 し

た 調 査 が 実 施 さ れ ， １ 回 当 た り 約 ２ m の 鉛 直 変 位 量 が 推 定 さ

れ て い る (大 塚 ほ か ， 2001) ( 1 0 3 )。  

    

(4) 串 沖 引 張 性 ジ ョ グ  

串 沖 引 張 性
くしおきいんちょうせい

ジ ョ グ は 伊 予 市 双 海 町 串 ～ 大 洲 市 長 浜 町 長 浜 の

沖 合 い 約 ５ km で 東 方 の 伊 予 断 層 か ら 連 な る 南 落 ち 断 層 群 が

約 ３ km 右 屈 曲 し な が ら 全 体 と し て は 北 東 － 南 西 方 向 に 雁 行

配 列 す る 長 さ 約 13km の 領 域 で あ る (七 山 ほ か ， 2002) ( 4 4 )。 当

該 領 域 に お い て ， 串 ～ 長 浜 町 喜 多 灘
き た な だ

の 沿 岸 部 に は 北 落 ち 断 層

群 が 直 線 的 に 延 び ， さ ら に 長 浜 の 沿 岸 部 か ら 沖 合 い の 南 落 ち

断 層 へ 向 か っ て 東 西 走 向 の 短 い 断 層 群 が 多 数 連 な る 。 こ こ で

は 西 向 き の 分 岐 と 東 向 き の 分 岐 が 向 き 合 っ て お り ， こ れ ら の

断 層 群 に 囲 ま れ た 領 域 に は 広 い 沈 降 域 が 形 成 さ れ て い る 。  

東 方 の 伊 予 断 層 と の 境 界 付 近 に お い て ， 海 上 音 波 探 査 と 海

底 ボ ー リ ン グ を 併 用 し た 調 査 結 果 か ら ， 約 6,000 年 前 以 降 に

１ ～ ２ 回 ，約 10,000 年 前 に １ 回 の 断 層 活 動 が 推 定 さ れ て お り

(大 塚 ほ か ， 2002) ( 1 0 4 )， こ れ に 基 づ い て 活 動 間 隔 は 3,300～

5,000 年 程 度 と 見 積 も ら れ る 。 横 ず れ 変 位 量 に 関 す る デ ー タ

は 得 ら れ て い な い 。  

エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査 (第 2.3-13(1)図 )お よ び 屈 折 法 地 震

探 査 (第 2.3-14(1)図 )に よ る と ，基 盤 で あ る 和 泉 層 群 に 数 百 m

あ る い は そ れ 以 上 の 標 高 差 が あ る と 推 定 さ れ ， 東 温 市 重 信 に
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見 ら れ る プ ル ア パ ー ト ベ ー ズ ン を 伴 っ た 引 張 性 右 オ ー バ ー ス

テ ッ プ 構 造 (池 田 ほ か ， 2003) ( 1 1 2 )と 類 似 の 構 造 が 形 成 さ れ て

い る 。  

    

(5) 伊 予 灘 セ グ メ ン ト  

大 洲 市 長 浜 町 ～ 伊 方 町 三 崎 の 沖 合 い ５ ～ ８ km に は ，七 山 ほ

か (2002)  ( 4 4 )に よ っ て 伊 予 灘 セ グ メ ン ト と 呼 称 さ れ た 北 東 －

南 西 方 向 に 雁 行 配 列 す る 断 層 群 が ， 伊 方 町 伊 方 越 沖 で 約 １ km

右 屈 曲 し つ つ ，全 長 約 42km に 亘 っ て ほ ぼ 直 線 状 に 連 な る 。伊

方 越 沖 の 右 屈 曲 部 で は 西 向 き の 分 岐 と 東 向 き の 分 岐 が 向 き 合

っ て お り ， エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査 ( 第 2.3-13(2) 図 ， 第

2.3-13(3)図 )に よ る と ， こ れ ら の 断 層 群 に 囲 ま れ た 領 域 に は

地 溝 状 の 沈 降 域 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た ， 西 端 部 に も 西 向 き

の 分 岐 が み ら れ る 。 伊 予 灘 セ グ メ ン ト は 南 落 ち 断 層 群 と 北 落

ち 断 層 群 か ら 構 成 さ れ ，北 縁 が 南 落 ち 断 層 の 区 間 に は 地 溝 が ，

北 縁 が 北 落 ち 断 層 の 区 間 に は 断 層 バ ル ジ が 形 成 さ れ て い る 。

伊 予 灘 セ グ メ ン ト を 構 成 す る 断 層 は 直 線 的 な も の が 多 く ， 活

動 履 歴 は 明 ら か で な い が ， 伊 予 断 層 と 同 様 に 横 ず れ 構 造 が 卓

越 し て 現 海 底 面 に も 明 瞭 な 変 位 を 与 え て い る (七 山 ほ か ，

2002)  ( 4 4 )。 横 ず れ 変 位 量 に 関 す る デ ー タ は 得 ら れ て い な い 。 

    

(6) 三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ  

三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ は 伊 方 町 三 崎 沖 約 ６ km で 東 方 の 伊 予

灘 セ グ メ ン ト か ら 連 な る 南 落 ち 断 層 群 が 約 ４ km 右 屈 曲 し な

が ら 北 東 － 南 西 方 向 に 雁 行 配 列 し ， 西 方 の 豊 予 海 峡 北 方 へ 至

る 長 さ 約 13km の 領 域 で あ る (七 山 ほ か ， 2002) ( 4 4 )。 ま た ， そ

の 南 側 約 ５ km に 北 落 ち 断 層 群 が 同 じ く 北 東 － 南 西 走 向 で 北

方 の 南 落 ち 断 層 群 と 向 き 合 っ て い る 。 こ こ で は 西 向 き の 分 岐

と 東 向 き の 分 岐 が 向 き 合 っ て お り ， こ れ ら の 断 層 群 に 囲 ま れ

た 領 域 に は 広 い 沈 降 域 が 形 成 さ れ て い る 。 三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ

グ の 活 動 履 歴 は 得 ら れ て い な い が ， 現 海 底 面 に 変 位 を 与 え て

い る (七 山 ほ か ，2002) ( 4 4 )。横 ず れ 変 位 量 に 関 す る デ ー タ は 得

ら れ て い な い 。  

エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査 (第 2.3-13(5)図 )に よ る と ， 新 第 三

紀 ～ 第 四 紀 の 堆 積 物 が 地 下 深 部 ほ ど 大 き く 向 斜 状 に 撓 ん だ 深



 

 Ⅲ-36

い ベ ー ズ ン が 形 成 さ れ て い る 。  

    

(7) 豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト  

豊 予 海 峡 北 方 ～ 佐 賀 関 沖 に は ，七 山 ほ か (2002) ( 4 4 )に よ っ て

豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト と 呼 称 さ れ た 北 東 － 南 西 方 向 に 並 走 配 列

す る 断 層 群 が 全 長 約 23km に 亘 っ て 直 線 的 に 連 な る 。豊 予 海 峡

セ グ メ ン ト は 南 落 ち と 北 落 ち の 短 い 断 層 群 か ら 構 成 さ れ ， 一

部 に 横 ず れ 構 造 を 伴 う 断 層 も み ら れ る が ， 全 般 に 北 落 ち の 正

断 層 変 位 を 示 す 断 層 が 多 い 。 三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ 以 東 の 中 央

構 造 線 断 層 帯 は 領 家 帯 と 三 波 川 帯 の 境 界 (以 下 ，「 R/S 境 界 」

と 称 す 。)の ほ ぼ 直 上 に 分 布 し て 地 溝 ，断 層 バ ル ジ を 形 成 す る

の に 対 し て ， 豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト を 構 成 す る 断 層 群 は 由 佐 ほ

か (1992) ( 1 1 6 )に よ る と R/S 境 界 よ り も 南 方 に 分 布 し ， 北 西 方

か ら 豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト へ 向 か っ て 東 西 走 向 で 連 な る 別 府 湾

活 断 層 系 (島 崎 ほ か ， 2000) ( 1 0 8 )と R/S 境 界 の 直 上 付 近 で 会 合

す る 。 ま た ， 明 瞭 な 地 溝 ， 断 層 バ ル ジ は 見 ら れ な い 。  

七 山 ほ か (2002) ( 4 4 )に よ る と ，豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト に は ，正

断 層 的 な 構 造 を 伴 う 断 層 と 横 ず れ 構 造 を 伴 う 断 層 が 混 在 し ，

完 新 統 や 海 底 面 に 変 位 を 及 ぼ し て い な い も の が 多 く ， 活 動 性

が 伊 予 断 層 や 伊 予 灘 セ グ メ ン ト よ り も 低 い こ と が 示 唆 さ れ て

い る 。横 ず れ 変 位 量 に 関 す る デ ー タ は 得 ら れ て い な い 。ま た ，

地 震 調 査 委 員 会 （ 2005） ( 1 0 7 )は ， 豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト を 別 府

湾 － 日 出 生 断 層 帯 に 含 め て 評 価 し て い る 。  

 

2.4.2 セ グ メ ン ト 区 分  

中 央 構 造 線 断 層 帯 の よ う な 長 大 な 断 層 は 同 時 に 全 体 が 活 動 す

る の で は な く ， 幾 つ か の 区 間 (セ グ メ ン ト )に 分 割 し て 活 動 す る

と 考 え ら れ て い る (松 田 ， 1990) ( 1 1 7 )。  

長 大 活 断 層 系 の セ グ メ ン ト 区 分 に つ い て は ，「 原 子 力 発 電 所 の

活 断 層 系 評 価 技 術  － 長 大 活 断 層 系 の セ グ メ ン テ ー シ ョ ン － 」

(土 木 学 会 ， 2003) ( 1 1 8 )に そ の 考 え 方 が 示 さ れ て い る 。 こ れ に よ

る と ， 歴 史 地 震 の 破 壊 区 間 に 基 づ く 地 震 セ グ メ ン ト ， 断 層 形 態

や 地 質 ， 地 質 構 造 の 特 徴 等 に 基 づ く 幾 何 学 的 ， 地 質 ・ 構 造 地 質

学 的 セ グ メ ン ト ， 断 層 の 挙 動 ， 活 動 履 歴 等 に 基 づ く 挙 動 セ グ メ

ン ト に つ い て ， セ グ メ ン ト 区 分 の 基 準 が 示 さ れ て い る 。  
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こ こ で は ， 既 往 文 献 に よ っ て 提 唱 さ れ た 中 央 構 造 線 断 層 帯 の

セ グ メ ン ト 区 分 案 を 整 理 す る と と も に ， 地 震 セ グ メ ン ト ， 幾 何

学 的 ， 地 質 ・ 構 造 地 質 学 的 セ グ メ ン ト ， 挙 動 セ グ メ ン ト に つ い

て 個 別 に 評 価 し た 上 で ， 地 震 を 繰 り 返 し 発 生 さ せ る 最 小 単 位 と

の 観 点 か ら ， 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 活 動 セ グ メ ン ト を 評 価 す る 。

特 に 幾 何 学 的 ，地 質・構 造 地 質 学 的 セ グ メ ン ト の 区 分 に 際 し て ，

杉 山 (2003) ( 1 1 9 )や 中 田 ・ 後 藤 (1998) ( 1 2 0 )が 指 摘 し た 断 層 の 分 岐 ，

屈 曲 な ど に 着 目 し た 区 分 を 行 う 。  

    

(1) 既 往 文 献 に よ る セ グ メ ン ト 区 分 の 整 理  

地 震 調 査 委 員 会 (2003 ( 1 0 9 )；2005 ( 1 0 7 ) )を 含 め ，既 往 文 献 に 示

さ れ た 四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 の セ グ メ ン ト 区 分 を 第

2.4-4 図 に 示 す 。  

岡 田 (1992) ( 1 2 1 )は ， 活 断 層 の 分 布 形 態 ， 特 に 横 「 し 」 の 字

状 構 造 を 重 視 し ， 松 山 平 野 東 部 (東 温 市 重 信 周 辺 )の 断 層 不 連

続 部 と 伊 予 断 層 南 西 端 で セ グ メ ン ト 区 分 し た 。 伊 予 灘 で は 全

域 に お け る 海 底 活 断 層 は ま だ 解 明 さ れ て お ら ず ， 細 か く セ グ

メ ン ト に 分 け る の は 困 難 と し つ つ 海 域 の 断 層 群 全 体 を １ つ の

セ グ メ ン ト と し て 取 り 扱 っ て い る 。ま た ，Tsutsumi and Okada 

(1996) ( 1 2 2 )も こ の セ グ メ ン ト 区 分 を 支 持 し た 。  

露 口 ほ か (1996) ( 5 8 )は ，伊 予 灘 で ソ ノ プ ロ ー ブ を 音 源 と す る

海 底 下 浅 部 に お い て の 高 分 解 能 音 波 探 査 を 行 い ， 活 断 層 分 布

や 浅 層 の 地 質 構 造 を 把 握 し ， 特 異 な 隆 起 地 形 と し た 八 幡 浜 市

保 内 町 喜 木 津 沖 の 構 造 で セ グ メ ン ト 区 分 し た 。 さ ら に ， 佃

(1996) ( 1 2 3 )は ，伊 予 灘 で は 露 口 ほ か (1996) ( 5 8 )の 区 分 を 踏 襲 し ，

陸 域 で は 重 信 川 の 沈 降 域 で 示 さ れ る 引 張 性 バ リ ア で セ グ メ ン

ト 区 分 し た 。 一 方 ， 大 野 ほ か (1997) ( 1 0 6 )は ， 伊 予 灘 の 浅 部 地

下 構 造 の み で な く 深 部 地 下 構 造 も 併 せ た 検 討 を 行 い ， 露 口 ほ

か (1996) ( 5 8 )が 指 摘 し た 隆 起 地 形 が そ の 箇 所 の み の 特 異 な 構

造 で は な い こ と を 示 し ， む し ろ 伊 予 市 双 海 町 串 沖 の 引 張 性 バ

リ ア で セ グ メ ン ト 区 分 す る の が 妥 当 と し た 。  

川 上 断 層 と 伊 予 断 層 の 間 に 重 信 断 層 (後 藤 ほ か ，1999) ( 1 2 4 )，

川 上 断 層 東 方 延 長 に 小 松 断 層 (後 藤 ・ 中 田 ， 1998) ( 1 2 5 )を 認 め

た 中 田 ・ 後 藤 (1998) ( 1 2 0 )は ， 四 国 東 部 か ら 伊 予 灘 に 至 る 中 央

構 造 線 断 層 帯 の 縦 ず れ 変 位 パ タ ー ン に 着 目 し て 桜 樹 屈 曲 ， 伊
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予 市 市 場
い ち ば

で セ グ メ ン ト 区 分 し た 。  

七 山 ほ か (2002) ( 4 4 )は ，ソ ノ プ ロ ー ブ お よ び ジ オ パ ル ス を 音

源 と す る 高 分 解 能 音 波 探 査 を 実 施 し た 上 で 既 往 の 音 波 探 査 記

録 を 総 括 し て 伊 予 灘 に お け る 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 詳 細 な 分 布

を 明 ら か に し ， 串 沖 の 串 沖 引 張 性 ジ ョ グ お よ び 伊 方 町 三 崎 沖

の 三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ で セ グ メ ン ト 区 分 し た 。  

吉 岡 ほ か (2005) ( 3 6 )は ，活 断 層 の 分 布 形 態 ，活 動 履 歴 ，単 位

変 位 量 と セ グ メ ン ト 長 の 関 係 等 を 考 慮 し ， 桜 樹 屈 曲 付 近 ， 松

山 市 森 松 町
も り ま つ ま ち

付 近 ， 串 沖 ， 伊 方 町 伊 方 越 沖 ， 三 崎 沖 で セ グ メ ン

ト 区 分 し た 。吉 岡 ほ か (2005) ( 3 6 )は 全 国 の 活 断 層 を 一 律 の 基 準

で セ グ メ ン ト 区 分 し た も の で あ り ， 四 国 北 西 部 に お け る 中 央

構 造 線 断 層 帯 の セ グ メ ン ト 区 分 に つ い て ， 根 拠 は 明 確 に 示 さ

れ て い な い 。海 域 で は 七 山 ほ か (2002) ( 4 4 )の セ グ メ ン ト 区 分 を

基 本 と し つ つ ， セ グ メ ン ト 長 等 を 考 慮 し て 伊 方 越 沖 の 右 屈 曲

部 付 近 で セ グ メ ン ト 区 分 し た も の と 考 え ら れ る 。  

    

(2) 地 震 セ グ メ ン ト の 評 価  

岡 田 (2006) ( 1 1 0 )に よ る と ， 1596 年 ９ 月 １ 日 に 最 初 に 川 上 －

小 松 断 層 が 活 動 し ， 次 い で ９ 月 ４ 日 に 別 府 湾 内 の 活 断 層 帯 が

動 き ， さ ら に ９ 月 ５ 日 に 六 甲
ろ っ こ う

・ 淡 路 島 や 有 馬
あ り ま

－ 高 槻
た か つ き

断 層 帯 が

活 動 し て 慶 長 伏 見 地 震 を 引 き 起 こ し た と さ れ ， ほ ぼ 四 国 全 域

の 中 央 構 造 線 断 層 帯 が ９ 月 １ 日 か ら ５ 日 に か け て 連 鎖 的 に 活

動 し た 可 能 性 が 大 き い と さ れ る 。し か し な が ら ，16 世 紀 末 は

戦 国 時 代 末 期 の 動 乱 期 で 歴 史 資 料 が 極 め て 不 備 な こ と も 相 ま

っ て ， ど の 程 度 の 規 模 の 地 震 が ど の 活 断 層 か ら 発 生 し た の か

現 状 で は 結 論 を 出 す に は 至 っ て い な い 。  

    

(3) 幾 何 学 的 ， 地 質 ・ 構 造 地 質 学 的 セ グ メ ン ト の 評 価  

土 木 学 会 (2003) ( 1 1 8 )に よ る と ， 幾 何 学 的 ， 地 質 ・ 構 造 地 質

学 的 セ グ メ ン ト 区 分 の 基 準 と し て ， 断 層 の 屈 曲 ， 断 層 の 分 岐

お よ び 他 の 断 層 と の 交 差 ， 第 四 紀 堆 積 盆 ， 断 層 の 変 位 セ ン ス

お よ び 変 位 速 度 等 が 示 さ れ て い る 。 な お ， 断 層 の 分 岐 ， 屈 曲

に よ る セ グ メ ン ト 区 分 に 関 し て は ， 杉 山 (2003) ( 1 1 9 )や 中 田 ・

後 藤 (1998) ( 1 2 0 )と 同 様 で あ る 。  

 a. 断 層 の 屈 曲  
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四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 は ４ 箇 所 で 右 屈 曲 し ， １

箇 所 で 左 屈 曲 し て い る 。 右 屈 曲 は 東 温 市 重 信 （ 屈 曲 量 約 ４

km）， 伊 予 市 双 海 町 串 沖 （ 同 約 ３ km）， 伊 方 町 伊 方 越 沖 （ 同

約 １ km），伊 方 町 三 崎 沖（ 同 約 ４ km）に み ら れ ，左 屈 曲 は 桜

樹 屈 曲 （ 同 約 ２ km） に み ら れ る 。 中 央 構 造 線 断 層 帯 が 右 横

ず れ 断 層 で あ る こ と か ら ， 右 屈 曲 は 引 張 性 ジ ョ グ ， 左 屈 曲

は 圧 縮 性 ジ ョ グ と 位 置 付 け ら れ る 。 以 下 ， 重 信 の 右 屈 曲 を

重 信 引 張 性 ジ ョ グ ， 伊 方 越 沖 の 右 屈 曲 を 伊 方 沖 引 張 性 ジ ョ

グ と 呼 称 す る 。  

 

 b. 断 層 の 分 岐 お よ び 他 の 断 層 と の 交 差  

四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 に お い て ， 前 述 の 引 張 性

ジ ョ グ に 対 応 す る 東 温 市 重 信 ， 伊 予 市 双 海 町 串 沖 ， 伊 方 町

伊 方 越 沖 ， 伊 方 町 三 崎 沖 で 西 向 き の 分 岐 と 東 向 き の 分 岐 が

向 き 合 っ て い る 。 こ れ ら は 中 田 ・ 後 藤 (1998) ( 1 2 0 )が セ グ メ

ン ト 境 界 を 推 定 す る 有 力 な 指 標 と し た ， 断 層 線 が 互 い に 近

づ く 方 向 に 向 か っ て 枝 分 か れ し 対 置 す る 領 域 に 相 当 す る 。  

川 上 － 小 松 断 層 の 東 部 ， 西 条 市 小 松 町 小 松 付 近 で も 中 央

構 造 線 断 層 帯 に 属 す る 岡 村 断 層 と の 間 に 分 岐 断 層 が 見 ら れ ，

小 松 よ り 東 方 で は 岡 村 断 層 と 10km 以 上 の 区 間 に 亘 っ て 並

走 す る 。 ま た ， 豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト は 北 西 方 の 別 府 湾 活 断

層 系 と R/S 境 界 の 直 上 付 近 で 会 合 す る（ 由 佐 ほ か ，1992) ( 1 1 6 )。 

  

c. 第 四 紀 堆 積 盆  

四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 に 沿 っ て ， 重 信 引 張 性 ジ

ョ グ ， 串 沖 引 張 性 ジ ョ グ ， 三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ に 顕 著 な 第

四 紀 堆 積 盆 が 形 成 さ れ て い る 。 重 信 引 張 性 ジ ョ グ と 串 沖 引

張 性 ジ ョ グ で は 和 泉 層 群 上 面 に 数 百 m 以 上 の 標 高 差 が あ り ，

ハ ー フ グ ラ ー ベ ン 状 の プ ル ア パ ー ト ベ ー ズ ン が 形 成 さ れ て

い る 。ま た ，三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ で は 幅 約 ５ km の 第 四 紀 堆

積 盆 が 形 成 さ れ ， 新 第 三 紀 ～ 第 四 紀 の 堆 積 物 が 地 下 深 部 ほ

ど 大 き く 向 斜 状 に 撓 ん で い る 。 な お ， 伊 方 沖 引 張 性 ジ ョ グ

に お い て も ， こ れ ら に 比 較 す る と 小 規 模 な が ら 地 溝 状 の 第

四 紀 堆 積 盆 が 形 成 さ れ て い る 。  
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d. 断 層 の 変 位 セ ン ス お よ び 変 位 速 度  

四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 は 右 横 ず れ の 卓 越 す る  

活 断 層 で あ る が ， 三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ の 西 に 位 置 す る 豊 予

海 峡 セ グ メ ン ト で は 北 落 ち の 正 断 層 成 分 が 優 勢 で あ る 。 三

崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ よ り 東 で は ， 中 央 構 造 線 断 層 帯 の 右 横 ず

れ に 伴 い ， 南 落 ち の 断 層 と 北 落 ち の 断 層 が 交 互 に 現 れ る 。  

横 ず れ 変 位 速 度 は ， 川 上 － 小 松 断 層 で 2.8～ 4.0mm/yr 

と 評 価 さ れ る の に 対 し て ， 伊 予 断 層 で は 0.8～ 1.6mm/yr と

小 さ く ， 重 信 引 張 性 ジ ョ グ を 境 に 顕 著 な 差 が 認 め ら れ る 。

伊 予 灘 で は 横 ず れ 変 位 速 度 の 情 報 は 得 ら れ て い な い 。  

  

e. 評 価  

ジ ョ グ の 規 模 等 を 重 視 し ， 重 信 引 張 性 ジ ョ グ ， 串 沖 引 張

性 ジ ョ グ お よ び 三 崎 沖 引 張 性 ジ ョ グ を ， 幾 何 学 的 ， 地 質 ・

構 造 地 質 学 的 セ グ メ ン ト の 境 界 と し て 評 価 す る 。 な お ， 伊

方 沖 引 張 性 ジ ョ グ も ， こ れ ら に 準 じ る 構 造 と 評 価 さ れ る 。  

    

(4) 挙 動 セ グ メ ン ト の 評 価  

土 木 学 会 (2003) ( 1 1 8 )に よ る と ， 挙 動 セ グ メ ン ト 区 分 の 基 準

と し て ， 古 地 震 の 破 壊 区 間 ， 平 均 活 動 間 隔 ， イ ベ ン ト 時 の 断

層 変 位 量 等 が 示 さ れ て い る 。  

  

a. 古 地 震 の 破 壊 区 間 ， 平 均 活 動 間 隔  

中 央 構 造 線 断 層 帯 全 体 の 活 動 履 歴 を 検 討 し た 地 震 調 査  

委 員 会 (2003) ( 1 0 9 )は ，四 国 北 西 部 の 最 新 活 動 時 期 は 16 世 紀 ，

一 つ 前 の 活 動 は ２ 世 紀 以 降 ８ 世 紀 以 前 で ， 重 信 断 層 以 西 に

は 及 ん で い な い 可 能 性 も あ る と 評 価 し て い る 。  

最 新 活 動 で あ る 16 世 紀 の 活 動 に つ い て は ， 岡 田

(2006) ( 1 1 0 )が 指 摘 す る よ う に ， 短 期 間 に 各 断 層 が 連 鎖 的 に

別 々 の 地 震 を 発 生 さ せ た 可 能 性 が 高 い が ， 古 地 震 学 的 な 調

査 か ら 個 々 の 破 壊 区 間 を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る 。  

四 国 北 西 部 陸 域 の 一 つ 前 の 活 動 に つ い て み る と ， 川 上 －

小 松 断 層 で は １ ～ ８ 世 紀 ， 伊 予 断 層 で は ２ ～ 3.5 千 年 前 で

あ り ， 平 均 活 動 間 隔 は 前 者 で 1,000～ 1,400 年 ， 後 者 で 約

2,500 年 と 大 き く 異 な る 。 両 断 層 の 間 に 位 置 す る 重 信 断 層
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に つ い て は ， 活 動 の 見 落 と し の 可 能 性 も 指 摘 さ れ て い る こ

と か ら 厳 密 な 議 論 は で き な い が ， 川 上 － 小 松 断 層 や 伊 予 断

層 よ り も 活 動 回 数 が 少 な く ， 平 均 活 動 間 隔 が 長 い 可 能 性 が

あ る 。  

伊 予 灘 で は ， 伊 予 断 層 よ り も 串 沖 引 張 性 ジ ョ グ の 活 動 回

数 が 少 な く ， 伊 予 断 層 が 起 こ し た 地 震 の 中 に は 断 層 破 壊 が

串 沖 引 張 性 ジ ョ グ に 及 ば な か っ た も の が あ る と 推 定 さ れ て

い る (大 塚 ほ か ， 2002) ( 1 0 4 )。  

豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト は ， 完 新 統 や 海 底 面 に 変 位 を 及 ぼ し

て い な い も の が 多 く ， 活 動 性 が 伊 予 断 層 や 伊 予 灘 セ グ メ ン

ト よ り も 低 い こ と が 示 唆 さ れ て お り (七 山 ほ か ， 2002) ( 4 4 )，

平 均 活 動 間 隔 が 長 い 可 能 性 が あ る 。  

  

b. イ ベ ン ト 時 の 断 層 変 位 量  

堤・後 藤 (2006) ( 9 1 )は ，四 国 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 に 沿 う 約

30 地 点 で ，最 新 活 動 お よ び そ れ 以 前 の 地 震 に 伴 う 横 ず れ 変

位 量 を 調 査 し ， 地 震 ご と に 破 壊 領 域 が 変 わ る と し て も ， 断

層 ご と に 固 有 の 変 位 量 を も つ 傾 向 が 認 め ら れ る こ と を 報 告

し て い る 。 こ れ に よ る と ， 四 国 北 西 部 陸 域 に 分 布 す る 中 央

構 造 線 断 層 帯 各 断 層 の 横 ず れ 変 位 量 は ， 川 上 － 小 松 断 層 の

約 ４ m に 対 し て ， 重 信 断 層 は 約 2.5m， 伊 予 断 層 は 約 ２ m と

さ れ て お り ， 重 信 断 層 お よ び 伊 予 断 層 は ， 川 上 － 小 松 断 層

よ り も 明 ら か に 横 ず れ 変 位 量 が 小 さ い 。 伊 予 灘 セ グ メ ン ト

の 横 ず れ 変 位 量 は 堤・後 藤 (2006) ( 9 1 )に 示 さ れ て い な い も の

の ， 四 国 中 東 部 で ５ ～ ７ m の 横 ず れ 変 位 量 が 示 さ れ て い る

の に 対 し て ， 重 信 断 層 お よ び 伊 予 断 層 の 位 置 す る 西 方 へ 向

か っ て 変 位 量 を 減 じ て お り ， 伊 予 断 層 で の 約 ２ m を 考 慮 す

る と ， 伊 予 灘 セ グ メ ン ト は 伊 予 断 層 と 同 程 度 あ る い は そ れ

以 下 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

ま た ， 杉 山 (2003) ( 1 1 9 )は ， イ ベ ン ト 時 の 断 層 変 位 量 は 各

セ グ メ ン ト 内 で 一 様 で は な く ， 破 壊 の 終 息 域 あ る い は 一 時

停 止 域 と な る ジ ョ グ で 小 さ く ， そ の 手 前 に 他 よ り 大 き く 滑

る 領 域 ， 即 ち 浅 部 ア ス ペ リ テ ィ が 出 現 す る こ と を 報 告 し て

い る 。 四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 で は ， 後 藤 ・ 中 田

(2000) ( 1 2 6 )が 河 谷 の 屈 曲 率 と 横 ず れ 変 位 速 度 の 分 布 を 検 討
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し ， 桜 樹 屈 曲 で 河 谷 の 屈 曲 率 が や や 小 さ い こ と ， 重 信 断 層

－ 伊 予 断 層 間 で 横 ず れ 変 位 速 度 が 小 さ い こ と を 示 し て い る 。

こ れ ら の 地 点 は ジ ョ グ と 対 応 し て お り ， 四 国 北 西 部 の 中 央

構 造 線 断 層 帯 に お い て も ジ ョ グ で イ ベ ン ト 時 の 断 層 変 位 量

が 小 さ く ， ジ ョ グ が 破 壊 の 終 息 域 あ る い は 一 時 停 止 域 ， 即

ち セ グ メ ン ト 境 界 と な り う る こ と を 示 唆 す る 。  

 

 c. 評 価  

以 上 の 検 討 か ら も ， 前 述 の 幾 何 学 的 ， 地 質 ・ 構 造 地 質 学

的 セ グ メ ン ト の 評 価 が 裏 付 け ら れ る 。  

    

(5) ま と め （ 活 動 セ グ メ ン ト の 評 価 ）  

幾 何 学 的 ， 地 質 ・ 構 造 地 質 学 的 セ グ メ ン ト ， 挙 動 セ グ メ ン

ト の 評 価 を 踏 ま え ， 四 国 北 西 部 の 中 央 構 造 線 断 層 帯 を ， 川 上

セ グ メ ン ト (約 36km)，伊 予 セ グ メ ン ト (約 23km)，伊 予 灘 セ グ

メ ン ト (約 42km)，豊 予 海 峡 セ グ メ ン ト (約 23km)の ４ つ の 活 動

セ グ メ ン ト に 区 分 す る 。 こ の セ グ メ ン ト 区 分 を 伊 予 灘 の デ ー

タ を 考 慮 し た 既 往 文 献 に よ る セ グ メ ン ト 区 分 と と も に 第

2.4-1 表 に 示 す 。 こ れ ら の 活 動 セ グ メ ン ト の 境 界 に は ， 重 信

引 張 性 ジ ョ グ (約 12km)，串 沖 引 張 性 ジ ョ グ (約 13km)，三 崎 沖

引 張 性 ジ ョ グ (約 13km)が 存 在 す る 。敷 地 周 辺 (半 径 30km 以 内 )

に は 伊 予 灘 セ グ メ ン ト が 分 布 し て お り ， 以 下 ， 伊 予 灘 セ グ メ

ン ト を 「 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 」 と 呼 称 す る 。  

 

2.4.3 断 層 傾 斜 角  

   (1) 震 源 断 層  

横 ず れ 断 層 の 断 層 面 に つ い て は ， 地 表 面 の 起 伏 に 関 係 な く

活 断 層 線 が 直 線 状 に 分 布 す る こ と か ら ， 変 動 地 形 学 的 な 観 点

か ら は ，ほ ぼ 鉛 直 な 断 層 面 と 考 え る の が 一 般 的 で あ る 。ま た ，

広 域 応 力 場 を 基 に 横 ず れ 断 層 の 活 動 を 考 え る 場 合 ， 蓄 積 さ れ

た 歪 を 開 放 す る 面 と し て 鉛 直 な 断 層 面 を 類 推 し 易 く ， 地 震 学

的 な 観 点 か ら も ， ほ ぼ 鉛 直 な 断 層 面 を 考 え る の が 一 般 的 で あ

る 。  

例 え ば ， 近 年 国 内 で 発 生 し た 横 ず れ 型 の 活 断 層 に よ る 地 震

と し て ，1995 年 兵 庫 県 南 部 地 震 (橋 本 ，1995) ( 1 2 7 )， 2000 年 鳥
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取 県 西 部 地 震 (Fukuyama et al.， 2003) ( 1 2 8 )， 2005 年 福 岡 県 西

方 沖 地 震 (Nishimura et al.， 2006) ( 1 2 9 )が 挙 げ ら れ ， 稠 密 な

観 測 デ ー タ に 基 づ く 詳 細 な 検 討 の 結 果 ， 震 源 断 層 は い ず れ も

高 角 度 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。  

ま た ， 大 地 震 が 観 測 さ れ た 国 外 の 長 大 横 ず れ 断 層 と し て ，  

1990 年 フ ィ リ ピ ン・ル ソ ン 島 地 震 の フ ィ リ ピ ン 断 層 系 (阿 部 ，

1990) ( 1 3 0 )， 1999 年 イ ズ ミ ッ ト 地 震 の 北 ア ナ ト リ ア 断 層 系 (O
･･

zalaybey et al.， 2002) ( 1 3 1 )， 2001 年 コ コ シ リ 地 震 の ク ン ル

ン 断 層 (Lin et al.， 2003) ( 1 3 2 )， 2002 年 ア ラ ス カ 地 震 の デ ナ

リ 断 層 (Asano et al.， 2005) ( 1 3 3 )が 挙 げ ら れ ， 各 種 観 測 デ ー

タ に 基 づ く 検 討 か ら ， 震 源 断 層 は い ず れ も 高 角 度 と さ れ て い

る 。  

こ の よ う に ， 実 際 に 発 生 し た 地 震 の 解 析 結 果 に お い て も 横

ず れ 断 層 の 震 源 断 層 は ほ ぼ 鉛 直 で あ る 。 中 央 構 造 線 断 層 帯 で

は こ れ に 起 因 す る 大 地 震 は 観 測 さ れ て い な い が ， 四 国 に お い

て 中 央 構 造 線 北 方 に 帯 状 の 微 小 地 震 分 布 が 見 ら れ ， そ の メ カ

ニ ズ ム は 高 角 度 の 横 ず れ が 卓 越 す る こ と が 示 さ れ て い る (久

保 ・ 岡 田 ， 2007) ( 1 3 4 )。  

以 上 ， 変 動 地 形 学 的 な 観 点 ， 地 震 学 的 な 観 点 ， さ ら に は 実

際 に 発 生 し た 地 震 の 解 析 結 果 か ら も ， 横 ず れ 断 層 の 震 源 断 層

面 は ほ ぼ 鉛 直 と 考 え ら れ る 。 横 ず れ 断 層 と 評 価 さ れ る 敷 地 前

面 海 域 の 断 層 群 に つ い て も ， そ の 震 源 断 層 は ほ ぼ 鉛 直 と 考 え

ら れ る 。  

 

(2) 地 質 境 界 断 層  

物 理 探 査 に よ る 地 下 構 造 研 究 に よ っ て ， 地 質 境 界 断 層 （ 物

質 境 界 と し て の 中 央 構 造 線 ）は ，北 に 30～ 40 度 傾 斜 し て い る

可 能 性 が 提 唱 さ れ る よ う に な っ た (伊 藤 ， 1996) ( 1 3 5 )。  

例 え ば ， 四 国 東 部 で は ， 室 戸
む ろ と

岬 か ら 瀬 戸 内 海 に 至 る 大 規 模

な 反 射 法 地 震 探 査 が 実 施 さ れ ， 中 央 構 造 線 が 地 表 か ら お よ そ

40 度 で 北 に 傾 斜 し ， 下 部 地 殻 上 面 に 到 達 す る と さ れ て い る

(佐 藤 ほ か ， 2005) ( 1 3 6 )。 ま た ， 四 国 西 部 の 道 前 平 野 ～ 松 山 平

野 で は ， 重 力 逆 解 析 に よ っ て  19～ 26 度 で 北 傾 斜 す る 構 造 が

推 定 さ れ て い る (Ohno et al.， 1989) ( 1 3 7 )。 さ ら に ， 豊 後 水 道

～ 別 府 湾 で も エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査 が 実 施 さ れ ， 緩 く 北 へ 傾
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斜 す る 構 造 が 示 さ れ て い る (由 佐 ほ か ， 1992) ( 1 1 6 )。 敷 地 前 面

海 域 の 伊 予 灘 に お い て は ， 重 力 逆 解 析 に よ っ て ， 地 質 境 界 断

層 と し て の 中 央 構 造 線 が 緩 く 北 へ 傾 斜 す る 構 造 が 推 定 さ れ て

い る （ 大 野 ほ か ， 1994) ( 9 6 )。  

そ こ で ，大 野 ほ か (1994) ( 9 6 )に よ る 報 告 を 踏 ま え ，反 射 法 お

よ び 屈 折 法 で 得 ら れ た 地 下 構 造 を 用 い ， よ り 深 部 の 構 造 を 重

力 逆 解 析 に よ っ て 推 定 す る 手 法 に よ っ て ， 敷 地 前 面 海 域 に お

け る 地 質 境 界 断 層 と し て の 中 央 構 造 線 の 地 下 構 造 に つ い て 検

討 し た 。  

重 力 逆 解 析 に は ， ヘ リ コ プ タ ー に よ っ て 海 陸 を 連 続 観 測 し

た 航 空 重 力 値 を 用 い た 。 航 空 重 力 測 線 図 を 第 2.4-5 図 に ， 重

力 逆 解 析 断 面 位 置 を 第 2.4-6 図 に 示 す 。  

重 力 逆 解 析 に 際 し て ， 屈 折 法 地 震 探 査 で 得 ら れ た 速 度 構 造

(第 2.3-14 図 )で 三 波 川 変 成 岩 類 お よ び 領 家 花 こ う 岩 類 よ り

も 上 部 の 構 造 を 固 定 し ,焼 き な ま し 法 (Nagihara and Hall，

2001) ( 1 3 8 )に よ っ て 重 力 の 観 測 値 と 計 算 値 が フ ィ ッ テ ィ ン グ

す る 中 央 構 造 線 の 地 下 構 造 （ 深 部 断 面 形 状 ） を 求 め た 。 重 力

逆 解 析 の 設 定 密 度 を 第 2.4-2 表 に ，重 力 逆 解 析 結 果 を 第 2.4-7

図 に 示 す 。  

第 2.4-7 図 に よ る と ， 領 家 花 こ う 岩 類 と 三 波 川 変 成 岩 類 の

境 界 面 ， す な わ ち 地 質 境 界 断 層 と し て の 中 央 構 造 線 は ， 約 ６

km 以 深 ま で 北 へ 30～ 40 度 傾 斜 す る 構 造 が 推 定 さ れ る 。  

 

(3) 地 質 境 界 断 層 と 震 源 断 層 の 関 係  

近 年 ， 地 質 境 界 断 層 と し て の 中 央 構 造 線 と 活 断 層 と し て の

中 央 構 造 線 の 関 係 に つ い て は 様 々 な 議 論 が な さ れ て い る 。  

例 え ば ， 四 国 東 部 で は 父 尾
ち ち お

断 層 を 横 断 す る 総 合 的 な 物 理 探

査 に よ っ て 地 質 境 界 断 層 が 深 度 ５ km 程 度 ま で 北 に 30～ 40 度

傾 斜 し て い る こ と が 示 さ れ ， 活 断 層 が 地 質 境 界 断 層 か ら 分 岐

し て 地 表 近 く で 高 角 度 化 し て い る 可 能 性 と ， 活 断 層 が 高 角 度

北 傾 斜 で 三 波 川 帯 を 切 断 す る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る (伊 藤

ほ か ， 1996) ( 1 3 9 )。  

こ れ に 対 し て ，岡 田・杉 戸 (2006) ( 1 4 0 )は ，伊 藤 ほ か (1996) ( 1 3 9 )

の 反 射 断 面 に お い て ， 地 表 で 追 跡 さ れ る 活 断 層 (父 尾 断 層 )直

下 の 解 像 度 が あ ま り よ く な い こ と を 指 摘 し ， 活 断 層 と 地 質 境
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界 断 層 の 関 係 は 今 後 の 重 要 な 課 題 と し た 。  

堤 ほ か (2007) ( 1 4 1 )は ， 地 質 境 界 断 層 と そ の 北 側 を 並 走 す る

活 断 層 の 幾 何 学 的 関 係 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て ， 四

国 東 部 で は 父 尾 断 層 ， 四 国 中 央 部 で は 石 鎚 断 層 ， 岡 村 断 層 を

横 断 す る 反 射 法 地 震 探 査 を 行 い ， 活 断 層 は ， そ の 直 下 の 地 層

面 （ 北 へ 傾 斜 す る 地 質 境 界 断 層 ） を 大 き く 変 位 さ せ て い る よ

う に は 見 え な い こ と を 示 し た 。  

    一 方 で ， 中 央 構 造 線 沿 い の 反 射 法 地 震 探 査 で 示 さ れ る 低 角

な 不 連 続 面 は 地 質 境 界 断 層 で あ り ，力 学 的 な 境 界（ 震 源 断 層 ）

は 深 い と こ ろ ま で 高 角 に 連 続 し て い る 可 能 性 が 高 い と の 見 解

も 示 さ れ て い る (渡 辺 ， 2005) ( 1 4 2 )。  

こ の よ う に ， 四 国 中 東 部 に お い て ， 地 質 境 界 断 層 と し て の

中 央 構 造 線 と 活 断 層 と し て の 中 央 構 造 線 の 関 係 に つ い て は 未

だ 明 確 な 結 論 に 達 し て い な い 。  

四 国 北 西 部 陸 域 で は ， 少 な く と も 伊 予 断 層 の 横 ず れ を 示 す

断 層 線 の 平 面 形 が 起 伏 に 関 係 な く 直 線 状 な い し 緩 や か な 曲 線

を 描 い て 雁 行 配 列 す る こ と か ら ， 活 断 層 の 傾 斜 が 高 角 度 で あ

る こ と が 示 唆 さ れ て い る (後 藤 ， 1996) ( 1 1 5 )。 ま た ， 伊 予 断 層

帯 に 属 す る 米 湊 断 層 ， 本 郡 断 層 を 横 断 す る 反 射 法 地 震 探 査 に

よ る 地 下 構 造 の 検 討 か ら も ， 伊 予 断 層 は 高 角 度 の 断 層 と 考 え

る の が 妥 当 と の 見 解 が 示 さ れ て い る (池 田 ほ か ， 2005) ( 9 2 )。  

 

(4) 評 価  

   以 上 よ り ， 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 の 震 源 断 層 は ， 地 質 境 界

断 層 と し て の 中 央 構 造 線 と 一 致 し て 北 へ 傾 斜 し て い る 可 能 性

も 残 る が ， 変 動 地 形 学 的 な 観 点 ， 地 震 学 的 な 観 点 ， さ ら に は

実 際 に 発 生 し た 地 震 の 解 析 結 果 等 を 総 合 的 に 勘 案 す れ ば ， 横

ず れ 断 層 と 評 価 さ れ る 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に つ い て は ， そ

の 震 源 断 層 は ほ ぼ 鉛 直 と 評 価 さ れ る 。  

 

2.5 敷 地 周 辺 の 第 四 紀 火 山  

敷 地 周 辺 の 第 四 紀 火 山 に つ い て は ， 町 田 ・ 新 井 著 の 「 新 編  火

山 灰 ア ト ラ ス ［ 日 本 列 島 と そ の 周 辺 ］」 (2003)  ( 4 5 )の ほ か ， 産 業 技

術 総 合 研 究 所 地 質 調 査 総 合 セ ン タ ー の 「 日 本 の 第 四 紀 火 山 」

(2008) ( 1 4 3 )，気 象 庁 編 の「 日 本 活 火 山 総 覧 」(2005) ( 1 4 4 )，日 本 火 山
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学 会 発 行 の 「 日 本 の 第 四 紀 火 山 カ タ ロ グ 」 (1999) ( 1 4 5 )， 産 業 技 術

総 合 研 究 所 地 質 調 査 総 合 セ ン タ ー の 「 100 万 分 の １ 日 本 地 質 図 」

(2003) ( 1 4 6 )， 日 本 の 地 質 『 九 州 地 方 』 編 集 委 員 会 編 の 「 日 本 の 地

質 ９ ， 九 州 地 方 」 (1992) ( 1 4 7 )， ア ー バ ン ク ボ タ の 「 九 州 の 火 山 と

基 盤 構 造 」 (1984) ( 1 4 8 )等 が あ り ， こ れ ら の 文 献 に よ り ， 敷 地 周 辺

の 第 四 紀 火 山 お よ び 第 四 紀 火 山 岩 類 の 分 布 を 把 握 し た 。  

第 四 紀 火 山 に つ い て ，敷 地 を 中 心 と す る 半 径 30km 範 囲 に は 分 布

し な い が ， 半 径 160km 範 囲 に は ， 阿 武
あ ぶ

火 山 群 ， 青 野 山
あ お の や ま

火 山 群 ，

長 者 ヶ 原
ち ょ う じ ゃ が は ら

，徳 山
と く や ま

金 峰 山
み た け や ま

，千 石 岳
せ ん ご く だ け

，四 熊 ヶ 岳
し く ま が だ け

，六 連 島
む つ れ じ ま

，姫 島
ひ め し ま

火 山 群 ，

両 子 山
ふ た ご さ ん

，日 出
ひ じ

，鹿 鳴 越
か な ご え

，鶴 見 岳
つ る み だ け

・伽 藍 岳
が ら ん だ け

，由 布 岳
ゆ ふ だ け

，耶 馬 渓
や ば け い

(猪 牟 田
し し む た

カ ル デ ラ )，高 平 山
た か ひ ら や ま

－ 水 口 山
み ず ぐ ち や ま

火 山 群 ，福 万 山
ふ く ま ん や ま

－ 立 石 山
た て い し や ま

火 山 群 ，小 鹿 山
お じ か や ま

－ 雨 乞 岳
あ ま ご い だ け

火 山 群 ，野 稲 岳
の い ね だ け

－ 花 牟 礼 山
は な む れ や ま

火 山 群 ，万 年 山
 は ね や ま  

，涌 蓋 山
わ い た や ま

，九 重 山
く じ ゅ う さ ん

，

阿 蘇
あ そ

カ ル デ ラ ，阿 蘇 山
あ そ さ ん

，大 峰
お お み ね

お よ び 赤 井
あ か い

が 分 布 す る (第 2.5-1 図 )。  

第 四 紀 火 山 岩 類 に つ い て ，敷 地 を 中 心 と す る 半 径 30km 範 囲 に は

分 布 し な い が ， 九 州 に は 広 く 分 布 す る (第 2.5-1 図 )。 特 に 阿 蘇 カ

ル デ ラ を 中 心 に 広 く 分 布 し ，8.5～ 9 万 年 前 に 噴 出 し た Aso-4 火 砕

流 堆 積 物 は 豊 後 水 道 に 面 し た 大 分 県 臼 杵 市 ま で 達 し て い る (町

田 ・ 新 井 ， 2003) ( 4 5 )。 町 田 ・ 新 井 (2003) ( 4 5 )に よ る と ， Aso-4 火 砕

流 堆 積 物 が 敷 地 の 位 置 す る 佐 田 岬 半 島 に 達 し た 可 能 性 も 示 唆 さ れ

て い る が ， 佐 田 岬 半 島 に お い て Aso-4 火 砕 流 堆 積 物 を 確 認 し た と

の 報 告 は な い 。 ま た ， 佐 田 岬 半 島 に 点 在 す る Ｍ 面 （ 中 位 段 丘 面 ）

の 段 丘 堆 積 物 は Aso-4 火 山 灰 を 混 在 す る 風 成 層 に 覆 わ れ る も の の ，

そ の 他 の 火 山 灰 を 含 め 厚 い 火 山 灰 層 は 確 認 さ れ な い 。  
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3. 敷 地 近 傍 の 地 質 ・ 地 質 構 造  

3.1 調 査 ・ 検 討 内 容  

敷 地 近 傍 に お い て は ， 不 明 瞭 も し く は 小 規 模 な 変 動 地 形 ま で も

含 め て 地 質 お よ び 地 質 構 造 を 詳 細 に 把 握 す る た め ， 敷 地 周 辺 の 調

査 結 果 を 踏 ま え ，敷 地 を 中 心 と す る 半 径 約 ５ km 範 囲 お よ び 周 辺 地

域 に お い て ， 既 往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 地 表 地 質 調 査 ， 海 上 音 波

探 査 ， 地 球 物 理 学 的 調 査 等 の 調 査 ・ 検 討 を 実 施 し た 。  

  地 形 に 関 し て は ， 陸 域 で は 国 土 地 理 院 発 行 の 「 ２ 万 ５ 千 分 の １

地 形 図 」， 海 域 で は 日 本 海 洋 デ ー タ セ ン タ ー の 「 500m メ ッ シ ュ 水

深 デ ー タ 」 (5 6 ) お よ び 海 上 保 安 庁 発 行 の 海 図 「 伊 予 灘 及 付 近 」

(2003) ( 5 7 )を 用 い て 敷 地 近 傍 の 地 形 図 を 作 成 し た 。ま た ，主 に 国 土

地 理 院 で 撮 影 さ れ た 縮 尺 ２ 万 分 の １ ， １ 万 分 の １ の 空 中 写 真 並 び

に 同 院 発 行 の 縮 尺 ２ 万 ５ 千 分 の １ お よ び ５ 千 分 の １ の 地 形 図 等 を

使 用 し て 敷 地 周 辺 調 査 と 同 じ 判 読 基 準 (第 2.1-1 表 )に 基 づ く 空 中

写 真 判 読 等 の 調 査 ・ 検 討 を 行 い ， 変 動 地 形 学 的 視 点 に よ り 変 位 地

形 ・ リ ニ ア メ ン ト の 有 無 を 確 認 し た 。  

  敷 地 近 傍 の 地 質 ， 地 質 構 造 に 関 し て は ， 陸 域 で は 愛 媛 県 発 行 の

５ 万 分 の １「 土 地 分 類 基 本 調 査 図 (八 幡 浜 )」(1972) ( 1 2 )，活 断 層 研

究 会 編 の「［ 新 編 ］日 本 の 活 断 層 」(1991) ( 2 3 )，中 田・今 泉 編 の「 活

断 層 詳 細 デ ジ タ ル マ ッ プ 」 (2002) ( 2 4 )お よ び 地 質 調 査 所 発 行 の 50

万 分 の １「 活 構 造 図 ，高 知 」(1982) ( 2 2 )，海 域 で は 電 力 中 央 研 究 所

土 木 技 術 研 究 所 発 行 の 「 電 力 中 央 研 究 所 報 告 」 (1975)  ( 4 1 )等 の 既

往 文 献 に よ り ， 敷 地 近 傍 の 地 質 ， 地 質 構 造 の 概 要 を 把 握 し た 。 さ

ら に ， 陸 域 に お い て ， 地 形 調 査 に 使 用 し た 空 中 写 真 お よ び 地 形 図

を 使 用 し て 詳 細 な 地 質 ， 地 質 構 造 を 把 握 す る た め の 地 表 地 質 調 査

を 実 施 し た 。 一 方 ， 海 域 に お い て は ， 海 上 音 波 探 査 を 実 施 し て 既

往 の 音 波 探 査 記 録 ， 他 機 関 の 音 波 探 査 記 録 と 併 せ た 総 合 的 な 検 討

を 行 っ た ほ か ，屈 折 法 地 震 探 査 等 の 地 球 物 理 学 的 調 査 を 実 施 し た 。

こ れ ら の 調 査 ・ 検 討 結 果 に 基 づ い て ， 敷 地 を 中 心 と す る 半 径 約 ５

km の 範 囲 に つ い て ，原 縮 尺 ２ 万 ５ 千 分 の １ の 詳 細 な 地 質 図 ，地 質

断 面 図 等 を 作 成 し た 。  

 

3.2 調 査 ・ 検 討 結 果  

敷 地 を 中 心 と す る 半 径 約 ５ km の 範 囲 に お け る 地 形 ，地 質 お よ び

地 質 構 造 は ， 既 往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 地 表 地 質 調 査 ， 海 上 音 波
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探 査 ， 地 球 物 理 学 的 調 査 等 の 結 果 に よ る と 以 下 の と お り で あ る 。  

敷 地 近 傍 の 地 形 図 を 第 3.2-1 図 に ， 海 上 音 波 探 査 測 線 図 を 第

3.2-2 図 に ，変 動 地 形 図 を 第 3.2-3 図 に ，地 質 図 を 第 3.2-4 図 に ，

敷 地 近 傍 の 地 質 層 序 を 第 3.1-1 表 に 示 す 。  

 

3.2.1 敷 地 近 傍 の 地 形  

伊 方 発 電 所 は ， 伊 予 灘 に 面 し た 佐 田 岬 半 島 の 付 け 根 付 近 に 位

置 す る （ 第 3.2-1 図 ）。 佐 田 岬 半 島 は ， 東 北 東 － 西 南 西 方 向 に

伸 び る 長 さ 約 40km，幅 0.8～ ６ km の 細 長 い 半 島 で あ り ，そ の 海

岸 線 は 複 雑 に 入 り 組 ん で い る 。 半 島 中 央 部 に は 起 伏 の 著 し い 標

高 約 300m の 山 地 が 連 な り ， そ の 南 側 斜 面 は 宇 和 海 に ， 北 側 斜

面 は 伊 予 灘 に 面 す る 。  

当 該 地 域 に 発 達 す る 谷 は ， 半 島 中 央 部 の 分 水 嶺 を 境 に 北 流 あ

る い は 南 流 し て 伊 予 灘 あ る い は 宇 和 海 に 達 す る た め ， 一 般 に そ

の 谷 長 さ は 短 い 。 た だ し ， 伊 方 町 湊 浦
みなとうら

～ 同 川 永 田
か わ な が た

～ 同 九 町
く ち ょ う

に は

周 辺 の 谷 と 比 較 し て 大 き な 東 北 東 － 西 南 西 方 向 の 直 線 状 谷 が

発 達 す る 。 敷 地 近 傍 の 北 向 斜 面 は 一 般 に 20～ 30 度 の 勾 配 で 傾

斜 し ， 海 岸 近 く に な る と 傾 斜 を 増 し ， 10～ 30m の 海 食 崖 を 経 て

伊 予 灘 に 入 る 。  

伊 予 灘 の 海 底 に は ， 海 岸 か ら 数 十 ～ 数 百 m 沖 合 い に か け て ほ

ぼ 半 島 と 平 行 な 水 深 10m 未 満 の 平 坦 面 が 分 布 す る 。 海 底 面 は 水

深 約 10m 以 深 で 斜 面 と な っ て 傾 斜 を 増 す が ， 水 深 約 50m に 達 し

て 再 び 概 ね 平 坦 と な る 。 宇 和 海 の 海 底 面 も ， 伊 予 灘 と 同 様 に ，

水 深 10m 未 満 の 平 坦 面 ， 水 深 10～ 50m の 斜 面 ， 水 深 50m 超 の 平

坦 面 で 特 徴 づ け ら れ る 。  

 

3.2.2 敷 地 近 傍 の 地 質  

敷 地 近 傍 陸 域 に は ，三 波 川 変 成 岩 類 が 広 く 分 布 す る（ 第 3.2-4

図 ）。 第 四 系 は 中 部 ～ 上 部 更 新 統 の 段 丘 堆 積 物 並 び に 沖 積 層 お

よ び 崖 錐 性 堆 積 物 か ら な る 。  

敷 地 近 傍 海 域 の 地 層 は ， 敷 地 周 辺 海 域 の 地 層 と 同 様 に 第

2.3-1 表 に 基 づ き ， 音 波 探 査 記 録 の 解 析 か ら 得 ら れ た 不 整 合 関

係 を 含 む 記 録 パ タ ー ン に よ り 分 類 し た 。 敷 地 近 傍 海 域 の 地 層 は ，

下 位 か ら Ｂ 層 ， Ｔ 層 ， Ｄ 層 お よ び Ａ 層 に 分 類 さ れ る 。 な お ， Ｔ

層 は 緒 方 (1975) ( 4 1 )に よ る 伊 予 灘 層 と 対 応 し ，海 域 の 堆 積 層 最 下
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部 と し て 分 布 す る 。  

   (1) 三 波 川 変 成 岩 類  

敷 地 の 位 置 す る 佐 田 岬 半 島 に は 三 波 川 変 成 岩 類 が 広 く 分 布

す る 。 敷 地 近 傍 の 三 波 川 変 成 岩 類 は 塩 基 性 片 岩 を 主 と し ， 珪

質 片 岩 お よ び 泥 質 片 岩 を 挟 在 す る 。  

本 岩 類 の 源 岩 は 白 亜 紀 初 期 ま で に 形 成 さ れ た 付 加 コ ン プ レ

ッ ク ス で 前 期 白 亜 紀 に 変 成 作 用 の ピ ー ク が あ っ た と 推 定 さ れ

て い る (Isozaki and Itaya, 1990) ( 6 7 )。  

敷 地 は ， 本 岩 類 中 の 塩 基 性 片 岩 を 基 盤 と し て い る 。 敷 地 近

傍 海 域 の Ｂ 層 が 本 岩 類 に 相 当 す る 。 な お ， 海 域 の Ｂ 層 に は 和

泉 層 群 を 含 む 。  

    

(2) 段 丘 礫 層  

海 成 段 丘 が 甲 田 碆
こ う だ ば え

，海 岬
か い ざ き

，ウ ド ノ セ 鼻 ，襖 鼻
ふすまはな

，伊 方 町 高 浦
た か う ら

と

い っ た 瀬 戸 内 海 側 に 点 在 す る ほ か ， 宇 和 海 側 の 伊 方 町 小 中 浦

に 分 布 し ， 高 位 段 丘 群 と 中 位 段 丘 群 に 区 分 さ れ る 。 こ れ ら の

段 丘 礫 層 の 堆 積 年 代 は 中 期 ～ 後 期 更 新 世 と 推 定 さ れ ， 敷 地 近

傍 海 域 の Ｄ 層 が 段 丘 礫 層 に 相 当 す る 。  

     

a. 高 位 段 丘 群  

高 位 段 丘 群 は ， H1 面 ， H3 面 の ２ 面 が 確 認 さ れ ， 標 高 は ，

約 90～ 110ｍ (H1 面 )，50～ 60ｍ (H3 面 )で あ る 。H1 面 は 伊 方

町 高 浦 ，甲 田 碆 に ，H3 面 は 海 岬 ，襖 鼻 ，高 浦 ，甲 田 碆 に 分

布 す る 。  

高 位 段 丘 群 の 段 丘 面 は 開 析 さ れ て 丸 み を 帯 び た 尾 根 状  

を 呈 し ， 堆 積 物 は 赤 色 風 化 し た 亜 円 ～ 亜 角 の く さ り 礫 か ら

な る 海 成 層 で あ る 。 高 位 段 丘 群 は ， 分 布 と 形 態 か ら 関 東 の

多 摩 面 群 に 相 当 す る 。  

     

b. 中 位 段 丘 群  

中 位 段 丘 群 は ， Ｍ 面 が 確 認 さ れ ， 標 高 は 約 30ｍ で あ る 。

Ｍ 面 は 海 岬 ， ウ ド ノ セ 鼻 ， 伊 方 町 小 中 浦 に 分 布 す る 。  

段 丘 面 は あ ま り 開 析 さ れ て お ら ず ， 丸 み を 帯 び た 台 地 状

を 呈 す る 。 ま た ， 堆 積 物 は 風 化 し た 亜 円 ～ 亜 角 の 礫 か ら な

る 海 成 層 で あ り ， 高 位 段 丘 群 の 下 位 の 段 丘 面 を 構 成 し て い
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る 。 ウ ド ノ セ 鼻 の 堆 積 物 は Aso-4 火 山 灰 (8.5～ ９ 万 年

前 )(町 田 ・ 新 井 ， 2003) ( 4 5 )を 混 在 す る 風 成 層 に 覆 わ れ る 。

Ｍ 面 は 開 析 度 ，標 高 ，風 化 の 程 度 か ら ，最 終 間 氷 期 (MIS５ )

に 形 成 さ れ た 段 丘 面 と 推 定 さ れ ， 関 東 の 下 末 吉 面 に 相 当 す

る 。  

    

(3) 沖 積 層  

沖 積 層 は ， 上 記 地 層 を 不 整 合 に 覆 っ て ， 海 岸 沿 い お よ び 現

河 川 沿 い に 局 所 的 に 分 布 す る 。 分 布 域 は ， 敷 地 の 位 置 す る ヒ

ラ 碆
ば え

の 南 方 の 他 ，伊 方 町 湊 浦 ～ 同 川 永 田 ，伊 方 町 九 町 ，亀
か め

ヶ
が

池
い け

周 辺 で あ る 。 敷 地 近 傍 海 域 の Ａ 層 が 沖 積 層 に 相 当 す る 。  

 

3.2.3 敷 地 近 傍 の 地 質 構 造  

敷 地 近 傍 陸 域 の 地 質 は 三 波 川 変 成 岩 類 に 属 す る 塩 基 性 片 岩 で

特 徴 づ け ら れ ， 厚 さ 数 十 ～ 百 m の 珪 質 片 岩 お よ び 泥 質 片 岩 を レ

ン ズ 状 に 挟 在 す る 。 珪 質 片 岩 お よ び 泥 質 片 岩 は 敷 地 の 南 方 か ら

東 方 に か け て 連 続 的 に 分 布 す る 。 一 部 の 珪 質 片 岩 は 紅 れ ん 石 を

含 み 赤 色 を 呈 し て い る 。  

敷 地 近 傍 陸 域 に お け る 三 波 川 変 成 岩 類 の 片 理 面 は ， 敷 地 東 方

で は 東 北 東 － 西 南 西 ～ 東 西 走 向 で あ り ， 東 北 東 － 西 南 西 方 向 の

褶 曲 構 造 が み ら れ る 。 敷 地 付 近 か ら 西 方 で は 北 西 － 南 東 走 向 と

な り ， 南 へ 緩 く 傾 斜 す る 。 三 波 川 変 成 岩 類 を 覆 っ て 点 在 す る 各

段 丘 面 の 標 高 は ほ ぼ 一 定 で あ り ， こ れ ら の 段 丘 面 形 成 後 の 顕 著

な 構 造 運 動 等 は 認 め ら れ な い (第 2.2-5 図 )。  

空 中 写 真 判 読 に よ る と ， 敷 地 近 傍 陸 域 に 変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ

ン ト は 認 め ら れ な い （ 第 3.2-3 図 ）。 な お ， 敷 地 近 傍 に お い て

は ，「［ 新 編 ］ 日 本 の 活 断 層 」 (1991) ( 2 3 )，「 活 断 層 詳 細 デ ジ タ ル

マ ッ プ 」 (2002) ( 2 4 )お よ び 「 活 構 造 図 ， 高 知 」 (1982) ( 2 2 )の い ず

れ に も 活 断 層 ， 推 定 活 断 層 ， リ ニ ア メ ン ト は 示 さ れ て い な い 。 

海 上 音 波 探 査 記 録 に よ る と ， 敷 地 近 傍 海 域 の 地 層 は 成 層 し て

お り ， 断 層 は 認 め ら れ な い 。 ま た ， エ ア ガ ン 海 上 音 波 探 査 に お

い て も ， 敷 地 近 傍 海 域 に 断 層 は 認 め ら れ な い (第 2.3-13(3)図 ，

第 2.3-18(1)図 )。  

以 上 ， 敷 地 近 傍 に 後 期 更 新 世 以 降 の 断 層 運 動 を 示 唆 す る 変 位

地 形 お よ び 地 質 構 造 は 認 め ら れ な い 。  
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4. 敷 地 の 地 質 ・ 地 質 構 造  

4.1 調 査 ・ 検 討 内 容  

伊 方 発 電 所 の 敷 地 内 に お い て ， 以 下 の と お り 地 表 地 質 調 査 を 実

施 し た 。 ま た ， こ れ ま で に 地 表 弾 性 波 探 査 ， ボ ー リ ン グ 調 査 ， 試

掘 坑 調 査 ，基 礎 掘 削 面 観 察 ，断 層 の 活 動 性 調 査 等 を 実 施 し て お り ，

そ の 結 果 に 基 づ き ， 敷 地 の 地 質 ， 地 質 構 造 に つ い て 検 討 を 実 施 し

た 。 地 質 調 査 位 置 を 第 4.1-1 図 に 示 す 。  

 

4.1.1 地 表 地 質 調 査  

敷 地 内 の 地 質 ， 地 質 構 造 を 把 握 す る た め ， 地 表 地 質 調 査 を 実

施 し た 。 ま た ， 既 往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 弾 性 波 探 査 ， ボ ー リ

ン グ 調 査 ， 試 掘 坑 調 査 ， 掘 削 面 観 察 等 の 調 査 ， 検 討 結 果 と あ わ

せ て 原 縮 尺 ５ 千 分 の １ の 地 質 平 面 図 を 作 成 し ， 敷 地 の 地 質 ， 地

質 構 造 の 検 討 を 行 っ た 。  

 

4.1.2 地 表 弾 性 波 探 査  

原 子 炉 設 置 位 置 付 近 の 地 質 ， 地 質 構 造 を 把 握 す る た め ， こ れ

ま で に 34 測 線 ， 総 延 長 14,600m の 地 表 弾 性 波 探 査 を 実 施 し て

い る 。 探 査 で は ， 地 中 発 破 に よ る 微 震 動 (Ｐ 波 )を 測 線 上 に 設 け

た ５ m 間 隔 の 測 点 で 記 録 し て お り ， そ の 測 定 値 か ら 走 時 曲 線 を

作 成 し て 地 盤 の 伝 播 速 度 分 布 を 把 握 し て い る 。  

 

4.1.3 ボ ー リ ン グ 調 査  

原 子 炉 設 置 位 置 付 近 の 地 質 ， 地 質 構 造 を 把 握 す る た め ， こ れ

ま で に 孔 数 約 140 孔 ， 総 掘 進 長 約 7,400m の ボ ー リ ン グ 調 査 を

実 施 し て い る 。 採 取 し た ボ ー リ ン グ コ ア を 観 察 し て 地 質 柱 状 図

を 作 成 す る と と も に ， 既 往 文 献 調 査 ， 地 形 調 査 ， 地 表 弾 性 波 探

査 ， ボ ー リ ン グ 調 査 ， 試 掘 坑 調 査 ， 掘 削 面 観 察 等 の 調 査 ・ 検 討

結 果 と あ わ せ て 原 縮 尺 ５ 千 分 の １ の 地 質 断 面 図 を 作 成 し ， 敷 地

の 地 質 ， 地 質 構 造 の 検 討 を 行 っ た 。  

 

4.1.4 試 掘 坑 調 査  

原 子 炉 建 屋 の 基 礎 地 盤 を 直 接 観 察 す る た め ， こ れ ま で に 試 掘

坑 調 査 を 実 施 し て い る 。 こ の 試 掘 坑 内 に お い て ， 基 礎 地 盤 の 構

成 岩 石 お よ び そ の 分 布 ， 断 層 の 有 無 ， 片 理 面 の 走 向 ・ 傾 斜 等 を
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直 接 確 認 し て い る 。 ま た ， 坑 内 で 弾 性 波 試 験 を 行 い ， 地 盤 の 伝

播 速 度 分 布 を 把 握 し て い る 。  

 

4.1.5 掘 削 面 観 察  

発 電 所 の 建 設 に あ た っ て は ， 地 山 切 り 取 り ， 基 礎 岩 盤 の 掘 削

を 実 施 し て い る 。 掘 削 面 に お い て ， 基 礎 地 盤 の 構 成 岩 種 お よ び

そ の 分 布 ， 断 層 の 有 無 ， 片 理 面 の 走 向 ・ 傾 斜 等 を 直 接 確 認 し て

い る 。  

 

4.2 調 査 ・ 検 討 結 果  

地 表 地 質 調 査 の 結 果 得 ら れ た 敷 地 お よ び そ の 近 傍 の 原 縮 尺 ５ 千

分 の １ の 地 質 平 面 図 を 第 4.2-1 図 ， 地 質 断 面 図 を 第 4.2-2 図 ， 地

質 層 序 を 第 4.2-1 表 に 示 す 。 敷 地 内 に お け る 各 種 地 質 調 査 を 総 合

し た 調 査 結 果 を 以 下 に 示 す 。  

 

4.2.1 敷 地 の 地 形  

敷 地 は 四 国 の 北 西 端 に 細 長 く 突 出 し た 佐 田 岬 半 島 の 付 け 根 付

近 に 位 置 し ， 瀬 戸 内 海 の 伊 予 灘 に 面 し て い る 。  

佐 田 岬 半 島 は ，東 北 東 － 西 南 西 方 向 に 伸 び る 長 さ 約 40km，幅

0.8～ ６ km の 細 長 い 半 島 で あ っ て ，標 高 300m 程 度 の 分 水 嶺 が 通

っ た 山 脈 状 の 地 勢 を 有 し ， 起 伏 の 多 い 丘 陵 状 の 傾 斜 地 か ら な り ，

そ の 南 側 斜 面 は 宇 和 海 に ， 北 側 斜 面 は 伊 予 灘 に 落 ち 込 ん で い る 。 

敷 地 お よ び そ の 近 傍 の 地 形 も 半 島 全 体 と 同 様 に 標 高 200m 前

後 の 尾 根 を 背 に 小 規 模 な 沢 が 発 達 し た 地 形 で あ る 。 敷 地 の 斜 面

は 一 般 に 20～ 30 度 の 勾 配 で 北 へ 傾 斜 し ， 海 岸 近 く に な る と 傾

斜 を 増 し 10～ 30m の 海 食 崖 を 経 て 伊 予 灘 に 入 る 。 ま た ， 敷 地 前

面 の 海 底 は 勾 配 十 数 度 の 緩 い 海 底 斜 面 と な っ て い る 。  

敷 地 の 中 央 部 に は 北 西 へ 突 き 出 た 小 半 島 (ヒ ラ 碆 )が あ り ， こ

の 小 半 島 上 に １ 号 炉 ， ２ 号 炉 お よ び ３ 号 炉 が 設 置 さ れ て い る 。 

な お ， 地 形 調 査 に よ る と ， 敷 地 内 に は 後 期 更 新 世 以 降 の 断 層

活 動 を 示 唆 す る 変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト は 認 め ら れ な い 。  

 

4.2.2 敷 地 の 地 質  

敷 地 は 三 波 川 帯 に 位 置 し て い る 。敷 地 の 地 盤 は 三 波 川 変 成 岩

類 の う ち 主 に 塩 基 性 片 岩 か ら な り ，珪 質 片 岩 お よ び 泥 質 片 岩 の
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薄 層 を 局 所 的 に 挟 ん で い る 。こ れ ら の 岩 盤 は 海 岸 沿 い お よ び 道

路 等 の 切 取 面 に ほ ぼ 連 続 し て 露 出 し て い る 。  

敷 地 内 の 塩 基 性 片 岩 は 片 理 の 発 達 が あ る も の の ， 一 般 に 剥 離

性 が 弱 く ， 塊 状 か つ 堅 硬 で あ る 。 ま た ， 本 岩 は 暗 緑 色 ～ 淡 緑 色

を 呈 し ， 緑 泥 石 ， 緑 れ ん 石 ， ア ク チ ノ 閃 石 ， 長 石 ， 石 英 お よ び

方 解 石 が 主 要 鉱 物 で あ る 。  

珪 質 片 岩 は 厚 さ 数 cm～ 数 十 cm で 塩 基 性 片 岩 中 に 薄 層 又 は レ

ン ズ 状 に 挟 ま れ る 。 本 岩 は 主 に 石 英 か ら な り ， 緑 泥 石 ， 緑 れ ん

石 ， 白 雲 母 ， 赤 鉄 鉱 等 を 伴 い 淡 緑 色 ～ 暗 褐 色 を 呈 す る 。  

泥 質 片 岩 は 敷 地 南 西 部 に 局 所 的 に 分 布 し ， 厚 さ 数 m で 塩 基 性

片 岩 中 に 挟 ま れ る 。 本 岩 は ， 暗 緑 色 ～ 淡 緑 色 を 呈 す る 塩 基 性 片

岩 と 黒 色 を 呈 す る 泥 質 片 岩 が 厚 さ 数 mm～ 数 cm ご と に 細 互 層 す

る も の で ， 泥 質 片 岩 部 で は 石 英 ， 斜 長 石 ， 白 雲 母 ， 方 解 石 ， 石

墨 ， 緑 れ ん 石 お よ び 緑 泥 石 が 主 要 鉱 物 で あ る 。  

こ れ ら の 岩 盤 を 被 覆 し て ，陸 上 部 で は 崖 錐 堆 積 物 ，沖 積 層 (海

浜 堆 積 物 を 含 む )， 海 底 に は 未 固 結 の 海 底 堆 積 物 が 分 布 し て い

る 。  

崖 錐 堆 積 物 は 基 質 に 赤 色 土 を 持 つ も の と 黄 褐 色 土 を 持 つ も の

と に 区 分 さ れ る 。 前 者 の 赤 色 土 は 敷 地 内 の 緩 傾 斜 の 尾 根 状 部 を

中 心 に 部 分 的 に 分 布 し ， 谷 部 に は 分 布 し て い な い 。 こ の 赤 色 土

は 10R4～ 5/8 か ら 2.5YR4～ 5/8 の 色 調 を 示 し ， そ の 分 布 形 態 ，

産 状 か ら ， 更 新 世 の 温 暖 期 に 風 化 ・ 生 成 さ れ た 古 土 壌 と 考 え ら

れ る 。  

沖 積 層 は ，海 岸 沿 い の 谷 の 末 端 部 に 局 所 的 に 分 布 し て い た が ，

盛 土 に よ っ て そ の 大 部 分 が 埋 没 し て い る 。  

 

4.2.3 敷 地 の 地 質 構 造  

敷 地 お よ び そ の 近 傍 の 塩 基 性 片 岩 の 片 理 面 は 一 般 に N30°～

40°W の 走 向 で 南 西 方 向 へ 10～ 30 度 緩 や か に 傾 斜 す る 。  

敷 地 お よ び そ の 近 傍 で は 地 層 の 分 布 お よ び 片 理 面 の 走 向 ・ 傾

斜 か ら ， 緩 や か な 開 い た 褶 曲 構 造 が 推 定 さ れ る 。 褶 曲 軸 は 北 西

－ 南 東 方 向 と 東 北 東 － 西 南 西 方 向 の ２ 種 類 に 分 け ら れ ， い ず れ

も そ の 延 長 が 500m 前 後 の 小 規 模 な も の で あ る 。  

片 理 面 上 の 線 構 造 は N65°～ 75°E の 方 向 で ， 西 へ 10～ 20 度

プ ラ ン ジ し て い る 。  
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敷 地 お よ び そ の 近 傍 に は 小 規 模 な 断 層 が 観 察 さ れ る 。 こ れ ら

の 断 層 の 破 砕 幅 は ほ と ん ど が 10cm 未 満 で ， 大 部 分 が 固 結 し ，

石 英 脈 ， 方 解 石 脈 を 伴 う こ と が 多 い 。 ま た ， 断 層 の 走 向 ・ 傾 斜

に は 卓 越 方 向 が 認 め ら れ な い 。 さ ら に ， 前 述 の よ う に ， 敷 地 内

に 変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト は 判 読 さ れ な い 。 し た が っ て ， 敷 地

内 の 断 層 は い ず れ も 規 模 が 小 さ く ， そ の 性 状 か ら 地 下 深 所 で 形

成 さ れ た 古 い 断 層 で あ り ， 少 な く と も 後 期 更 新 世 以 降 の 活 動 は

な い と 判 断 さ れ る 。  
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5. 地 質 調 査 に 関 す る 実 証 性  

5.1 地 質 調 査 の 計 画  

地 質 調 査 に 当 た っ て は ， １ 号 炉 ， ２ 号 炉 お よ び ３ 号 炉 の 経 緯 お

よ び 地 域 特 性 を 踏 ま え ，「 原 子 力 発 電 所 の 地 質・地 盤 に 関 す る 安 全

審 査 の 手 引 き 」 に 準 拠 し て ， 総 合 的 な 調 査 計 画 に 基 づ い て 実 施 し

た 。  

調 査 計 画 内 容 に つ い て は ， (財 )電 力 中 央 研 究 所 と 十 分 協 議 ・ 検

討 の 上 作 成 し た 。 ま た ， 主 要 な も の に つ い て は ， 社 外 の 学 識 経 験

者 等 に 必 要 に 応 じ て 意 見 聴 取 し 作 成 し た 。  

 

5.2 地 質 調 査 実 施 に あ た っ て の 管 理 体 制  

地 質 調 査 の 実 施 に あ た っ て ， 当 社 の 作 業 管 理 体 制 と し て は ， 本

店 お よ び 伊 方 発 電 所 に 担 当 者 を お き ， 地 質 調 査 の 作 業 管 理 に あ た

っ た 。 作 業 管 理 に あ た っ て は ， 特 に 現 場 に お け る 作 業 に つ い て 常

時 管 理 体 制 を と り ， 地 質 調 査 資 料 の 信 頼 性 の 確 保 に 努 め た 。  

ま た ， 調 査 会 社 の 作 業 管 理 体 制 と し て は ， 地 質 調 査 の 実 施 に あ

た り ，現 場 代 理 人 を 現 場 に 常 駐 さ せ ，適 切 に 調 査 の 管 理 を 行 っ た 。

ま た ， 主 任 技 術 者 は 総 括 的 な 技 術 指 導 お よ び 管 理 を 行 っ た 。  

現 場 代 理 人 お よ び 主 任 技 術 者 は ， 調 査 着 手 前 に 経 歴 書 を 添 付 し

て 届 け 出 て お り ， そ れ を 審 査 し ， 適 任 者 で あ る こ と を 確 認 し て 承

認 し て い る 。  

 

5.3 作 業 管 理 お よ び 指 導  

調 査 会 社 の 選 定 に お い て ， 調 査 会 社 は ， 調 査 の 目 的 に 応 じ ， そ

の 経 歴 ， 技 術 内 容 等 を 配 慮 し て 選 定 し た 。 ３ 号 炉 運 転 開 始 以 降 ，

新 た に 実 施 し た 地 質 調 査 の 会 社 一 覧 表 を 第 5.3-1 表 に 示 す 。  

ま た ， 調 査 会 社 の 指 導 と し て ， 調 査 会 社 の 調 査 実 施 体 制 お よ び

調 査 方 法 に つ い て は ， 仕 様 書 に よ っ て 指 示 す る と と も に ， 作 業 関

係 者 に 対 し て は ， 調 査 会 社 の 責 任 者 に よ り そ の 周 知 徹 底 を 図 ら せ

た 。  

さ ら に ， 調 査 関 係 資 料 の 取 扱 い ， 調 査 会 社 の 調 査 関 係 資 料 の 提

出 ， 保 管 等 に つ い て は ， 取 扱 い を 厳 正 に す る よ う に 留 意 さ せ た 。  

 

5.4 地 質 調 査 結 果 の 評 価 ・ 取 り ま と め  

地 質 調 査 終 了 後 ， 諸 資 料 に つ い て は 社 外 の 学 識 経 験 者 ， 研 究 機
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関 等 の 助 言 を 得 て 検 討 し ，十 分 な 評 価 を 経 て 取 り ま と め を 行 っ た 。 
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第2.1-1表　変位地形・リニアメント判読基準

崖・鞍部等 尾根・水系の屈曲 崖・溝状凹地等 段丘崖や旧流路等の屈曲

Ａ

・鮮明な崖，鞍部等の長く連続の良い配列か
らなり，山地高度・丘陵高度に一様な高度差
が認められるもので，かつ，延長上至近距離
の地形面に同方向の崖等が認められるも
の。

 ・尾根・水系が長い区間で同方向に屈曲
し，屈曲や鞍部の地形は連続良く鮮明であ
り，
　(1)水系の規模と屈曲量との相関がみら
　　　れるもの。
　(2)閉塞丘，風隙等の特異な地形が認め
　　　られるもの。

・かつて一連であったことが明瞭な地形面上
にみられる鮮明な崖，溝状凹地，撓み，急傾
斜面等の連続の良い配列からなり，
　(1)時代の異なる複数の地形面に連続し，
　　　古い地形面ほど比高，撓み量，傾斜
　　　等が大きいもの。
　(2)崖面が地形面の傾斜方向とは逆向き
　　　を示すもの。
　(3)山地・丘陵内の崖等に連続するもの。

・山地，丘陵内や地形面上の鮮明な崖等の
延長上にあるか，あるいは，長い区間で，
　(1)段丘崖に鮮明な同方向の屈曲が連続
　　　的にみられるもの。
　(2)段丘崖，旧流路等に累積的な同方向
　　　の屈曲が連続的にみられるもの。

Ｂ

・崖，鞍部等の長く連続の良い配列からな
り，山地高度・丘陵高度に一様な高度差が
認められるもので，
　(1)地形形態は鮮明であるが，地形面と
     の関係が不明なもの。
　(2)地形形態はやや不鮮明である が，
     延長上至近距離の地形面に同方向
     の崖等が認められるもの。

　
・尾根・水系が同方向に屈曲し，屈曲や鞍部
の地形は鮮明であり，
  (1)屈曲が長い区間で連続的にみられる
　　　が，水系の規模と屈曲量との相関，
　　　あるいは，閉塞丘，風隙等の特異な
　　　地形のいずれも認められないもの。
  (2)屈曲のみられる区間は短いが，水系
　　　の規模と屈曲量との相関，あるいは，
　　　閉塞丘，風隙等の特異な地形のいず
　　　れかが認められるもの。

・かつて一連であったと推定される地形面上
にみられる崖，溝状凹地，撓み，急傾斜面等
の連続の良い配列からなり，
　(1)時代の異なる複数の地形面に連続し，
　　　古い地形面で比高，撓み量，傾斜等
　　　が大きいもの。
　(2)崖面が地形面の傾斜方向とは逆向き
　　　を示すもの。
　(3)山地・丘陵内の崖等に連続するもの。

・段丘崖，旧流路等に連続の良い同方向の
屈曲がみられ，
　(1)山地・丘陵内や地形面上の崖等の
　　　延長上にあるもの。
　(2)長い区間でみられるもの。

Ｃ

・崖，鞍部等の長い配列からなり，山地高度・
丘陵高度に一様な高度差があるが，
　(1)地形形態が不鮮明なもの
　(2)連続性が悪いもの。

　
・尾根・水系が同方向に屈曲するが，水系の
規模と屈曲量との相関が認められないもの
で，
　(1)屈曲が長い区間でみられるもの。
　(2)屈曲が鮮明なもの。
　(3)屈曲が短い区間で連続的にみられる
　　　もの。

・かつて一連であったかどうか不明な地形面
上にみられる崖，溝状凹地，撓み，急傾斜面
等の連続的な配列からなり，
　(1)一部で不鮮明となるもの。
　(2)鮮明だが，一部で不連続となるもの。

・段丘崖，旧流路等に同方向の屈曲がみら
れ，
　(1)屈曲は不鮮明だが，連続の良いもの。
　(2)連続は悪いが，屈曲が鮮明なもの。

Ｄ

・崖，鞍部等の配列からなるが，山地高度・
丘陵高度にみられる高度差は局所的で一様
でなく，
　(1)長いが不鮮明なもの。
　(2)やや鮮明であるが短いもの。

・尾根・水系が同方向に屈曲しているもの
で，
　(1)屈曲のみられる区間が短いもの。
　(2)屈曲のみられる区間は長いが，局
　　　所的なもの。

・崖，溝状凹地，撓み，急斜面等の配列から
なるが，不鮮明であり断続することが多いも
の。

・段丘崖，旧流路等に同方向の屈曲がみら
れるが，屈曲は不鮮明かつ局所的なもの。

区分
（相対的）

山地・丘陵内 段丘面，扇状地等の地形面上

Ⅲ
-
6
9



第2.1-2表　使用音波探査機器および探査数量

(本) (km) (本) (km) (本) (km) (本) (km) (本) (km)

0 0

8 152

0

35

0

324

0 0

245 3,4741,580

0 0

149 1,286

0480660

0 0 0

000

324 8 152

26 130 19 146 0 0 0

1,140 179 2,994 35

合　計

58 462 130

051086

91 478

261

四国電力

産業技術総合研究所
(2002)

国土地理院
(1993, 2001)

大学研究グループ
(1996)

調査機関ごとの内訳

エアガン

圧縮空気噴出

150000, 32000

254

5s, 3s

PAR1500C

BOLT社

探査機器

200, 700, 3600

400, 480

100m, 200m, 400m

電波測位法
DGPS法

DGPS法

4000

508, 254

750m, 1s

DGPS法

ウｵーターガン

S15

高圧水噴出

Seismic System 社

NE-19C
NE-17D
NE19C2

スパーカー

水中放電

日本電気（株）

280, 300, 200

203, 254

75m, 100m, 0.5s, 0.2s

電波測位法
DGPS法

ジオパルス

5813B
230-1
AA200

電磁誘導

Geo Acoustics社
EG&G社,　Applied Acoustic社

ソノプローブ

SP-3
SP-3W

磁歪振動

海上電機（株）

36

150, 300

50m

電波測位法
GPS法,DGPS法

機器

仕様

音　　源

製 作 所

エネルギー(J)

記録幅(mm)

記録ﾚﾝｼﾞ(m,s)

測位方法

型　　式
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第2.1-3表　屈折法地震探査の仕様

音源の種類 エアガン

発振間隔 25 m

空気室容量 500 in
３

空気室圧力 120 kg/cm
２

発振エネルギー 約150,000 J

音源深度 5.0 m

受振器個数（１箇所当たり） 1個

受振器設置箇所数 9～10箇所

受振器設置間隔 約1,100 m～約1,700 m

受振器深度 海底

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周波数 1,000 Hz

送
　
信
　
部

受
信
部
・
記
録
部

項　目 設　定　値
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第2.2-1表　敷地周辺陸域の地質層序

北部 中部 南部

後期
前期
後期

高月山花こう岩類

前期

和泉層群

川内ヶ谷層群
中期
前期
後期 土居層群
中期 宮成層群
前期

三滝火成岩類
寺野変成岩類

オルドビス紀

三畳紀

シルル紀

南部秩父帯の
構成岩類

領家変成岩類

ジュラ紀

成穂層

嘉義尾層群中期

岡成層群

古
生
代

前期

後期

白亜紀

石炭紀
デボン紀

カンブリア紀

中
生
代

前期

後期

広島花こう岩類
領家花こう岩類

更新世

鮮新世

前期

沖積層

始新世
暁新世

後期

後期

四万十累層群

四万十帯領家帯

内子層・冨士山層

大洲層

三波川帯

高位段丘礫層

八倉層

秩父累帯

中位段丘礫層

地質時代
内　帯 外　　　帯

二畳紀

中新世

漸新世

北部秩父帯の
構成岩類

三波川変成岩類
みかぶ

緑色岩類

中期

中部秩父帯の
構成岩類

新
生
代

第三紀
石鎚層群

久万層群

完新世

中期
第四紀

低位段丘礫層

郡中層

中
央
構
造
線

仏
像
構
造
線

?
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第2.2-2表　第四系対比表

鹿島ほか
(1991)

鹿島ほか
(1993)

熊原
(1998)

沖積層 沖積低地
A面

Lf2面 Lf2面
Lf1面 高野川層 高野川層 Lf1面

内の浦層
神越層

Mf1面
1)-2) 2)K-Tz火山灰(約9.5万年前)被覆

Mf2面
1)-2)

H3面 高位段丘 襖鼻層 H3面
(串面) Hf3面

H2面 最高位段丘 大江層
(ヌタゴエ面) Hf2面

H1面 上倉層

Hf1面
3)-4)

P面

(大洲層
6)
)

6)菖蒲火山灰（約60万年前）

冨
士
山
層
7)

冨
士
山
層
7)

沖積層

M段丘

沖積層

L段丘
低位段丘群

備考（年代指標）
四国電力

肱川流域

山下ほか
(2006)

第
　
　
四
　
　
紀

地質時代
四国電力

更
　
新
　
世

中位段丘群 M面
1)

瀬戸内海沿岸部

前
　
期

沖積層

後
　
期

7)ピンク火山灰(約100万年前)

内
子
層

大洲層
6)

古田層
3)-4)

廿日市層

1)Aso-4火山灰(8.5-9万年前)被覆

菅田層

5)0.39±0.13Ma火山灰
　　　　　　(浅野ほか，1992)

内
子
層

神崎層

高
位
段
丘
群 HH面群

(HH1-
HH3)

HHf面群

(HHf1
5)
-

HHf3)

高
位
段
丘
群

中位段丘群

中位段丘群 M面
1)-2)

完新世

Lf3面

3)加久藤火山灰(33-34万年前)
4)Ng-1火山灰(約30万年前)

沖積層沖積層

中
　
期

H2段丘

H1段丘
3)-5)

低位段丘群

Lf3面

沖積低地

Ⅲ
-
7
3



第2.2-3表　地形調査結果一覧

名称 区分 判読長 走向 地形要素 変位地形・リニアメントの特徴
［新編］

日本の活断層
(1991)

活断層詳細
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｯﾌﾟ
(2002)

活構造図
高知

(1982)

なし

なし

菅田
リニアメント

D 2.2km ENE-WSW
鞍部
遷緩線
直線状谷

やや鮮明な鞍部，遷緩線，直線状谷
が連なり，山地高度に北側上がりの
高度差が認められるが，短く不明瞭
である。

確実度Ⅲ なし

なし

八幡浜
リニアメント

D 4.8km
NE-SW
～

ENE-WSW

鞍部
尾根の屈曲

遷緩線
直線状谷
急斜面・崖

不鮮明な鞍部，尾根の局所的な右屈
曲，直線状谷，遷緩線，急斜面・崖
の配列として長い区間で認められる
が，山地高度に一様な高度差はみら
れない。

確実度Ⅲ なし

なし

宮内
リニアメント

－ － NW-SE
鞍部

直線状谷

やや直線的な谷と鞍部がみられるも
のの，連続性が悪く，山地高度に系
統的な高度差も認められない。

確実度Ⅲ なし

尾根の屈曲
河川の屈曲

鞍部
直線状谷

八幡浜市合田～五反田で尾根と谷の
やや系統的な右屈曲。屈曲は鮮明で
あるが断続的で水系の規模と屈曲量
に相関は認められない。

確実度Ⅱ 推定活断層五反田断層 C 2km
NE-SW
～

ENE-WSW
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第2.3-1表　音波探査記録に見られる反射パターンの特徴

ソノプローブ ジオパルス スパーカー ウォーターガン

Ａ層

・全般に白抜けである
・水平に連続するパターンが
　多数見られる
・下位層とは明らかな不整合
　で接する

・伊予灘では非常に連続性
　の良いほぼ水平な縞状の
　パターンが多数見られる
・宇和海では全般に白抜け
　で微弱な水平パターンが
　多数見られる
・下位層とは明らかな不整
　合で接する

・全般に白抜けである
・微弱な層理およびゴマ塩状
　のパターンが見られる
・下位層とは明らかな不整合
　で接する

・内部構造は不明瞭である
・下位層とは明らかな不整
　合で接する

・未固結の泥質および砂質
　の地層
・最下部は海進期の礫質の
　地層
・ほぼ全域に分布するが，
　沿岸部，三崎沖，豊予海
　峡周辺等で分布を欠く

Ｄ層

・上面に濃い凹凸のパター
　ンが見られる
・内部構造は不明瞭である

・連続性の良い縞状のパタ
　ーンが多数見られる
・伊予灘ではわずかに褶曲
　構造を示す
・宇和海ではプログラデー
　ションパターンが見られる
・下位層とは明らかな不整
　合で接し，内部にも複数
　の不整合を含む

・ほぼ水平に連続する層理，
　部分的にゴマ塩状のパタ
　ーンおよび斜交層理が見
　られる
・伊予灘ではわずかに褶曲
　構造を示す
・下位層とは明らかな不整
　合で接し，内部にも複数
　の不整合を含む

・連続性の良い水平なパタ
　ーンが多数見られ，上部
　に散乱パターンを伴う
・下位層とは明らかな不整
　合で接する

・未固結～半固結の泥質，
　砂質および礫質の地層
・ほぼ全域に分布するが，
　島の周辺部，長浜沖，
　豊予海峡周辺等で分布
　を欠く

Ｔ層

・探査深度外 ・連続性の良い縞状のパタ
　ーンが多数見られる
・伊予灘では一般的に緩く
　傾斜する層理を示し，局
　所的に褶曲構造が見られる
・宇和海では概ね水平な層
　理を示し，褶曲構造は見
　られない
・下位層にオンラップする

・連続する数条の平行層理，
　部分的に斜交層理および
　波状パターンが見られる
・伊予灘では一般的に緩く
　傾斜する層理を示し，局
　所的に褶曲構造が見られる
・宇和海では概ね水平な層
　理を示し，褶曲構造は見
　られない
・下位層にオンラップする

・連続性の良い水平または
　緩く傾斜するパターンが
　多数見られる
・伊予灘では局所的に褶曲
　構造が見られる
・宇和海では褶曲構造は見
　られない
・下位層にオンラップする

・半固結の泥質，砂質層の
　互層（伊予灘層）
・ほぼ全域に分布するが，
　島の周辺部，豊予海峡周
　辺等で分布を欠く

Ｂ層

・探査深度外 ・伊予灘では上面は急角度
　で傾斜する
・宇和海では上面の起伏が
　著しい
・内部構造を全く示さない

・伊予灘では上面は急角度
　で傾斜する
・宇和海では上面の起伏が
　著しい
・内部構造は全般に不明瞭
　である
・部分的に急傾斜の平行層
　理が見られる

・伊予灘では上面は急角度
　で傾斜する
・宇和海では上面の起伏が
　著しい
・内部構造は全般に不明瞭
　である
・部分的に急傾斜の平行層
　理が見られる

・硬質岩盤
・ほぼ全域で最下層として
　分布すると推定される
・沿岸部，島の周辺部，豊
　予海峡周辺等で分布を確
　認できる

反射パターンの特徴 推定される地層
および主な分布地域

地質
区分

Ⅲ
-
7
5



第2.3-2表　敷地周辺陸域と海域の地層対比表
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第2.4-1表　敷地周辺の中央構造線断層帯一覧

豊予海峡
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

三崎沖
引張性
ｼﾞｮｸﾞ

串沖
引張性
ｼﾞｮｸﾞ

重信
断層

正断層
一部横ずれ断層含

全般に北落ち優勢 南 南 北 南

直
線
状

無 有 有 無
ﾌﾟﾙｱﾊﾟｰﾄ
ﾍﾞｰｽﾞﾝ

最新
約6千年前

以降

1つ前

2つ前

3.3～5.0

横ずれ変位量
(m/回)

－

横ずれ変位速度
(mm/yr)

－

四国電力
（今回評価）

佃(1996)

中田・後藤(1998)

七山ほか(2002)

地震調査推進本部
(2003, 2005)

吉岡ほか(2005)

※活動の見落としの可能性が指摘されているため，参考値扱いとする

無

伊予ｾｸﾞﾒﾝﾄと同程度以下の
活動性と推定される

分
岐

伊予灘
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

北東－南西

並走配列
別府湾活断層系

と斜交

右屈曲
（分岐）

雁行配列
右
屈
曲

雁行
配列

東北東－西南西

2.5

(0.6-0.7)※

無 －

6.2千年前
～11世紀

2.8-4

11世紀
以降

(3.5-4.0)※

2～3.5千年前

川上－小松
断層

陸海

伊予断層

南北

右横ずれ断層

2.0 4.0

ギ
ャ
ッ
プ

ギ
ャ
ッ
プ

海/陸

走向

活
動
時
期

変
位

0.8-1.6

平均活動間隔
(千年)

－

伊予ｾｸﾞﾒﾝﾄや
伊予灘ｾｸﾞﾒﾝﾄより
活動性が低いと

推定される

約1万年前
以降

14世紀以降

セ
グ
メ
ン
ト
区
分

ﾌﾟﾙｱﾊﾟｰﾄ
ﾍﾞｰｽﾞﾝ

3.5～7千年前

南落ちと北落ちの断層に挟まれた地溝・バルジの形成
（断層帯全体として南北で顕著な縦ずれ変位は見られない）

活動様式

縦ずれ変位の向き
（落ち方向）

分布形態

第四紀堆積盆

1.0-1.4

4.9千年前～3世紀

1～8世紀

9世紀以降

直線状

2.5

直線状
直線状

岡村断層
と並走

雁行配列
右屈曲
(分岐)

分
岐

左屈曲
分
岐

右屈曲

28km27km 12km 24km

23km 38km 36km 25km 19km 25km

断層名

性状

23km 13km 42km 13km 21km

Ⅲ
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36km23km42km23km 13km 13km 12km

豊予海峡
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

三崎沖
引張性
ｼﾞｮｸﾞ

敷地前面海域の断層群
串沖

引張性
ｼﾞｮｸﾞ

伊予ｾｸﾞﾒﾝﾄ
重信

引張性
ｼﾞｮｸﾞ

川上ｾｸﾞﾒﾝﾄ

▼伊方発電所

130km43km



第2.4-2表　重力逆解析の設定密度

屈折法地震探査による
P波速度
（km/sec）

対比される地層
密度値

（g/cm
3
）

1.5～1.6 1.75

2.0 2.10

2.4 2.30

3.7 和泉層群 2.50

4.7 領家花こう岩類 2.68

5.5 三波帯変成岩類 2.85

新第三紀～第四紀堆積物
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第3.1-1表　敷地近傍の地質層序

陸域 海域

完新世

中位段丘礫層

高位段丘礫層

中新世

（注）

中
生
代

地質時代

更新世

鮮新世

第
四
紀

新
生
代

新
第
三
紀

ジュラ紀

白亜紀

三畳紀

三波川変成岩類

Ｔ
（伊予灘層）

Ａ

Ｂ

和泉層群
三波川変成岩類

古第三紀

沖積層

Ｄ

：不整合 ：整合
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第4.2-1表　敷地の地質層序

地層名 構成岩石 地層の概要

塩基性片岩
片理の発達があるものの，一般に剥離性が弱く，塊状かつ堅硬である。
部分的に珪質片岩層や泥質片岩層を挟む。

珪質片岩
敷地北東部に局所的に分布し，塩基性片岩中に数cm～数十cmの薄層
又はレンズ状に挟まれる。

泥質片岩 敷地南西部に局所的に分布し，厚さ数mで塩基性片岩中に挟まれる。

地質時代

三波川変成岩類

沖積層

新
生
代

完新世
第
四
紀

更新世

第三紀

礫，砂，シルト
海岸沿いの谷の末端部に局所的に分布し，シルト層および砂層は有機
質物質を含む。海岸線では主に礫，砂からなる海浜堆積物である。

中生代
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第5.3-1表　地質調査会社一覧

調査名 実施年度 会社名 適用

地質調査 2000年度 ㈱四国総合研究所 敷地周辺海域

　（総合地質調査㈱） 敷地周辺海域

2001年度 ㈱四国総合研究所 敷地周辺海域

　（総合地質調査㈱） 敷地周辺海域

2004年度 ㈱四国総合研究所 敷地周辺海域、陸域

　（総合地質調査㈱） 敷地周辺海域、陸域

　（㈱阪神コンサルタンツ） 敷地周辺陸域

　（㈲COSMOGRAV） 敷地周辺海域、陸域

2005年度 ㈱四国総合研究所 敷地周辺陸域

　（総合地質調査㈱） 敷地周辺陸域

2006年度 ㈱四国総合研究所 敷地近傍、周辺陸域

　（㈱阪神コンサルタンツ） 敷地近傍、周辺陸域

2007年度 総合地質調査㈱ 敷地周辺海域、陸域

2008年度 ㈱四国総合研究所 敷地周辺陸域

　（㈱阪神コンサルタンツ） 敷地周辺陸域

注）３号炉運転開始以降に実施したもの

Ⅲ-81
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